
    
      
        
      
    

  


























僕は友達が少ない④
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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続・再会







　夏休みが終わって最初の日──九月一日の、朝のホームルームの時間。

　出席をとっている最中に教室に入ってきた三み日か月づき夜よ空ぞら。

　その夜空の姿を見てクラスの誰だれもが驚いた。

　一週間ほど前までは腰にかかるくらい長かった彼女の綺き麗れいな黒髪が、ばっさりと短くなっていたのだ。

　しかし俺おれにとっては、その驚きだけでは済まなかった。

　髪の短くなった夜空の顔が、十年前に別れたきりだったかつての親友の面影と重なり、俺は彼女に向かって、その親友のあだ名を呟つぶやいた。




「────ソラ？」




　そして夜空も──潤んだ瞳ひとみで俺を見つめ、様々な感情を内包した微笑ほほえみを浮かべ、微かすかに震ふるえる小さな声で、たしかにこう言った。




「────久しぶり。タカ」




　俺おれの直感は間違っていなかった──。

　夜よ空ぞらこそが、かつての俺の親友「ソラ」だった……！

　当時ソラの一人称は「オレ」だったし口く調ちようも男言葉だったし身長も俺より高かったし服装も男物だったから、ずっと男だと思っていたのに。

「あー……羽は瀬せ川がわ？」

「あ！」

　先生の訝いぶかしげな声で我に返り、俺は慌てて椅い子すに座った。

　夜空もなにごともなかったかのように、笑みを消して俺から視線を逸らし、自分の席へと歩いていった。

　夜空が座るまで教室ではざわめきが起きていたが、先生が出欠確認を再開するとほどなくそれは収まった。

　出欠確認のあとは先生が「宿題ちゃんとやったか？」とか「気持ちを切り替えて今日からまた頑張ろう」といった長ちよう期き休きゆう暇か明けのありふれた話をしていたけど、ほとんど頭に入ってこなかった。

　夏休み前とはがらりと印象の変わってしまった夜空の後ろ姿に、目が釘くぎ付づけだった。

「気持ちを切り替える」なんて、簡単にできそうもない。

　夜空はというと、俺やクラスメートたちの好奇の視線など完全に無視するかのように、微動だにせずじっと前を見ていた。





　　






　そして九月最初のホームルームが終わり、休み時間。

「な、なあ」

　夜空の席に近づき、声をかける。

「夜空」と呼ぶべきなのか「ソラ」と呼ぶべきなのか迷ったあげく、結局どちらも選ばずにそうやって呼びかけた。

　クラス中の視線がこちらに向けられているのを感じ、居心地が悪い。

「……なんだ」

　夜空はおなじみの不機嫌そうな──まるでつい十分ほど前に見せたあの涙や微笑ほほえみが噓うそだったかのような表情で、俺と目も合わせずに低い声で言った。

「いや……その髪、どうしたんだ？」

　躊躇ためらいつつも俺はストレートに尋ねた。

「切った」

　これ以上ないくらい素っ気ない答えが返ってきた。

「や、切ったのは見りゃわかるけど。だから……なんで急に」

　すると夜よ空ぞらはますます不機嫌な顔で「……夏祭りの日の夜」とだけ言った。

　夏祭りの日の夜──。

　俺おれと夜空の所属する『隣りん人じん部ぶ』の面々で夏祭りに行き、そのあと近くの公園で花火をやった。

　そのとき大きな置き型花火の火が夜空の髪の毛に燃え移り、先の方を少し燃やしてしまうハプニングがあった。

「でもあれは先っぽの方をちょっとだけだっただろ？　なにもそんなバッサリ切ることないじゃないか」

　俺が言うと、夜空はますますムッとした顔になった。

　語気を強め、

「お前が頭から思いきりぶっかけたからだっ。髪を洗ってもなかなか落ちないし変な臭いもついちゃったし傷いたんだし……！」

　前髪を指先でいじりながら微かすかに唇を尖とがらせる夜空。

「ご、ごめんなさい……」

　謝る俺。

　夜空の髪に火がついたとき、焦っていた俺は、花火で使っていたバケツの水を……終わった花火や灰で濁にごった汚水を、夜空の頭から思いきりぶっかけてしまったのだ。

　冷静になって振り返ると、あそこまでしなくても火を消すことは十分にできたのに。

　あれは本気で申し訳ないことをしたと思う。

　心の底から反省する。

「ほんとにあの……すまん」

　再度謝る俺。

　しかしそれでも夜空はさらに不満そうな顔になった。

「……むー……そんなことより──」

　と、そのとき。

　クラスの連中のひそひそ話が耳に入ってきた。

「……頭からぶっかけた……？」「……先っぽだけ、先っぽだけだから……なんて言いながら無理矢理最後まで……」「抵抗する三み日か月づきさんを強引に押し倒して……」「レ、レイプ……？」「夏の夜のあやまち……」「なかなか洗い落とせない変な臭いのする白い液体を髪に思いきりぶっかけ……」「ぶっかけ……」「ぶっかけ……」

「「!!」」

　俺おれと夜よ空ぞらの顔が同時に引きつる。

　なんかとんでもない誤解をされてる気がするぞ!?

「ち、ちが、誤かっ、白い液体なんて、」

「ちょ、ちょっと来い！」

　夜空は顔を真っ赤にして立ち上がり、慌てて弁解しようとする俺の手を引っ張って教室を出た。

　教室のざわめきが大きくなるのがわかった。

　……夏休み明け早々、またろくでもない噂うわさが流れること確定だった。





　　






　夜空に引っ張られ、俺は校舎の端、人気のない階段の踊り場にやってきた。

「……ここなら大丈夫か」

　そう言って夜空は俺の手を離す。

「うう……またあらぬ誤解を……」

　泣きそうな顔でがっくりと肩を落とす俺に、夜空は不機嫌そうに鼻を鳴らした。

「ふん、そんなことはどうでもいい」












「……どうでもよくはないだろ」

「そんなことより！」

　夜よ空ぞらが強い視線で俺おれを見据える。

「そんなことより？」

　訝いぶかる俺。

　すると夜空は微かすかに頰ほおを赤くして視線を泳がせる。

「そ、その……ええと……そんなことよりも、ほら……」

「……？」

　珍しく言葉を濁にごす夜空に俺はますます困惑する。

「だーかーらー！」

　夜空は顔を真っ赤にして、駄々っ子のように言った。




「私がソラなのでした!!　なにか感想は!?」




　……そんなことを言われても困るのだった。

「ええと…………びっくりした」

　上手く言葉が出てこなくて、とりあえずそう答えた。

「むー……他にはないのか」

　不満そうに唇を尖とがらせる夜空。

「他に？」

「だからその……う、嬉うれしいとか、光栄ですとか、感動したとか！」

「そんなこと言っても……なんつーか、戸惑ってるっていうか……やっぱり『びっくりした』ってのが一番強いかな……」

　ぽりぽりと頭をかきながら俺は言う。

　聞きたいことはたくさんある。

　なんで十年前、男みたいな格好をしていたのかとか。

　俺が『タカ』だといつから気づいていたのかとか。

　この十年間のこととか。

　十年前、「大事な話がある」と約束した日、どうして公園に現れなかったのかとか。

　いろいろありすぎて、言葉が出てこない。

　子供っぽい不満げな表情で俺を見つめる夜空の顔を見つめ返す。

　細い眉まゆ、切れ長の眼、赤らんだ頰。

　中性的な美び貌ぼうに、ショートカットの髪がとてもよく似合っている。

「その頭、けっこう似合ってるな」

「なっ、ば──っ！」

　なんとなく思ったことをそのまま口にすると、夜よ空ぞらの顔が耳まで真っ赤になった。

　恥ずかしそうに俯うつむく夜空。

「…………へ、変じゃないか？」

　上目遣いで尋ねてくる夜空はなんだか異様に可愛くて、俺おれも思わず顔が熱くなった。

「お、おう。変じゃない」

「そ、そうか」

　俯きながら口元をもにゅもにゅさせる夜空。

　顔を上げ、少し誇らしげに、

「が、頑張って美容院に行ってみたのだ。十年ぶりくらいに」

「十年ぶりって……え、それまではどうやってたんだ？」

「自分で切っていた」

「なんでまたそんな……」

「そんなもの、美容院に行くのが怖いからに決まっているだろう」

　なぜか胸を張って夜空は答えた。

「あんなおしゃれ空間で店員とおしゃれな会話をしなければならない店など、余程のことがなければ入れない。正直もう二度と行きたくない。なんで美容師という人種はあんなに馴なれ馴なれしく話しかけてくるんだ私がどこの高校で何年生でどんな部活に入っていてどんな音楽が好きであと、か、彼氏がいるかなどっ、貴様の人生になんの関係があるのだ」

　美容院でのことを思い出したのか、ぶつくさと文句を言う夜空。

　まあ、気持ちはわからなくもない。

　俺も中三の春休み──高校に上がる直前に、一度だけ勇気を出して美容院に行ったことがあるけど、雰囲気になじめずに結局それ以降床屋さんに戻った。

　美容師のにーちゃんに「自分で染めようとしたの？」と笑われてちょっと腹が立ったというのもある。

　……俺の美容院体験はどうでもいいや。

「でもまあ、これまで自分で切ってたってのはすごいな」

「前髪は鏡を見ながらやればどうにかなるからな。後ろは……難しいからめったに切れなかった」

「だからあんなに長く伸ばしてたのか……」

「ん」

　夜空は頷うなずいた。

「でもま、勇気を出して美容院に行って正解だったと思うぞ」

「ほ、本当に似合うか？」

　確認してくる夜よ空ぞらに「ああ」と頷うなずく。

「あれもやってもらったのだ。ええと……ジャギ……？」

「シャギー？」

「そうそれだ」

　後ろ髪を手で軽く撫なでながらはにかむ夜空。

「ふっ……あの美容師、『えぇ～、切っちゃうの勿もつ体たいないよぉ～』などと馴なれ馴なれしい口く調ちようでしつこく言ってきて鬱うつ陶とうしかったが、腕はたしかだったようだな……」

　夜空は満足げに言った。

　と、そのとき一限目開始を告げるチャイムが鳴り始めた。

「やべ、戻らないと」

「そうだな」

　二人そろって授業をサボろうものなら、さらにどんな噂うわさを立てられるかわかったものではない。

　二人して急ぎ足で廊下を歩く。

「あ、そうだ」

　ふと俺おれは立ち止まる。

　大事なことを忘れていた。

「？」

　夜空が怪け訝げんそうに振り返る。

　俺は夜空に尋ねる。

「これからお前のこと、なんて呼べばいいんだ？」

　夜空の顔に逡しゆん巡じゆんの色が浮かぶ。

　暫しの間があり──そして夜空は、切なげな微笑ほほえみを浮かべて答えた。




「『夜空』だ。これまでどおり、夜空」




　わかった、と俺はうなずく。

「ん。では戻ろう──『小こ鷹だか』」

　夜空は踵きびすを返し、再び教室に向かって早足で歩き出した。

　夜空の後ろ姿を見つめながら考える。

　夜空が隣りん人じん部ぶを立ち上げた日。

　自分のことを呼び捨てで『夜空』と呼ぶように指示したあと、夜空は言った。

　あだ名は友達同士で使うものだ、と。

　俺と夜空は──『タカ』と『ソラ』は──かつて友達だった。

　でも、『羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか』と『三み日か月づき夜よ空ぞら』はそうじゃない。

　当たり前だけど、夜空がソラだと判明したからといって、そう簡単に十年前のような関係に戻ることはできないのだ。

　そのことに一抹の寂しさを覚えながら、俺おれは教室に急ぐのだった──。





隣りん人じん部ぶでの反応







　聖クロニカ学園は二学期制のため、夏休み明けの今日も普通に授業があった。

　もちろん部活動なども通常通り行われる。

　帰りのショートホームルームが終わって放課後になり、俺と夜空は隣人部の部室に向かって歩いていた。

「そういえば夜空は俺がその……『タカ』だったこと、いつから気づいてたんだ？」

　隣を歩く夜空に、俺はおそるおそる切り出した。

「最初からだ」

　さらりと夜空は答えた。

「最初から？」

「転校してきた小鷹を一目見て気づいた」

「よくわかったな……」

　十年も経てば身長も顔つきも声もかなり変わっているのに。

「ふん、そのプリン頭は見間違いようもない」

「……なるほど」

　すごい説得力だった。

　母さんから中途半端に受け継いだこの髪の色も、たまには役立つことがあるらしい。

「あれ？　でもお前、転校してきてから初めて話したとき、俺おれの名前も覚えてないみたいなこと言ってなかったか？」

　五月の半ばに転校してきてから一ヶ月ほど経ったある日の夕暮れ。

　俺は偶然にも、教室でエア友達と談笑している夜よ空ぞらに遭遇し、それが『隣りん人じん部ぶ』での騒がしい日々の始まりとなった。

「……小こ鷹だかが気づいてないのに私だけ気づいているのが癪しやくだったのだ」

　憮ぶ然ぜんとして夜空は言った。

「だから知らんぷりをしてたのか……」

「そうだ」

「それは悪かったよ……。いやでも、さすがに俺が気づかなかったのはしょうがなくないか？　俺は昔のお前のことをずっと……お、男だと思ってたんだから」

「む……」と夜空は口ごもり、

「だ、だが私は一言も自分が男だなんて言ったことはなかったぞ」

「男みたいな格好して一人称が『オレ』でしかもやたら喧けん嘩かっ早ぱやいやつなんて普通は女だとは思わないっての」

「むー……」

　俺の言葉に夜空は拗すねたような顔をして立ち止まる。




「……女だって告白する前にいなくなったのは小鷹じゃないか」




　寂しげな声でぽつりと夜空は言った。

　俺はハッとする。

「まさか夜空、あのとき言ってた『大事な話』って……」

「……」

　夜空は無言で頷うなずいた。

　子供の頃ころの俺と夜空──タカとソラが最後に会った日。

　俺たちはお互いに「明日大事な話がある」と言って別れた。

　俺の方の『大事な話』は、父親の仕事の都合でこの街を離れるということだった。

「いやでも待ってくれよ。だってお前……来なかったじゃないか……」

　約束をした日の翌日、公園でずっと待っていたのに、ソラは姿を現さなかった。

　そして俺はソラにお別れを言えないまま街を離れることになった。

「それは……」

　俺おれの指摘に、夜よ空ぞらはばつの悪そうな顔をした。

「それはだって……ええと……それは……だから……」

　そして夜空は顔を真っ赤にしてキッと俺を睨にらみ、




「恥ずかしかったのだ！　お前にその……ス、スカート姿を見せるのが！」




　…………？

　よくわからずにきょとんとする俺。

「は？　スカート？」

　夜空は拗すねたように頰ほおを膨らませる。

「だーかーらー！　私はあの日、お前に自分が女だと伝えるために女っぽい格好をしていたのだ！　でもそれまで全然スカートなんて穿はいたことなくて似合ってるかどうかもわからなくて足がすーすーして不安でもしかしたら笑われるんじゃないかそれどころか気持ち悪がられるんじゃないかと思ってそれで……！」

　夜空の瞳ひとみにじわりと涙が浮かんだ。

「……公園の近くまでは行ったけど、お前の前に出ることがどうしてもできなかった。お前が引っ越すことを知っていれば、勇気を振り絞ることができたかもしれないのに……」

　夜空は乱暴に涙を拭ぬぐい、

「つまり全部お前が悪い！」

「なんでだよ!?」

　反射的にツッコんでしまう俺だった。

　たしかに引っ越すことをなかなか言い出せずにいた俺も意気地なしだったけど……夜空も夜空で意気地なしだったと思う。

「むー……」

「…………」

　しばし無言で見つめ合い。

　そしてどちらからともなく目を逸らした。

「……まあ、もう済んだことだ」

　微かすかに笑みを浮かべて夜空は言った。

「……だな」

　俺も小さく頷うなずく。

　悲しい別れになってしまったけど、こうしてまた会えた。

　それでいいじゃないかと思う。

「つーか、女だってことを告白するためにわざわざ女っぽい格好するなんて……なんつーかその……か、可愛いとこあったんだな」

　照れながら俺おれが言うと、夜よ空ぞらは少し顔を赤くした。

「ふん、一緒に遊んでいても全然気づかない愚ぐ鈍どんな小こ鷹だかのことだから、口で言うだけでは信じないだろうと思っただけだ」

　ツンとして夜空は言った。

　……まあたしかに、「実は女だった」と言われただけでは当時の俺は信じなかったような気もする。

「女だという証拠を見せてみろ」とかそんな展開になっていたら……いや、想像するのはやめておこう……。

「？　今なにか妙なことを考えなかったか？」

「か、考えてねえよ！」

「……まあいいか」

　そして俺と夜空は再び部室に向かって歩き出す。

　と、

「そうだ小鷹。私とお前が友だ……幼い頃ころに知り合っていたことは、隣りん人じん部ぶの連中には秘密だぞ」

　不意に夜空はそんなことを言った。

「秘密？　なんで？」

「なんでもだ。べつに言いふらすようなことでもないだろう」

　俺が尋ねると夜空は仏頂面で答えた。

「……まあ、いいけど」

　たしかに言いふらすようなことじゃないと思うけど、隠すようなことでもないような気もするが。

「ん。わかればいい。では行くぞ」

　そう言って夜空は俺の手をとり、早足で歩き出した。

「え、ちょ、何を急いでるんだ？」

「べつに急いでない」

「？　？　？」

　夜空に手を引かれるまま、校舎を出て石畳の道を抜け、礼拝堂へ。

　礼拝堂の『談話室４』。

　そこが俺と夜空の所属する『隣人部』の部室である。

　隣人部──目的は『友達作り』。

　部室の前に到着すると、夜空はさりげなく俺の手を放した。

　早歩きで来たためか、夜空の顔は少し赤い。

　扉を開け、室内に入る。

「おーす」

　部室内には柏かしわ崎ざき星せ奈な、志し熊ぐま理り科か、楠くすのき幸ゆき村むらの三人がいた。

　星奈は携帯ゲーム、理科はノートパソコンで何かの作業、幸村はポットのそばでぼーっとしている。

「あ、小こ鷹だか先輩こんに…ち…………ぬふぁあああっ!?」

　パソコンから顔を上げて挨あい拶さつを返してきた理科が、突とつ如じよ目を見開いて奇声を上げた。

　その視線は俺おれのうしろ──俺のあとから入ってきた、夜よ空ぞらの方に向けられていた。

　まあ無理もない。

　いきなり髪をバッサリ切った夜空を見たらそりゃ驚く──と思いきや、

「小鷹先輩と謎のイケメンのツーショットキタァァァァァァァ──────ッ!!」

　理科は勢いよく椅い子すから立ち上がりガッツポーズを決めながら絶叫した。

「は？　イケメン？」

　訝いぶかる俺に理科は目を血走らせ狂ったような笑みを浮かべてにじり寄ってきた。

「どどどどちら様ですか先輩そちらのテライケメンのかたは、あ、いえ答えを言うのはちょっと待ってください理科が推理してみせます！　①小鷹先輩の後輩　②小鷹先輩の同級生　③小鷹先輩の先輩　④小鷹先輩の先生（理科的には化学教師希望）　⑤小鷹先輩の幼なじみ　⑥小鷹先輩の弟さん（双子希望）　⑦小鷹先輩のお兄さん（双子希望）　⑧小鷹先輩の許嫁いいなずけ　⑨小鷹先輩の生徒会長　⑩小鷹先輩のサッカー部でのライバル！」

　早口でわけのわからないことを言う理科。

　完全に興奮状態で鼻息も荒く、どうやら夜空の顔だけしか目に入っていないようだ。

　たしかに今の夜空の顔は中性的な美少年にも見えるけど、スカート穿はいてるだろうに。

　そして美少年と誤解しておきながら⑧はなんなんだ。

　……まあ、②の同級生は正解か。

　あとは⑤……『幼なじみ』と言ってもいいのだろうか。

「じゅるり……」

　手の甲でよだれを拭ふく理科。

「げょぇふふ……どっちが受けでどっちが攻めなんでしょうねぇ……先輩の強気攻め、先輩のヘタレ受けヘタレ攻め誘い受け鬼き畜ちく受け鬼畜攻め……すごいです小鷹先輩ってなんでもイケちゃう……想像してるだけで理科は……理科はもう……はう……っ！」

　恍こう惚こつの表情を浮かべて理科は床にぶっ倒れた。

　意味はさっぱりだったが、ろくでもない妄想をしていたことはわかる。

「……変態め」

　夜よ空ぞらは心の底から気持ち悪そうな顔だった。

「まったくこいつは……」

　嘆たん息そくし、倒れた理り科かから目を逸らしてなんとなく幸ゆき村むらの方を見ると、

「……あ、あにきが……いけめんのかたと……？」

　幸村は泣きそうな顔でこっちを見ていた。

　震ふるえる声でぶつぶつ呟つぶやく。

「……いつのまにそのようなことに……わたくしは、もはやあにきにとって不要なそんざい……？」

　こいつはこいつでめんどくさい想像をしているようだった。

　げんなりしつつ、

「落ち着けよお前ら。こいつは夜──」




「あれ、夜空。あんた髪切ったの？」




　携帯ゲームをテーブルに置き、星せ奈なが驚いた顔をして言った。

「ふん、見ての通りだ肉」

　夜空が一歩前に進み出て、後ろ髪を指でいじりながら答える。

「ふーん……」

　星奈はじーっと夜空の顔を凝ぎよう視しし、

「へー、けっこうバッサリ切っちゃったわね。なんでなんで？」

「……貴様には関係ないだろう」

　やけに楽しそうな星奈に、素っ気ない夜空。

「えーっ、いいじゃない教えてくれても減るもんじゃないし！」

「減らないが駄だ会かい話わ係けい数すうが増える」

「駄会話係数？」

「社会心理学者のクレイ・ルプニスが提唱した概念で、エンゲル係数の会話版のようなものだ。一ヶ月の会話全体に占める肉との会話の割合を表し、高ければ高いほどリア充から遠いとされている」

「なんであたしと喋しやべるとリア充から遠ざかるのよ！」

　夜空は何も答えずぷいと顔を背そむけた。

「ちょっと！　答えなさいよ！」

「やめろ話しかけるなただでさえ他の人間と会話することが少ないのだからちょっと話しただけでどんどん数値が上がりどんどんリア充から遠ざかってしまうではないか」

　耳を塞ふさいで会話を拒否する夜よ空ぞらに星せ奈なは「ううう～」と悔しげに唸うなり、それから無理矢理笑みを作り、

「ふふん、さては失恋でもした？」

「……っ！」

　星奈の言葉に夜空はさっと顔を曇くもらせた。

　え、なんで？

「くっ……肉……」

　星奈の言葉を肯定するかのように夜空は忌いま々いましげに呻うめいた。

「あ、図星!?　あんたホントに失恋したの!?　あはははバァァァァァカ！」

「おのれ……」

　本気で愉快そうに笑う星奈を、憎々しげに睨にらむ夜空。

「ばーかばーか夜空のフられ女ー！　だっさーっ」

「……失恋した人の傷口を容よう赦しやなく抉えぐれるってある意味すごいですね……空気を読まないことに定評のある理り科かでもさすがにそこまでは……」

「星奈のあねご、まじぱないです」

　いつの間にか復活していた理科と幸ゆき村むらが口々に言った。

　非常識な後輩二人組さえ引かせるとは、さすが星奈だ。

「んで、誰だれなのよあんたをフった相手は？　夜空がうんこだってことをちゃんと見抜くなんて、そいつなかなか人を見る目があるじゃない。あたしの下僕に取り立ててあげてもいいかもね。どんな男でもあたしには跪ひざまずくに決まってるから！」

　ばちこん！

　いつの間にか手に持っていたハエ叩たたきで夜空は星奈の頭を全力ではたいた。

「っ！　なにすんのよバカ夜空！」

　涙目になる星奈に、夜空は氷のような眼まな差ざしを向ける。

「残念だが私は失恋などしていない。……だが、私が傷心中のとき貴様がどういう反応をするのかはよくわかった」

「なによぅ……せっかく夜空をいじめるチャンスだと思ったのに……」

　心の底から残念そうな星奈。

「本当に貴様は最悪な腐ふ肉にくだな」

「いいじゃないべつに失恋くらいどうでも！　ていうかあたし、いつもフる側だからフられる奴の気持ちなんてわかんないし」

　素でこういう発言をしてしまうところが、星奈が女子生徒から嫌われる原因なんだろうなあと思った。

「でも失恋じゃないならなんで切ったの？」

「教えてやらない」

「いいじゃない教えてよー！」

　食い下がる星せ奈なに夜よ空ぞらはぷいとそっぽを向いて無視を決め込む。

「あ！　そうだ！」

　突然理り科かが叫び、

「ちょ、ちょっと待っててくださいね！」

　そう言って理科は勢いよく部室の外へと飛び出していってしまった。

「……？」

　怪け訝げんに思いながら待っていると、しばらくして理科が戻ってきた。

　全力で走ってきたらしくぜぇぜぇと息を切らしている。

　その手には何やら服のようなものを持っていた。

　よろよろと夜空の方へと歩み寄り、

「せ、先輩、これを着てみてください……！」

「なんだこれは？」

　訝いぶかしげな顔で夜空は理科に手渡された服を広げる。

　それはところどころに金糸の刺し繡しゆうが施ほどこされた、白い学ランだった。

　この学校の制服ではもちろんない。

「どこかの学校の男子用学生服……？」

「そうです夜空先輩！　それは帝立ガルフォード学院の生徒会長のみ着ることが許される由ゆい緒しよ正しき白ランなのです！」

　興奮した様よう子すで理科は言う。

「て、帝立？　ガル……？　どこだそこは……。というかなぜ貴様がそんな帝立ガルなんとかの制服など持っているのだ」

「ゲーム会社の人にもらったのです。理科にはサイズが少し大きいのですが夜空先輩ならきっと完かん璧ぺきに着こなせるはずです！」

「ゲーム会社……つまりこれはコスプレ衣い装しようというやつか！　なぜ私がコスプレなどしなければならないのだ！」

「似合いますから！　絶対に似合いますから！」

「む……」

　目を血走らせて叫ぶ理科に気け圧おされて、夜空は帝立ガルなんとかの学ランをいかがわしげに見つめる。

「これを着こなせるのは夜空先輩しかいません！　ぜええええっっっったいに似合いますお願いしますううううう!!」

「むう…………一度きりだからな」

　渋々夜よ空ぞらが言うと、理り科かは満面の笑みを浮かべた。

「いやっほおおおお！　ありがとうございます先輩！　そ、それじゃさっそく着替えましょう！　ささ脱ぬいで脱いで！」

「うわやめろ馬ば鹿か！」

　いきなり制服を脱がそうとする理科を引きはがす夜空。

「小こ鷹だかはあっちを向いてろ！」

「！」

　俺おれは慌てて夜空に背を向けた。

「くふふ、それじゃ夜空先輩、脱ぎ脱ぎしましょうね～♥」

「だからさわるな変態！」

　うしろでしゅるりとタイをほどく音が聞こえてドキッとする。

　うわ……本当に脱いでるのか夜空……。

　……俺、部屋の外に出た方がよくないだろうか。

　そんなことを考えていると、さらに衣きぬ擦ずれの音が。

「おお～！　夜空先輩大胆な脱ぎっぷり！　パンツまで一気に脱いでしまうなんて！」

「ぶっ！」

　思わず噴き出す俺に、夜空の慌てた声。

「か、勘違いするなよ小鷹！　ちゃんと穿はいてるからな！」

「お、おう！」

　まったく理科の変態ぶりには困ったものだ……。

「貴様……今度おかしなことを言ったら着るのをやめるからな……」

「軽い冗談ですよー」

　怒気の籠こもった夜空の声と理科の楽しげな声。

　それからすぐ後ろでごそごそ、しゅるしゅるという着替えの音が続き──……。

「小鷹、こっちを向いていいぞ」

　夜空の声に俺は大きく息を吐いた。

　やっと終わったか……異様に長く感じた……。

　ホッとしながら振り返ると、そこには白い学ランに身を包んだ、端正な顔立ちの中性的な美少年がいた。

　いや、美少年じゃなくて夜空なのだが……男物の制服がやたらとよく似合っていて、夜空だとわかっていても本気で少年と錯覚してしまう。

「……に、似合うか？」

　頰ほおを染めつつ俺に尋ねてくる夜空。

「あ、ああ……」と俺おれが頷うなずくと同時に、

「腐フォォォォォォォォォ────────ッ!!」

　理り科かが眼をくわっと見開き、怪鳥の鳴き声を彷ほう彿ふつとさせる奇声を上げ、そのままばたりと仰向けに倒れてしまった。

「な、なんなのだ貴様は本当に！」

　若じやつ干かんおびえた顔で夜よ空ぞらは理科から一歩退いた。

「ふうん……な、なかなか似合うじゃない」

　そう言ったのは星せ奈なだった。何な故ぜか少し頰ほおを赤くしている。

「あにきと一緒にきたいけめんが夜空のあねごで、夜空のあねごがいけめんで……？　わたくしにはもはや、なにがなんだかわかりません……？」

　目を白黒させる幸ゆき村むら。

　俺はお前のことが一番わかんねえよ……。

「……本当に似合うのか？」

　少し不安そうに呟つぶやき、夜空は部室の姿見の前に歩いていった。

　鏡に映うつった自分の姿をまじまじと見て、「ほう……」と感嘆の吐息を漏らす。

　どうやら自分でも似合っていると感じたらしい。

「夜空先輩！　小こ鷹だか先輩と並んでみてください！」

　復活した理科が鼻息荒く叫んだ。

「……？」

　訝いぶかしげな顔をしつつ、夜空は言われたとおり俺の隣にやってくる。

「これでいいのか？」

　うわ……間近で見てもやっぱり似合うな男装……。

「キたあ───────ッ!!　生徒会長とヤンキーのツーショットキタ──────────ッ！！！！！！！」

「誰だれがヤンキーだ！」「誰が生徒会長だ！」

　奇声じみた歓声を上げる理科に、俺と夜空が同時にツッコんだ。

　しかし理科の耳には届いていないようで、相変わらず目を血走らせ鼻息荒く、

「ハァハァ……た、たまりません……たまらなすぎます……！　会長！」

「こ、今度はなんだ！」

「小鷹先輩に向かって『タバコはやめるんだ！』と注意してください！」

「はぁ？」

　首を傾かしげつつも夜空は俺に向き直り、

「……タバコはやめるんだ小こ鷹だか」

「吸ってねえよタバコなんて！」

　以前本当に喫煙を疑われたときのことを思い出し、つい素で返してしまった。

「違います小鷹先輩！　そこは『あぁん？　てめえには関係ねえだろ』と会長の襟えり首くびを摑つかむ場面ですムハーッ！」

「知るか！」

　夜よ空ぞらが疲れた顔で溜ため息いきをつき、小声で囁ささやく。

「満足するまで適当に付き合ってやろう……多分それが一番楽だ」

「……お前って実は理り科かに弱いよな、かなり」

　俺おれの指摘に夜空は唇を尖とがらせ、

「罵ば詈り雑ぞう言ごんも直接攻撃も効きかない奴の対処法なんてわかるか」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな夜空にも苦手な人種はいるらしい。

　ともあれ夜空に言われたとおり、理科のお遊びに付き合ってやることにする。

「ええと……ああん。てめえにはかんけいねえだろお。これでいいのか？」

　言いながら夜空の襟首を摑む。

　すると夜空はギロリと俺を睨にらみ、

「貴様……誰だれに向かってものを言っている……」












　ドスの効きいた声で言って、逆に俺おれの襟えり首くびを摑つかんできた。

「ええ!?」

　あまりの迫力に、思わず夜よ空ぞらの襟首から手を放してしまう。

　何度も本物の不良に絡まれたことがある俺が気け圧おされるなんて……。

「おっと、反射的に手が出てしまった」と夜空。

「……お前もしかして本当にカツアゲとかやってない？」

「？」

　夜空の締め上げる手に力がこもる。

「ぐおっ!?」

　く、苦しい……。

　しかしこれが理り科かのツボにハマったらしい。

「ムッハ──ッ！　さ、さすがです夜空先輩！　パーフェクトなドＳ会長ぶり！　小こ鷹だか先輩のヘタレ具合も神すぎますうう！　ハァハァ……い、いいですよ～二人とも！　それじゃそのまま夜空先輩、顔をもっと小鷹先輩の顔に近づけて！」

「ん……」

　夜空が俺の襟を摑んだまま顔を俺に近づけてくる。

　極めて整った中性的な美び貌ぼうが間近に迫り、俺は顔が熱くなるのを感じた。

「ハァハァ……ドＳ生徒会長に攻められるヘタレヤンキーの図……夜空先輩、そこで『お前は俺のモノだ』と一言！」

「な……!?」

　夜空は少し躊躇ためらったのち、微妙に俺から目を逸らして──……




「お、お前は……私のモノだ……」




「ユニバァァァァァァァァァァス!!」

　ばたんっ。

　理科の興奮は最高潮に達したようで、その場に仰向けになって倒れた。

　顔に笑みを貼はり付つけたままぴくぴくと痙けい攣れんし、目には感激の涙さえ浮かべていた。

　なんて残念な生き物なんだ……。

「……とりあえず満足したみたいだな」と俺は嘆たん息そくし、

「で、そろそろ手を放してくれ。苦しい」

「！　あ、ああ」

　襟首を引っ摑んだままの夜空に言うと、夜空は慌てて手を放した。

「むー……」

「……あにき……あねご……」

　何な故ぜか星せ奈なと幸ゆき村むらが不満げな顔で俺おれたちを見ていた。

「ふん……変態も沈黙したことだし、着替えるか……」

　夜よ空ぞらが微妙に勝ち誇ったような笑みを浮かべて言った。

　と、そのとき。

　勢いよく部室の扉が開いて、シスター服を着た銀髪の幼よう女じよが入ってきた。

　高たか山やまマリア──隣りん人じん部ぶの顧問である。

「お兄ちゃん！　あはは！　お兄ちゃんお兄ちゃん！」

　マリアは俺の姿を見つけるなり抱きついてきた。

「おー。今日も元気だな」

　頭を撫なでてやるとマリアは「えへへ……」と気持ちよさそうに笑った。

「なーなーお兄ちゃん、あのなあのな！　今日は──」

　顔を上げたマリアの言葉が急に途切れた。

　俺のすぐそばにいた夜空の姿を認めるなり顔を恐怖に引きつらせ、

「イ……イケメンだ……！　すごいイケメンがおる……！」

　俺の背後に隠れ、ガタガタと震ふるえだすマリア。

　男物の制服を着ている夜空はたしかにすごい美少年に見えるけど……。

「なにをそんなに怖がってるんだ？」

　先日馬マスクを被った夜空を本物の怪物だと思い込んだときと同じような反応をするマリアに、不思議に思って尋ねる。

　マリアは震えながら、

「知らないのかお兄ちゃん!?　イケメンはなー、ちょう怖いんだぞ！　イケメンは可愛い女の子をかたっぱしから食べてしまうのだ！　他のシスターがゆってた！　ワタシはとても可愛いから、イケメンには注意しないといけないのだ！」

　……それは多分、『食べる』の意味が違う気がする。

「あはは、お兄ちゃんはイケメンじゃないから安心だなー！」

「…………そうですか」

「うんっ！　お兄ちゃんがイケメンじゃなくてワタシはとっても嬉うれしいぞ！　お兄ちゃんは安全！　ぜんっぜんイケメンじゃないお兄ちゃん大好きーっ！」

　信頼しきった笑みを浮かべてギュッと抱きついてくるマリア。

　……無性に泣きたいのは何故だろう……べつに俺、自分がイケメンだなんて思ったこともないけど……曇くもりのない純真な瞳ひとみで完全否定されると、普通に悪口を言われるよりもハートにグサグサ刺さるぜ……。

「……くふっ」

　不意に夜よ空ぞらが邪悪な笑みを漏らした。

　マリアへとにじり寄りながら、低い声で告げる。

「オレサマ、イケメン。オレサマ、オマエ、マルカジリ」

「ギャ────ッ!?」

　イケメンの台詞せりふとは到底思えなかったがマリアにとっては効果抜群だったらしく、マリアは絶叫を上げて夜空から逃げる。

「うわーん来るなーっ！　イケメン来るなーっ！」

「オレサマ、オマエ、ボリボリ食ベル……」

「美お味いしくありませんから！　ワタシは美味しくありませんから！」

　逃げながらマリアは星せ奈なの背後に隠れた。

「食べるなら星奈の方が美味しいです！　きょにゅう美人なので！」

「他人を身代わりにするシスターがどこにいるのよ……」

　星奈がジト目で言った。

「オレサマ、アブラッコイ女キライ。ヘルシーナノガ好キ」

「どういう意味よ!?」

　星奈が叫ぶも無視された。

「うう～！　この食事管理のゆきとどいたスリムで足が長いすごいイケメンめ！　オマエなんてちょっとくらい太ったって十分かっこいいのだー！」

　罵ば倒とう（？）しながらマリアは今度は幸ゆき村むらの後ろに隠れる。

「幸村ならどうだ!?　きっとおいしいぞー！」

「……イヤソレハ、ナントイウカ、ソノ……違う」

　少し困った顔で夜空は言った。

「ふえーん！　イケメンこわいー！　……あっ！」

　半泣きのマリアは、未だ恍こう惚こつの表情を浮かべて倒れている理り科かを発見するとそこに駆け寄った。

「こいつなら！　こいつなら女だし脂あぶら身みも少なくてヘルシーです！」

　夜空はゆっくりと首を振り、深刻な顔で言う。

「残念ナガラソイツハ……腐ッテイル……」

「ギャー！　そうだった──っ！」

「ヤッパリオレサマ、オマエヲ食ベル……。幼よう女じよヲ食ベル！」

　マリアに向かって襲いかかる夜空。

「い────や────だ──────っ!!」

　悲鳴を上げながらマリアは部室を飛び出していってしまった。

「イケメンばくはつしろーっ！」

　ばたんっ！

　扉が閉まり、夜よ空ぞらは足を止めて「ふう……」と汗を拭ぬぐった。

「あはっ」

　イケメン顔にやたら爽さわやかな笑顔を浮かべて、

「やっぱり久しぶりにバカな子供をいじめると気持ちがいいなっ！」

　……発言が最悪なことを除けば、その笑顔は男でも女でも惹ひきつけられるような、とても魅力的なものだった。

「まったく……髪を切ってもしょせん夜空は夜空ね」

　呆あきれた顔で星せ奈なが言う。

　その声にはなんとなく、微かすかな安あん堵どの色が秘められていたような気がした。

　……そういえば、髪を切った夜空のことを普通に夜空だと認識したのは、隣りん人じん部ぶでは星奈だけだったよなーと、ふと思った。





夏休みのしくだい







　引き続き、九月一日──時刻は午後七時頃ごろ。

　部活が終わって家に帰ると、玄関には妹の小こ鳩ばとの靴があった。

　今日、小鳩は部活に来なかった。

　聖クロニカ学園の中等部に通っているのだが、小鳩も隣人部の部員だ。

　中等部も高等部と同じく二学期制で、いつものように午後の授業が終わったあと部室に顔を出すと思っていたのだが……。

　ちょっと疑問に思いつつ、家に上がる。

　リビングやキッチンに小鳩の姿はなく、明かりもついていない。

　階段のほうに行ってみると、二階にある小鳩の部屋から明かりが漏れている。

　どうやら自分の部屋で何かやっているようだ。

　とりあえず夕飯を作り終えた俺おれは、階段下から小鳩を呼ぶ。

「小鳩ー。めしー」

　…………反応がない。

「小鳩めしー」

　しかし小こ鳩ばとが部屋から出てくる様よう子すはない。

「……寝てるのか？」

　仕方なく階段を上り、小鳩の部屋のドアを開ける。

　小鳩は勉強机に向かっていた。

「小鳩、めしだぞ」

「ひゃわっ!?」

　俺おれが呼びかけると、小鳩はびくっと身体を震ふるわせて、何かを隠すように机にうつ伏せになった。

「小鳩？」

「クッ、ククク……な、何の用だ我が眷けん属ぞくよ……」

　小鳩は顔だけこっちに向けた。

「だから晩飯だって。…………何を隠してるんだ？」

　小鳩はびくんと露ろ骨こつに狼ろう狽ばいの色を浮かべ、

「ク……ククク……貴様ごときに話しても詮せん無なきことよ……俗人に我が内奥に秘められし闇やみを理解することなどできぬ……」

「まあどうでもいいけど……とにかくめしだから」

　俺は小鳩に背を向ける。

「ククク……今こ宵よいも血塗られた宴うたげが始まるというのか……」

　アホなことを言いながら小鳩が椅い子すから立ち上がりこっちに歩いてくる。

　そこで俺は急に振り返り、小鳩の横をすり抜けて机にダッシュ。

「あ、あんちゃん!?」

　小鳩の悲鳴。

　……いや、どうせおかしな妄想小説でも書いてたんだろうけど、こうも露骨に隠し事をされると是非とも暴きたくなるのが人のサガなわけで……。

「ええと……」

　机の上に開いてあったのは、一冊の本とノートだった。

　本には数学の計算問題がずらりと載のっており、ノートには小鳩の字でその回答が書かれている。

「なんだ……勉強してたのか」

「うぅぅ～、あんちゃんのいぢわる……」

　小鳩が涙目になっていた。

「わ、悪かった。でもべつに隠すことないだろ。ちゃんと勉強してて偉いぞ」

　頭を撫なでてやると、小鳩はなぜかばつが悪そうに目を逸らし、

「ふ、ふん……高貴なる夜の貴族である我には勉強など必要ないのだ……たまたま興が乗って手慰みをしていたに過ぎぬ……」

「はいはい。そういうことにしておいてやるよ」

　そして俺おれは小こ鳩ばとと一緒に部屋を出て、夕飯を食べた。




　その日の夜。

　夕飯の後片付けを終え、学校の宿題を片付け、風ふ呂ろに入り、ゲームや小説で適当に時間を潰つぶし、十二時過ぎくらいに俺はベッドに入った。

　明かりを消し寝ようとしていたそのとき。

　ギィィと音を立てて部屋のドアが開いたのでそちらを見ると、小鳩が泣きべそをかきながら中に入ってきた。

「……ぐすっ……あんちゃぁん……」

「どうしたんだ？」

　明かりをつけて小鳩に尋ねる。

　小鳩は顔をぐしゃっと歪ゆがめて泣きながら答える。

「……あんちゃん……しくだい、手伝って……」

　その右手には数学の問題集が握られていた。

「はは、しょうがないな。どこがわからないんだ？」

　こんな遅くまで勉強を頑張っていた小鳩に感心しながら俺は優しくそう言った。





　　






「……というわけで、我が不ふ肖しようの妹めのために、どうか隣りん人じん部ぶの皆様のお力を貸していただきたく……」

　翌日の放課後。

　小鳩を連れて隣人部の部室に行った俺は、すでに全員集合していた部員たちに事情を説明して深々と頭を下げた。

「ほら、お前からもお願いしろ」

　隣で澄まし顔で立っている小鳩に言う。

「クックック……無む知ち蒙もう昧まいなる人の子らよ……高貴なる闇やみの王に奉仕できることを感謝するがいい……」

　ごっつんこ。

　少し強めに小鳩の頭にゲンコツ。

「うう～」

　涙目になりながら小こ鳩ばとはぺこりと頭を下げた。

　昨日小鳩がやっていた数学の問題。

　あれは学校の宿題──それも夏休みの宿題だったのだ。

　しかも終わってなかったのは数学の宿題のみならず、あろうことかほぼすべての夏休みの宿題に手をつけていなかったという始末。

　夏休み中、毎日家でダラダラしたり部活で遊んでいるばかりだったので一度「学校の宿題とか大丈夫なのか？」と訊きいてみたところ、いつもの調子で「ククク……悠久の時を生きる我にとっては些さ末まつなことよ……」などという答えが返ってきたのだが……全然大丈夫じゃなかった。

　もちろん宿題は全部自分の力でやるのが当然なのだが、宿題の提出期限は夏休み明けから一週間。

　それを過ぎると容よう赦しやなく成績にマイナスされ、あまりに成績が悪いと退学ということもあり得る。

　期末テストで挽ばん回かいできるならいいのだが、残念ながら小鳩の学力は聖クロニカ学園の平均から見てだいぶ低い。理事長──柏かしわ崎ざき天馬ぺがさすさんが俺おれの父親の友達でなかったら、おそらく編入試験で落ちていただろう。

　したがって、絶対に夏休みの宿題を提出しないわけにはいかない。

　だがクロニカ学園の宿題は普通の学校よりかなり量が多く、俺が手伝っても残り五日ほどで終わらせるのは困難だった。

「……こういう場合、普通ならクラスの友達に宿題を写させてもらうんだろうな……」

　俺がぽつりと言うと、部員達の表情が翳かげった。

　俺たちは友達がいない。もちろん小鳩にも。

「頼れるのは私たちだけということか」

「ああ……」

　夜よ空ぞらの言葉に俺は頷うなずく。

「まったく……俺の妹がこんなにおたんちんなわけがないと信じたかったぜ……」

「う～……ごめんなさいあんちゃん……」

　小鳩がしゅんとして謝る。

「あははー！　怒られとる！　吸血鬼が怒られとるげー！　吸血鬼なのにしくだいやってなくてお兄ちゃんに怒られとるあははは！」

　マリアがめちゃくちゃ嬉うれしそうにげらげらと笑った。

「うぐぐ……！」

　小鳩が悔しげに唸うなるが、自分が悪いことは理解しているらしく、いつものようにマリアに襲いかかったりはしない。

「や～ん、しゅんとしてる小こ鳩ばとちゃんもか～わ～い～い～♥　わかった、このあたしが小鳩ちゃんのために一肌脱ぬいであげるわ！」

　ニヤニヤしながら真っ先に快諾したのは星せ奈なだった。

「助かる！」

　俺おれがお礼を言うと星奈はなぜか少し顔を赤くして、

「べ、べつに小こ鷹だかのためじゃないわよ！　小鳩ちゃんのためなんだからね！」

「そりゃそうだろ。やばいのは小鳩だからな」

「そ、その通りよ……」

　……？

　よくわからないが、まあいいや。

　次に理り科かが口を開く。

「くっふっふっ、ついに理科の天才的な頭脳をお見せするときが来たようですね」

「いや中学の宿題に天才的な頭脳はいらんと思うが、まあ頼む」

「おまかせください先輩！」

　天才発明少女が快活に笑う。変態だが今回は頼りになりそうだ。

「あにきの妹いもうと君ぎみのため、身命をなげうって尽くすしょぞんです」

　幸ゆき村むらも協力してくれるようだった。

「ふん、私も手伝ってやろう」

　夜よ空ぞらまでめんどくさそうな顔をしつつも承諾してくれた。

　あとは……

「あはは、ワタシの賢い頭脳があればしくだいなどちょちょいのちょいなのだ！」

　マリアが楽しそうに笑う。

「おう、頼んだぞマリア」

「うんっ！」

　頭を撫なでるとマリアは満面の笑みを浮かべて頷うなずいた。

　それを見て小鳩は不機嫌な顔になる。

「うぐぐううう……！」

「あはは！　感謝するのだ吸血鬼め！　このワタシがお馬ば鹿かさんなオマエのために特別に力を貸してやろう！」

「感謝なんかしいへんわあほーっ！」

　マリアに向かって小鳩が叫んだ。

「な、なんだとー！」

「あんだなんかに協力してもらわんでも十分じゃ！」

「なんだとー！　素直に協力してくださいって言え！」

「ゆわへんわあほー！」

「あほって言うほうがあほなのだこのうんこ吸血鬼め！　やっぱりぶっ殺してやる！」

「ククク……返り討ちにしてくれる……」

　マリアが十字架を振りかざして小こ鳩ばとに襲いかかり、二人は取っ組み合いになる。

　やっぱりこいつらはこうなるのか……。

「しくだい手伝ってほしいって言えー！　お願いしますって言えー！」

「ゆわへんわ！　そんな手伝いたかったらあんだがお願いしますってゆえ！」

「な、なんでワタシがお願いしないといけないのだ!?」

「ほんならあんだなんかいらへんわ！」

「そんなバカな！　ワタシはお利口さんだからきっとちょう役に立つぞ！」

「噓うそつくな！」

「う、噓じゃないぞ！　ワタシはお勉強がとってもよくできるのだ！　ワタシの賢さを見てびっくりするがいい！」

「ほんならお願いしますってゆえ！　ほしたら手伝わせちゃるけん！」

「うがー！　しくだいをやらせてくださいお願いします！」

　マリアが大声で叫んで勢いよく頭を下げた。

「ん……ならやらせちゃるわ」

「うわーい！　やったー！　やったー！　やったー！」

　渋々といった様よう子すで小鳩が頷うなずき、マリアが万歳しながら飛とび跳はねる。

　こうして二人の取っ組み合いは終わった。

「……あ、あの流れで相手のほうに『お願いします』と言わせるとは……貴様の妹、なかなかの論客ではないか……」

　夜よ空ぞらは心底驚きよう愕がくしている様子だった。

「べつに狙ねらってやったわけじゃないだろ……」

　小鳩とマリアの会話に論理性を求めたら負けだと思う。

「ていうか、夜空が手伝ってくれるなんて意外だな」

「？　どういう意味だ？」

　きょとんとした顔をする夜空に、

「や、お前が誰だれかの手助けをしてくれること自体が意外っていうか……」

　夜空はムスッとした顔になった。

「ふん、中学の宿題などさして手間でもないからな。それに……」

「それに？」

「中学生の冬休み、私も一度だけ宿題をやってくるのを忘れたことがある。写させてもらう友達もいなくて、他のクラスメートどもの前で教師にひどく叱しかられた。あの屈くつ辱じよく……辛さ……味わった者にしかわからないだろうな……」

　遠い目をして夜よ空ぞらは言った。

　どうやら夜空のトラウマの一つを刺激してしまったようだ。

「あはっ、宿題忘れるなんてあんたも間抜けねえ！　あたし宿題忘れて先生に叱しかられたことなんて一度もないわよ！」

「そうか。よかったな」

　挑発的に言ってきた星せ奈なを、夜空は相手にもしなかった。

「ぐぐぐ……なによ……ちょっとくらい相手にしてくれてもいいじゃない……」

　なにやら悔しそうに呻うめいている星奈を尻しり目めに夜空、

「よし、それでは小こ鷹だかの妹をあの屈くつ辱じよくから守るために手を貸すとしよう」





　　






　そんなこんなで、隣りん人じん部ぶの面々はそろって小こ鳩ばとの夏休みの宿題をやり始めた。

　宿題の中身は各教科の問題集やプリントと、読書感想文、夏休みの日記。

「日記」というのは中学の宿題では珍しい気もするのだが、自分の生活を記録することで自分自身について考えるというのが目的らしい。

　他の宿題はほぼ手つかずの状態だったが、日記だけは毎日ちゃんと書かれていた。

　しかしその内容はというと……。




Ⅶ月ⅡⅣ日　天気：心さえ凍てつくようなしっ黒の闇やみ夜よ

　我が古里である魔界へと赴おもむいた……。ＤＶＤを借りてきて見た……。くろねく三期のゲルニカちゃんの服もかわいいけど二期の方が我はかわいいと思う……。




　まあ要するにいつもの感じ。

「小鳩……お前はいつの間に魔界に行ってきたんだ」

「ククク……なかなかに愉快な旅であったぞ……」

「お前七月はほとんど毎日家でゴロゴロしてたじゃねえか。外出するのはＴＡＴＳＵＹＡにビデオ借りに行くくらいで」

「ククク……浅はかな……我の力をもってすれば、肉体からアストラル体を切り離し瞬時に魔界へと飛ぶことなどたやすいのだ……」

「じゃあ今やってみろよ」

　小鳩にジト目を向ける。

「ふぇ？」

「今からちょっと魔界行ってきてくれよ」

「く……」

　小こ鳩ばとは一瞬怯ひるんだ顔を見せたのち、

「く……ククク……よかろう……ハァァァァ────……」

　目を閉じ、両腕をクロスさせて大きく息を吐いた。

　が、すぐに目を開け、

「……クッ、忌いまわしき神の結界が強化されている……まあ数時間もあれば破るのも容易いが今はそんな場合ではあるまいククク……」

「ああそのとおりだよ宿題やらねえとなお前の夏休みの！　ええと、『我が領域内に侵攻してきた聖天使リュシファラエルを返り討ちにし、その首を眷けん属ぞくへの手て土産みやげとした』……この日ってたしかみんなでプール行った日じゃなかったか？」

「プールに行ったあと攻めてきたのだ……」

「そうかよ」

「うむ」

　ぺし。

　日記帳で小鳩の頭を軽くはたく。

「これ全部書き直しな」

「ふぇっ!?」

　目を白黒させる小鳩。

「当たり前だ！　よく思い出して正直に事実だけ書け」

「うう～」

　小鳩は不満そうに唸うなりながら、俺おれから日記帳を受け取ると渋々消しゴムで妄想日記を消し始めた。

　とりあえず日記だけは絶対に小鳩本人に書かせないとな……勉強よりも先に自分自身について考えさせる必要があるし。

　隣りん人じん部ぶの面々は、すでに思い思いの宿題に手をつけている。

　筆ひつ跡せきでバレるといけないので問題集に直接書き込むことはせず、あとで小鳩が部員たちの回答を別のノートに写す手はずになっている。

　俺はとりあえず自分の得意科目である英語の教科書を手に取り、宿題になっている部分を確認。

　英文和訳の宿題なのだが、これならすぐに終わりそうだ。

　他の部員たちの様よう子すを見る。

「ふ～んふふ～ん♪」

　マリアは楽しそうに鼻歌を歌いながら、数学の問題を解いている。

　やっているのは昨夜小こ鳩ばとが苦戦していた問題集だが、特に詰まる様よう子すもなくサラサラとレポート用紙に答えを書いていく。

　後ろからマリアの答えをのぞき込む。

　問題集に載のっているのは俺おれが「あれ、中二のときの数学ってこんなに難しかったっけ……？」と思ってしまうような、小鳩が苦戦するのも無理はないレベルの問題ばかりなのだが、マリアは難なくそれを解いていく。

　しかも多分どれも正解だ。

　たまに夜よ空ぞらから宿題を押しつけられていることは知っていたのだが、実際にこういう光景を見るのは初めてだった。

「……マリア……お前って本当に頭よかったんだな……」

「んー？」

　しみじみと呟つぶやくとマリアは振り返ってきょとんとした顔をした。

「いや、こんな問題をすらすら解けるなんてマリアは頭がいいなって」

「あはは、お兄ちゃんの冗談はいつも面白いなー！　こんな問題なんてお猿さんでもちょちょいのちょいだぞ！」

　……どうも心の底から言ってるっぽい。

「ふぐぐ……」と小鳩（お猿さんでも解けるらしい問題にまるで歯が立たなかった高貴なる吸血鬼）が唸うなる。

　またケンカを始められてもめんどくさいので、マリアの頭を撫なでてその場を離れる。

「それじゃ、頼りにしてるぞマリア」

「うんっ！　お兄ちゃんのためならこんな簡単すぎて眠たくなるようなうんこ問題ばっかりだって途中でやめたりしないのだ！　ふあぁ……」

　あくびをしながらもサクサクと問題を解いていくマリアだった。

　続いて星せ奈なの様子を見る。

「…………」

　特に大きなリアクションもなく淡々と、星奈は理科のプリントの答えをレポート用紙に書いていた。

　星奈は聖クロニカ学園高等部二年生の中でトップの成績を誇るので、安心して任せておけそうだ。

　……ん？　……理科のプリント？

　俺は理科──白衣を着た発明少女、志し熊ぐま理り科かの方を見た。

　理科の宿題はてっきりこいつがやるものとばかり思っていたのだが……。

　理科の様子を窺うかがうと、彼女がやっていたのは国語の問題集だった。

　……なんかとてつもなく嫌な予感がするぜ。

「な、なあ……理り科か。なんでお前が国語なんてやってるんだ？」

　すると理科が振り返って答える。

「中学の理系科目の問題なんてやってもつまらないじゃないですか。それに理科、高校の授業を受けたことがないので文系科目は中学でストップしてますから、自然な回答ができるかと」

「！　なるほど、自然な回答か」

　ハッとする俺おれ。

　たしかに小こ鳩ばとの学力で全教科パーフェクトというのは不自然すぎて、誰だれかにやってもらったことが一発でバレる。

　あとでマリアや星せ奈なの回答を書き写すとき、ところどころ間違った答えに変えるよう小鳩に言わないといけないな……。俺もわざと誤訳を入れておくことにしよう。

「よく気がついてくれたな。助かった」

「えへへ、そう言ってもらえると嬉うれしいです先輩」

　俺が褒めると理科ははにかんだ。

　こいつは本当に、変態でさえなければ普通に可愛いんだけどなあ……。

　なんとなく問題集をのぞき込む。

　今理科が開いているページにあるのは現代文の問題で、「○○」という言葉を使って何か文章を作れというものだった。

　続けて理科の回答を見てみる。




問１　「いかんせん」を使って文章を作成せよ。




「やあん！　だ、駄目です先輩、理科、もうイっちゃいます！」

「まだだ、まだいかせはせん、いかんせんぞ！」

「ら、ら、らめえええええええ！」




「アホかああああああああああああ!!」

　全力でツッコむ俺だった。

「へ？　なにがですか先輩」

　きょとんとした顔で聞いてくる理科。

　どうもわざとふざけた回答をしたという雰囲気ではなさそうだった。

「…………」

　とりあえず他の回答も見てみることにする。




問２　「おしなべて」を使って文章を作成せよ。




「おやめくださいあにき……わたくしはそんなつもりでは……」

「そんなことを言っても身体は正直だぜ……指だけでもうこんなになってやがる」

「ああっ」

　抵抗する幸ゆき村むらの華きや奢しやな身体を、小こ鷹だかは強引にベッドにおしなべて彼の唇を塞ふさいだ。




「おしなべるな！　唇も塞ぐな！　つーか『おしなべて』の使い方も違うし固有名詞がなんで俺おれと幸村なのかにも大いにツッコみたい！　でもツッコんだら負けのような気がするからあえて俺はなにも言わないぞ！」

「口に出してますよ先輩」

「く……！」

「小鷹さっきからうるさい」

　俺の方を見もせずに星せ奈なが淡々と言った。

　なんだか泣きたくなってきた……。




問３　「すべからく」を使って文章を作成せよ。




　小鷹は雄々しく屹きつ立りつする己自身を理り科かの奥へと挿入した。

「くうっ……り、理科のなか、とてもすべからくて温かいよ……」

「あン……嬉うれしいです先輩……気にせずにもっとすべからくなってください♥」




「お前は『すべからく』をどういう意味だと思ってるんだ!?」

　戦せん慄りつする俺に、理科は小首を傾かしげ、

「エッチな意味？」

「謝れ！　須すべからく『すべからく』に謝るべし！」

「やだ先輩ったら……それってセクハラですよ」

「だから卑ひ猥わいな言葉じゃねえんだよ！」

「そうなんですか……残念です。しかしわからない問題でもとりあえず回答欄は絶対に埋めるという姿勢は大切だと理科は思います。空白のまま出せば正解率はゼロですから、理科は１％でも可能性があればそれに賭かけたいです！」

　真剣な顔で言う理科。

　まあ、たしかに何も書かないよりは──

「って、ねえよ！　一瞬正論に聞こえたけど１％の正解率もねえよ！　国語の問題集に卑ひ猥わいな言葉を使って文章を作れなんて問題は絶対に出ない！」

「もしかすると出るかも……」

「出ない！」

「んもーお兄ちゃんっ！　べんきょうは静かにやるものだぞ！」

　ぴしゃりとマリアが言った。

「ご、ごめんなさい先生……」

　マリアにまで注意されてしまった……心が折れそうだ……。

「……はぁ……。ていうかお前って普段から小説書いたりノベル系のゲームとかやってるだろ？　内容はともかく、日常的に活字に触れてさえいればそれなりの語ご彙い力りよくは自然とついてくるもんじゃないか？」

「うーん……理り科か、国語っていうか学校で習うようなキッチリした日本語はちょっと苦手でなかなか頭に入ってこないんですよねー。その代わり隠語とか擬音語とかエロ単語はバッチリです！」

「擬音語？」

「『ひぎぃぃ！』とか『くぱぁ』とか」

「……頼むからキッチリした日本語も覚えてくれ」

「んー……だったら今度先輩が教えてください」

「俺おれが？　まあ、べつにいいけど……」

「約束ですよ」

「おう」

　俺が頷うなずくと、理科は小声で「うっし！」と呟つぶやき小さくガッツボーズをした。

　早まった約束をした気もするが……まあいいか。

　次に俺は夜よ空ぞらの様よう子すを見ることにした。

　夜空が選んだのはなんと読書感想文だった。

　学校側で十冊ほどピックアップされた課題図書の中から一冊を選んで読みその感想文を書けという、恐らく全国の学生共通で不人気な宿題ナンバーワンである。

「一番めんどくさそうなのを引き受けてくれたのか……」

　意外に思って俺が言うと夜空は、

「課題図書のうち何冊か、既読の本があったからな」

「へえ」

　そういえば夜空は、部室でもよく本を読んでいる。

　いつもカバーを掛けているのでどんな本を読んでいるのかは知らなかったのだが、課題図書に選ばれるような、なんというか「ためになる」タイプの本も読むのか。

「それに私は感想文を書くのもそれなりに慣れている」

　少し得意げに夜よ空ぞらは言った。

「マジで？」

　これは本気で意外だった。

「ほら」

　夜空が一枚の原稿用紙を差し出してくる。

「ええ!?　もう書けたのかよ!?」

「まあ、以前書いた感想文を思い出して書いただけの、言ってみれば使い回しだがな。なかなかよく書けたと自負している」

「へえ……」

　驚きながらその原稿用紙に目をやる。




『天界からの呼び声』を読んで




　某所でおすすめされていたので読んでみたが、特に見るべきところのない凡作だった。

　登場人物はどこかで見たことのあるような造形ばかりだったし、世界観の設定にもオリジナリティがなく新鮮味が感じられなかった。

　ストーリー展開もすぐに先が読めてしまって退屈だった。

　文章もお世辞にも上手いとは言えず、情景が想像できなかったり読みにくさを感じる部分があった。

　はっきり言って、これよりも優れた作品は世の中にいくらでもある。

　表紙の絵はそれなりにいいので、古本屋で１００円くらいだったら試しに買ってみてもいいかもしれない。

　総評　☆２つ




「ＡＭＡＺＯＮＥＳアマゾネスレビューかよ！」

「おお、それはなかなか的確なツッコミだぞ小こ鷹だか。正確にはアマゾネスではなく別のネット書店の読者レビューとして書いたものだ。レビューを書くとポイントがもらえてお得だからな」

「そういう問題じゃない！」

「むう……ではこっちのバージョンならどうだ？」

　夜空は少し不満そうな顔をして、違う原稿用紙を差し出してきた。




『天界からの呼び声』を読んで




　某所でおすすめされていたので読んでみたが、そこそこ面白かった。

　登場人物はどこかで見たことのあるような造形が多かったのだが、世界観の設定がけっこうひねってある。

　ストーリー展開はややありがちだったが退屈せずに読めた。

　文章は可もなく不可もなくといったところだろう。

　表紙の絵もなかなかなので、興味を引かれた人は読んでみる価値はあると思う。

　総評　☆３つ




「学校の宿題で推薦図書を悪く言うのもどうかと思って評価を甘くしてみた。しかし私としてはあの小説にこれ以上の点数はつけがたいな」

「だからどうした!?」

「む……」

　夜よ空ぞらは少し考え込み、ハッとなる。

「あ、そうか！　万一この感想文がコンクールで入賞でもしたら大変なことになるということだな？　たしかにそれはまずいな……」

「安心しろそれは絶対にない」

　夜空は不機嫌そうに唸うなる。

「……ではいったいなにが問題なのだ？」

「なにがって……そりゃ全体的に」

「漠然とした物言いだな。もっと具体的に詳しく言え」

「それをお前の感想文っつーかカスタマーレビューにそのままお返ししたい！」

「む……。しかしこの文章はなかなか便利なんだぞ？　コピペするだけで大抵の小説のレビューに使えるのだ。ちなみに☆１つバージョンや☆５つバージョンもある。おかげで楽してポイント荒あら稼かせぎ」

「……そんなこと本当にやっちゃっていいのか？」

　すると夜空はばつが悪そうに目をそらした。

「ん……問題視されたらしくアカウント取り消されてポイントもパーになった……」

「やっぱり駄目じゃん！」

　相変わらず残念なエピソードには事欠かないやつだった。

「まあ、読書感想文は小こ鳩ばとに自分で書かせるから、夜空は古文のプリントでもやっててくれ……」

「ふん……」

　夜空はまだ不満そうな顔をしつつも、素直に他の宿題に取りかかった。

　俺おれは深々と溜ため息いきをつく。

　隣りん人じん部ぶは星せ奈なを筆頭に学力だけは高い連中が集まっているから、中学の宿題くらい余裕でこなせるかと思いきや、夜よ空ぞらと理り科かはすごい迷走ぶりだった。お前らから勉強を取ったら一体なにが残る。

　さて……あと一人、迷走注意のやつがいるんだよな……。

　俺はこわごわと、幸ゆき村むらのほうへ歩み寄った。

　ちなみに幸村の担当は歴史のプリントである。

「どうだ調子は？」

「あ。あにき」

　俺が尋ねると、幸村は美少女にしか見えない顔にやわらかな微笑ほほえみを浮かべた。

「しゅびは上々です、あにき」

「へえ」

　幸村の前にはレポート用紙と、幸村が現在取り組んでいる日本史のプリント。

　その横には、綺き麗れいな字で回答が書き込まれたレポート用紙とその問題のプリントが何枚も置いてあった。

「すごいな。もうこんなに終わったのか」

　回答が書かれたレポート用紙と問題用紙を見比べる。

　日本史──主に室町時代から江戸時代の問題で、「●●を建造したのは誰だれか」とか「●●と●●が合戦を行ったのは何年か」といった穴埋め問題が並んでいる。

　歴史の問題って見た感じは中学でも高校でもそんなに変わらないよな……なんて思いながら幸村の回答をざっと見ていく。

　…………うん、まあ……多分、合ってるんじゃない、かな……？

　数学や国語の問題と違って、歴史の問題は教科書やインターネットなどで調べれば簡単に正解が見つかる。

　しかしこの宿題プリントは多分そうやって調べることを前提として作ってあるようで、かなりマニアックな問題が多くて俺には正解かどうか判断がつきかねた。

　そんな難問の答えを幸村は、教科書もないのに悩む素振りも見せずにつらつらとレポート用紙に書いていく。

「お前すごいな……」

「おほめにあずかり光栄ですあにきっ」

　俺が褒めると幸村はぽっと頰ほおを染め（なぜ染める？）、ますます問題を解くスピードが上がった。

　見る間に流麗な文字で人物や建物の名前、年号などが書き記されていく。

「ほぅ……」

　俺おれは思わずその華麗な光景に見とれ、感嘆の息を漏らした。

　一枚のプリントを終え、さらにもう一枚のプリントを終え、三枚目のプリントにさしかかったとき──ぴたりと幸ゆき村むらの手が止まった。

「……？」

　怪け訝げんに思ってプリントをのぞき込む。




【世界史プリント１】

　問①　ガウガメラの戦いでペルシア軍を破ったマケドニア王の名前を答えよ。




　どうやら日本史のプリントはすべて終わり、世界史のプリントに入ったらしい。

　一問目だからか、これは簡単な問題だな。

　そう思って幸村を見ると、その顔からは完全に表情が消え、虚うつろな眼まな差ざしで問題をじっと見つめていた。

「……幸村？」

「あに……き……」

　俺が名前を呼ぶと幸村は緩慢な動きでレポート用紙にペンを走らせる。




世界史プリント１

　①織お田だ信のぶ長なが




「ちょっと待てい!!」

　俺は全力で幸村の回答にツッコんだ。

　幸村は不安げな顔をこちらに向ける。

「なんでその問題の答えが織田信長になるんだ!?　アレクサンダー大王もしくはアレクサンドロスⅢ世に決まってるだろ!?」

　すると幸村は無表情のままきょとんと首を傾かしげ、

「あれくさんだあ、ですか」

「ああ」

「つまりあれくさんだあは信長公だったのですか……？」

「意味がわからん！」

「しかし信長公ならきっとぺるしあ軍など」

「そりゃ信長ならやれそうな気もするけど、紀元前４世紀に信長生まれてねえから」

「さようですか……」

　なぜかしょんぼりした様よう子すで幸村は「織田信長」の文字を消し、改めてレポート用紙にへにゃへにゃした文字で「あれくさんだあ」と書き記した。

　そして問②にとりかかる。




　問②　紀元前44年、ローマの終身独裁官に就任した人物を答えよ。




「…………」

　幸ゆき村むらはしばし停止し、やがて答えを書き込む。




　②織お田だ信のぶ長なが




「だからなんでだよ！　カエサルだよカエサル！」

「しかしあにき。信長公ならばきっと」

「なーれーまーせーん。信長は帝政ローマの礎いしずえを築いたりしません！」

「さようですか……」

　しょんぼりとうなだれ、「かえ猿」と書く幸村。

「なあ……お前ってもしかして世界史苦手なのか？」

「めんぼくしだいもござりませぬ……」












　日本史にはやたらと詳しいくせに、相変わらず極端なやつだった。

「……まあ、誰だれだって苦手な科目の一つや二つくらいあるからそんなに落ち込むことはないと思うぞ」

「え？　あたしは苦手科目なんてないわよ」

　いきなり口を挟んできた星せ奈なをスルー。

「幸ゆき村むら。これからは日本史だけじゃなくて世界史も頑張れよ」

「はいっ！　いっしょけんめいに励みますっ」

　返事だけは一人前の幸村だった。




　そんな感じで隣りん人じん部ぶ一同は、みんなで小こ鳩ばとの夏休みの宿題に取り組んだ。

　そして部活の終了時間までには、読書感想文など一部をのぞき、ほぼ全ての宿題を終わらせることができた。

「まあ、大変だったけどどうにか終わってよかったな」

　帰り道、小鳩と一緒に電車に揺られながら俺おれは言った。

「ん……」

　小鳩は小さく頷うなずいた。

「部のみんなに感謝するんだぞ」

「うん……」

　小鳩は少し恥ずかしそうに頰ほおを染め、

「……ありがとう、あんちゃん……」

　素直な微笑ほほえみを浮かべてそう言った。

　この笑顔だけで今日苦労させられたことはとりあえず水に流してやろうかなと思えてしまうあたり、俺は兄貴として甘いのかもしれない。





盛もり







　放課後、隣りん人じん部ぶにて。

　部室には俺おれと夜よ空ぞら、星せ奈な、幸ゆき村むら、理り科かがいて、いつものようにそれぞれ好き勝手に時間を潰つぶしていた。

　小こ鳩ばとは三日前に隣人部のみんなでやった夏休みの宿題の答えを提出用のプリントや問題集に書き写したり、読書感想文や日記を書いたりするために、部活には来ていない。

　みんなの協力を無にしないためにも、どうにか間に合わせてもらいたいものだ。

　俺の隣では夜空が本を読んでいる。

　まだ短い髪に慣れていないのか、たまに前髪を指先でいじったり後ろ髪を撫なでたりと落ち着かなさそうにしている。

　そんな夜空の様よう子すを、ＰＳＰを持った星奈が反対側のソファに座ってじーっと見つめていることに俺は気づいた。

「なにぼーっとしてるんだ？」

　俺が尋ねると星奈は、

「んー……あたしも髪型変えてみよっかなって」

　さらさらの金髪を搔かき上あげながらそう言った。

「真ま似ねするな肉」

　本から顔を上げ、不機嫌そうに夜空が言う。

「べ、べつに真似じゃないわよ。いつも同じ髪型っていうのも飽きるからちょっと変えてみたくなっただけだし！」

「ふん……」

　夜空は鼻を鳴らし、ふと思い出したように、

「そういえばこの前、髪型に関する興味深い情報を得た。特別に教えてやろう」

「興味深い情報？」

　星奈がうさんくさそうな眼まな差ざしを向ける。

「私が美容院に行ったときたまたま手に取った雑誌に書いてあったのだ。今都会のリア充女どもの間で、『盛り』というものが流は行やっていると」

「モリ？」

　聞き返す星奈に夜空は微妙に顔をしかめ、

「あれは一体なんと説明すればいいのか……。まあ要するに、文字通り髪を『盛って』ボリュームを増やすのだ。髪を逆立ててスプレーで固めたりカールさせたりとかで。さらにその大きく盛った髪に、いろいろ派手なデコレーションを施ほどこす場合もある」

「へー。ちょっと面白そうかも」

　そこで理り科かが口を挟んできた。

「あ、理科も知ってます。ネットで写真見たことありますよ『盛もり』。なんか中世ヨーロッパの貴族みたいなゴージャスな髪型がさらに進化したような、なんていうかとにかく個性的な髪型ですよね」

「貴族!?　それならあたしにぴったりじゃないの！」

　星せ奈なは興きよう味み津しん々しんの様よう子すだった。

「すごいものだと髪の毛を鳥かごみたいに編んで実際に小鳥を入れたりとか、鹿しかの角つのを乗っけたりとか、『愛』の字を象った大きな飾りを付けたりとかするんですよ」

「なにそれ戦国武将……？」

　星奈は眉まゆをひそめた。

「まあ、機能性よりもとにかく個性を主張することを目的にしている点では、戦国武将の兜かぶととコンセプトは同じかもしれませんね」

　理科の言葉に幸ゆき村むらが反応した。

「では『盛り』というのは、合戦で討ち取られ敵に首を取られた際に己の身分を証明しその首が身分相応に丁てい重ちように扱われるように……との目的を持った髪型であるとっ？」

「違う」「違います」「んなわけねえだろ」

　夜よ空ぞらと理科と俺おれが同時にツッコみ、幸村は残念そうな顔をした。

「んー……よくわかんないけどなんかアレっぽいわね……」と星奈。

　夜空が頷うなずく。

「ああそうだな。よほどの人物でなければ盛り髪を御するのは難しい。凡人が挑戦するのは無謀というものだろう。髪にだけ注目がいってどっちが人間の本体だかわからなくなるのがオチだ。貴様とは無縁のつまらない話題を振って悪かった」

　星奈はぴくっと頰ほおを引きつらせた。

「まあ、髪型を変えたいなら一般庶民は普通に美容院に行き、普通に髪を整えてもらうのが無難というものだろうな」

　やたら普通や無難を強調する夜空に、星奈は顔をぴくぴくさせている。

「しかし一度くらいはリアルで『盛り』を見てみたいものだな……」

「そうですねー。でも難しいと思いますよ。前の夜空先輩なら髪の毛ボリュームあったのでいい感じに盛ることもできたかもしれませんけど」と理科。

「はぁ……盛り髪の強烈な自己主張さえ従属させるほどの高貴でゴージャスなオーラを発している、生まれついての貴人はいないものだろうか」

「あはは、やですよ夜空先輩ったら。そんな高貴なおかたはアニメとか漫画の世界にしかいませんってば」

「そうだろうなあ」

　……こ、こいつら……なんてわざとらしい会話を……。

　しかしそんな安い挑発が有効なやつがここに。

　星せ奈なが声を荒げる。

「あんたらねえ！　いるじゃないここにそのオーラ出まくりの高貴なおかたが！　この世にあたしほど『盛もり』が似合う偉人はいないわよ！」

「ははは、無理するな肉」

　爽さわやかな笑みを浮かべて夜よ空ぞらは言った。

「そうですよ星奈先輩。『盛り』はとっても難易度の高い髪型なんですから。盛るだけならともかく、似合う人なんてそうそう……」

「そんなことやってみないとわからないじゃないの！　いーえ、やってみなくてもわかるわ！　あたしの髪をその『盛り』とやらにしてみなさいよ！　どんな派手な髪型だろうと、あたしの内面から湧わき上あがる神々しいオーラの前に従属させてみせるわ！」

　あーあ、言っちゃった……。

　夜空は邪悪な笑みを浮かべる。

「ふん、そこまで言うなら貴様の髪を盛ってやろう。長年自分で髪の手入れをしてきたから、髪の扱いは心得ている」

「理り科か室に整髪料とかいろいろ置いてありますから取ってきますね！」

　理科が部室を出て行く。

「え!?　あ、あの、ちょっと……」

　我に返った星奈が後悔の色を浮かべたが、手遅れだった。





　　






　というわけで星奈の髪を『盛る』プロジェクトが始まった。

　部室の姿見の前に椅い子すが置かれ、星奈はそこに座らされる。

「あ、あんまり無茶なことしないでよ!?」

　おびえた様よう子すの星奈が言う。

「動くな肉」

　夜空がブラシを片手に、星奈の髪を丁寧に梳すいていく。

　長い髪を毎日自分で手入れしていただけあって、手慣れたものだった。

　最初は顔を引きつらせていた星奈も、次第にリラックスした表情になる。

「んふ、なかなかいいわね。こうやって他の女子に髪を梳いてもらうっていうのも」

　機嫌よさそうに言う星奈。

「はぁ～、星せ奈な先輩の髪ってすごくサラサラですよね。枝毛とか全然ないし」

　夜よ空ぞらと一緒に星奈の髪を梳すきながら理り科かがしみじみと言った。

　発明少女だけあって（？）、理科の手つきも滑らかなものだった。

「ふふん、まあこのあたしの髪だしね」と星奈。

「……まあ、貴様の髪だけは素直に褒めてやってもいい」と夜空。

「そう言う夜空先輩の髪もすっごい綺き麗れいだし、羨うらやましいです」

「たしかに夜空も髪だけは褒めてあげてもいいわ。人格は歪ゆがんでるのに髪は綺麗ね。髪だけは。……ていうか、理科だって髪つやつやで綺麗じゃない」

「え、そうですか？」

「うん。たまにあんたたちみたいな黒髪が羨ましくなることもあるわね」

「それを言うなら理科たちだって星奈先輩みたいな金髪に生まれたかったですよ。ねー夜空先輩」

「まあ、たまにそう思うこともあるな」

「へー、そうなんだ」

　…………。

　キャッキャウフフ。

　なんというか『ザ・女の子空間』という雰囲気で、入っていけないものを感じる。

「あにき、お茶をどうぞ」

「おう」

　ずずず。

　幸ゆき村むらと一緒にのんびり茶をすすりながら、ぼけーっと隣りん人じん部ぶ女子高生三人組の様よう子すを見守る俺おれだった。

「よし、ではいよいよ『盛もる』ぞ」

　髪を梳き終わり、夜空が言った。

「どんな感じにしましょうか」

「そうだな……肉、なにか要望はあるか？」

「んー」

　完全にリラックスした状態の星奈は少し考えて、

「そもそも『盛り』ってよくわかんないんだけど、じゃあなんとなく『リア充』っぽい感じでお願い」

「テーマはリア充か……ふむ……」

「なかなか難しい注文ですね……リア充……」

「リア充……リア充といえば…………『夏』？」

「あ、夜空先輩それいいですね。じゃあ夏を満喫するリア充っぽいイメージでやってみましょうか」

「そうだな、そうしよう」

「じゃあ……サイドは寄せては返す波なみ打うち際ぎわをイメージしてウェーブに」

「ああ」

　理り科かと夜よ空ぞらが左右からそれぞれ星せ奈なの髪に整髪料をつけながら、ブラシで器用にウェーブにしていく。

「ふむ……ちょっとワンパターンで個性がないな。アクセントのため、渦うず潮しおをイメージしてところどころ縦ロールも混ぜてみよう」

「あ、いいですねそれ」

　……う、渦潮？

「あと夏の嵐あらしをイメージしてこのへんは派手めにカールさせときましょう」

　理科が「べちょり」と整髪料を大量に塗りたくって荒々しい巻き毛を作る。

「おお、このアンバランスさがなかなかいいな」

「ですよねー。どうですか星奈先輩？」

「え？　あ、うん……いいんじゃない？」

　釈然としない顔の星奈だった。

「ではそろそろトップにも手を加えましょう。どうしますか？」

「横に海があるのだから、砂浜に作られた城をイメージして盛もってみよう」

「それいいですね！　お城だったら星奈先輩のごーじゃす（笑）なイメージにも合いますし！　あ、そうだ、リボンの代わりにビキニを使ってみるのはどうでしょう！」

「おお、お前天才だな！　海、砂の城、水着……となれば、あとはスイカと花火もほしいところだな」

「たしかにその二つは外せません！　あはっ、これもうカンペキにリア充ですよ！　夏の海にやってきたリア充のすべてが表現されちゃってますよ！」

「だな！　あと、せっかく海だから焼きそば！　それかカレー！」

「なるほど！　たしかに合宿のとき小こ鷹だか先輩が作ってくれた焼きそばすごい美お味いしかったですよね！」

「よし、ウェーブを焼きそばでデコるぞ！」

「や、焼きそば……!?」

　星奈が顔を引きつらせる。

「幸ゆき村むらくん、ちょっと焼きそばと水着とスイカと花火を買ってきてください」

「承知しました。星奈のあねごの名誉の『盛り』のため、喜んでぱしりに行かせていただきます」

　理科に言われ、幸村が微妙に嬉うれしそうな様よう子すで部室を出て行く。

　その後も夜よ空ぞらと理り科かは二人してキャッキャと盛もり上がりながら星せ奈なの髪を好き勝手にいじっていた。

「ううぅ……小こ鷹だかぁ……」

　星奈が泣きそうな顔でこちらに視線を向けてくる。

　すまないが俺おれにはもうどうしようもない……。

　俺はそっと目をそらし、三人を横目に本を読み始めるのだった。





　　






「「できた──っ!!」」

　夜空と理科の歓声に振り向き──俺は絶句するしかなかった。

　……ひ、ひどすぎる……。

　横と後ろの髪はデタラメな方向へ枝を広げ、ところどころに焼きそばとビキニがリボンのように巻いてある。

　頭上には髪で器用に編まれた和風の城が鎮座し、花火とメロンパン（スイカの代用らしい）とトンボの死体とセミの抜け殻（幸村がたまたま見つけて拾ってきたらしい）でめちゃくちゃにデコレーションされており、天守閣からはイカ焼きとチョコバナナがアンテナのように生えている。

　…………これは、どう見てもいじめです。

　だが夜空と理科と幸村（花火などを買ってきたあと一緒に盛っていた）にそんな意識はないらしく、三人とも汗を拭ぬぐいながら達成感に満ちた顔をしている。




「名付けて──『究極リア充＠真夏の夜の夢メガＭＡＸ盛り』だ」




　誇らしげに夜空が告げた。

　そんなろくでもない髪型にされた星奈はというと、怒りと悲しみと屈くつ辱じよくが綯ない交まぜになった顔でぷるぷると震ふるえている。

　だが、

「星奈先輩チョーかわいい～っ♥　理科も今度やってもらいたいですっ！」

　目をキラキラさせて理科が言った。

　からかっている様よう子すなど微み塵じんもなく、本気で『究極リア充＠真夏の夜の夢メガＭＡＸ盛り』とやらをチョーかわいいと思っているようだ。

「ああ……可愛いな……ほんとに……ほんとに可愛いなっ！」

　夜よ空ぞらが珍しく少女みたいな（いやまあ少女だが）キラキラした笑顔を浮かべていた。

　これまた、とても演技には見えない。

「うあああもったいないことをした！　髪を切る前に私も一度『盛もり』を試しておけばよかった……！」

　本気で悔しがっている様よう子すの夜空。

　女子の感性はわからん……。

「すばらしい御首級みしるしです星せ奈なのあねご。これならば華々しき討ち死にをとげられることでしょう」

　これまた謎なぞの賞賛の言葉を述べる幸ゆき村むら。

　……幸村の感性は女子以上にわからん。

　ともあれそんな三人の様子に、星奈の顔からも険が消えていく。

「そ、そう？　そんなに似合う？」

　まじまじと鏡に映うつる自分の奇抜な髪を見つめ、まんざらでもなさそうに言う星奈。

「もうマジチョー似合いますよ先輩！」

「ああ……悔しいが、似合うな」

「せみととんぼが儚はかなさをえんしゅつし、たんに派手なだけでない『もののあはれ』をつよく感じさせます」












「ん～……ん～ん～……。んふっ、たしかにこれ、けっこういいかも……」

　……本気で言ってるんだろうかこいつらは。

「んふっ♪　どう？　小こ鷹だかどう？」

　上機嫌で尋ねてくる星せ奈な。

　俺おれは引きつった愛想笑いを浮かべつつ、

「ああ……まあなんていうか、お前ららしさがよく出てるよな」

　残念さが。

「んふふ、そうでしょう！」

　俺の答えに、星奈だけでなく夜よ空ぞらたちも満足そうな笑顔を浮かべた。




　……その日、星奈は『究極リア充＠真夏の夜の夢メガＭＡＸ盛もり』のまま下校した。





　　






　翌朝。

　たまたま校門のあたりで、登校してきた星奈とばったり出くわした。

　髪型はいつものストレートに戻っていて、俺はひそかに安あん堵どした。

「うう～小鷹～」

　くしゃりと顔を歪ゆがめる星奈。

「昨日家に帰ったらパパにめちゃくちゃ怒られたの……お尻しりぶたれたし髪型も元に戻されちゃったしもう最悪……」

「そ、そうか」

　……ペガサスさんグッジョブ、と俺は思った。




　ちなみにその日の部活にて、夜空と理り科かは「なんかテンション上がっちゃって可愛い可愛いって言ってたけど、冷静に振り返ってみるとあれはない」と真面目まじめに反省しており、なんと夜空が「ちょっとやりすぎた。すまない」と素で謝るほどだった。

　星奈は「せめて笑い話で終わらせてよ！」とマジ泣きして部室から走り去った。





サービス回（柏かしわ崎ざきさんの裸シーンあり）







　金曜日の放課後。

　俺おれは部室には行かず、図書室で勉強をしていた。

　部室でも一応できなくもないが、部室だと星せ奈なや理り科かがゲームをやっていたりマリアと小こ鳩ばとがケンカしたりして集中できないことが多いので、やっぱり勉強するなら静かな図書室がいい。

　しかし最近は休み時間や放課後に俺と同じく図書室で勉強する生徒が多く、席を取るのがけっこう大変だったりする。

　しかも無事に席を取れても、俺が座ると同じ机にいた奴が怯おびえた顔で席を立ったり、他の机は満席なのに俺の周囲だけ席が空いているという状況になったりと、ちょっと傷つくこともよくある。

　俺は普通に勉強してるだけなのに……。

　それはともかく、なぜ最近図書室で勉強する生徒が多いかというと、期末試験が近いからだ。

　この学校は二学期制のため一学期の期末試験は九月後半に行われる。

　期間が長いのでテスト範囲も広く、しっかり勉強して挑いどまねばならない。

　そんなことを思いながらテスト勉強に励んでいると、




　ぴろりろりろりん♪




「!?」

　俺の鞄かばんの中からちょっと間抜けな音が鳴り響いた。

　携帯電話のメールの着信音だった。

　静かな室内でその音はとてもよく響き、周囲の生徒たちが一斉にこちらに目を向ける。

　しまった、マナーモードにしておくのを忘れてた……。

　夏休みに隣りん人じん部ぶの連中とアドレスを交換するまで、俺のケータイに電話やメールが来ることなど皆無に近かったので、図書館などでマナーモードに切り替えるという習慣が身に付いていなかった。

　隣人部の連中とアドレス交換したばかりのころは星奈や理科とけっこう頻ひん繁ぱんにメールのやりとりをしていたのだが、夏休み後半あたりになるとみんな飽きてしまってほとんど連絡用にしか使ってなかったし。

　ともかく、俺は焦りながら鞄の中からケータイを取り出してメールを確認する。

　折り畳み式のケータイを開くと「ぴろりーん♪」と音がして、なにかボタンを押すたびに、Ｐｉ♪　Ｐｉ♪　Ｐｉ♪　とデフォルト設定の操作音が鳴る。

　うわあ気まずい！

　メールの確認の前にまずはマナーモードに切り替えないと！

　ええと、マナーモードにするにはどうしたらいいんだっけ……。

　ピっピっピっピ……音を消すための操作で何度も何度も音を出してしまうという本末転倒な真ま似ねをしながら、俺おれはどうにかマナーモードにすることに成功した。

　くっ……まさか横側にマナーモードの切り替えボタンが付いているとは……。

　心の中で毒づきながら、ようやくメールを確認する。

　星せ奈なからだった。




　タイトル　今日

　本文　なんで部室こないの




　とりあえず「テストべんきょうしてる」と返信。

　しばらくして再び星奈から「そんなのどうでもいいから部室きてよ」とメール。

「よくない」と返信後、「ぶしつでなんかあるのか」と追加で送信。

　またしばらくして星奈から返信。




　ゆきむらしかいない(>_)




　(>_)

　……そういえば、今日は夜よ空ぞらも何か欲しい本があるとかで部活に行かずに帰ったんだっけか……。

　べつに決まった活動があるわけではないので、隣りん人じん部ぶは基本的に休むのも自由だ。

　理り科かと小こ鳩ばともたまに来ないときがあるし、マリアも仕事があるときは来ない。

　しかし幸ゆき村むらと二人きりか……。

　俺も夏休みに一度幸村と部室で二人きりで過ごしたことがあったけど、間まが持もたずに大変だった。

　しょうがない……かわいそうだから部室に行くか。

　そう思って教科書を閉じたとき、またしてもケータイにメールが届いた。




　こばとちゃんきた(*^_^*)　こだかいらね(^^)/




「……そうかよ」

　液晶画面にジト目を向けて呟つぶやき、再び教科書を開く俺おれだった。





　　






　その日の夜。

　自分の部屋で勉強していると、またもや星せ奈なからメールがきた。




　タイトル　そういえば

　本文　こだか期末やばいの？




「わからん」と返信する俺。

　わからないというのは俺の本音だ。

　転校してくる前に通っていた高校と学習範囲やレベルのズレがあったので追いつくのが大変だったけど、このまま地道にやっていけばどの科目も多分それなりの点数が取れる気はしている。

　ただ、転校してきて初めての期末試験なので、クロニカ学園の試験の難易度が未知数というのが大きな不安要素だ。

　それから数分後──。




　だったら明日うち来なさい。いっしょに試験勉強するわよ




　星奈の誘いはまさに渡りに船だった。

　星奈は成績学年一位らしいし、一年生のときの試験問題を見せてもらえれば本番への備えにもなる。

　俺はすぐにＯＫの返事を出した。





　　






　そんなわけで翌日、土曜日。

　家で小こ鳩ばとと一緒に昼食をとったあと、俺は柏かしわ崎ざき邸へと向かった。

　クロニカ学園行きのバスに乗り、学園を通り過ぎて五つ目のバス停で下車。

　バス停の目の前に小高い丘があり、その上に建つ大きな洋館が星奈の家だ。

　長い石畳の坂道を上り屋敷へと向かう。

　と、屋敷の玄関前に一人の男が腕を組んで立っているのが見えた。

「げ……」と思わず呻うめく俺おれ。

　着流し姿の総髪の美び丈じよう夫ふ──星せ奈なの父親にしてクロニカ学園理事長、柏かしわ崎ざき天馬ぺがさすさんだ。

　なんであの人、玄関前に突っ立ってるんだろう……しかもなんかめっちゃ俺のこと見てる気がする……！

　それは気のせいではなかったようで、恐る恐る理事長のほうへ近づいていくと、理事長のほうもつかつかと俺の方へ歩いてきた。

　思わず身構える俺に、理事長は厳おごそかな声こわ音ねで言った。

「よく来たな、小こ鷹だか君」

「あ、はい、お久しぶりです理事長」

「む……」

　俺が挨あい拶さつすると、理事長はなぜかぴくっと微かすかにこめかみを引きつらせた。

　え、な、なんか機嫌を損ねるようなこと言ったか……!?

　不安を覚える俺に、

「ふん……まあ、入りなさい」

　そう言って理事長は直々に玄関の大きな扉を開け、俺を屋敷の中へと通してくれた。

　屋敷に入ると階段から星奈が下りてきた。

「あ、来たわね小鷹」

「……では、試験勉強頑張りなさい」

　そう言って理事長は俺から離れ歩き去っていく。

「あれパパ、小鷹とはもういいの？」と星奈が理事長に呼びかける。

「ああ」と振り向かずに理事長。

「？　なんの話だ？」

　俺が尋ねると、

「んー、パパがことあるごとに小鷹の様よう子すはどうだって聞いてくるから、なにか大事な話でもあるのかなって」

「べ、べべべつにそんな頻ひん繁ぱんには聞いとらんわ！」

　顔を真っ赤にして理事長は狼狽うろたえた声を上げた。

　それから誤魔化すように「ゴホン」と咳せき払ばらい。

「ふん、隼はや人とから頼まれているからな。気に掛けるのは当然のことだ」

　努めて淡々とした声音で理事長は言って、足早に屋敷の奥へと引っ込んでしまった。

　よくわからない人だ……。

　俺と星奈は顔を見合わせ、

「それじゃ、はじめよっか」と星せ奈なは言った。





　　






　そして俺おれは、二階の星奈の部屋へと案内される。

　……ここに至ってようやく俺は、実は自分が今けっこうとんでもない状況にいるのではないだろうかと思い始めた。

　前回この家に来たときは客室に通され、星奈の部屋には入ってない。

　小こ鳩ばと以外の女の子の部屋に入るというのは、俺にとって生まれて初めてのことだった。

　なんか急に緊張してきたぞ……。

　そんな俺の内心にはまったく気づかない様よう子すで、星奈は無造作に自室の扉を開けた。

「ほら、入って」

「あ、ああ……」

　俺はどきどきしながら星奈の部屋へと足を踏み入れた。

　生まれて初めて入る女の子の部屋。




　最初に俺の目に飛び込んできたのは夜よ空ぞらの顔だった。




　な、何を言っているのかよくわからないと思うが、俺にもよくわからない……。

　机、椅い子す、本棚、クローゼット、ベッドと、シンプルだが上品な調度品が揃そろえられた、落ち着いた雰囲気の部屋。

　大型のテレビとゲーム機が置いてあるのがいかにも星奈らしい。

　そしてそんな部屋の中で激烈な違和感を放っているのが、まるでアイドルのポスターのように天井に貼はってある、大きく引き伸ばされた三み日か月づき夜空の写真だった。

「なんで夜空の写真が!?」

　ソファに座って本を読んでいる夜空。

　廊下を歩いている夜空。

　多分合宿のときだろう、眠っている夜空の顔のアップ。

　花火をしている夜空。

　小鳩の読書感想文を書いているときと思われる、髪を切ったあとの夜空。

　写真は全部で五枚で、どれも夜空がカメラの存在に気づいている様子はない。

　つまり──隠し撮り。

「上手く撮れてるでしょっ？」

　ちょっと自慢げに星奈が言った。

「あのバカ、なかなか隙すきを見せないから苦労したのよねー」

「……これ、お前が撮ったのか？」

「うん。デジカメでこっそり」

　嬉うれしそうに頷うなずく星せ奈な。

　花火や読書感想文のときなんて俺おれも同じ場所にいたはずなのに、まったく気がつかなかった。

　怖……こいつ怖……。

「な、なんでまたそんなことを……まさかお前、実はそっちの趣味が……」

　本気で怯おびえつつも俺が尋ねると、

「は？　そっちの趣味ってなに？」

　きょとんとした顔で言いながら、星奈は今度はベッドに近づいて嬉しそうに枕まくら元もとを指さした。

「ほらほら、見てこれ」

　枕元にあったのは、星奈の髪型によく似た長い金髪のカツラ。

「これ、もしかしてあのときの……」

「うんっ」

　このカツラは、以前隣りん人じん部ぶで「お笑い」の練習をしたとき夜よ空ぞらが星奈のコスプレをやって、そのときに夜空がかぶっていたものだった。

「なんでお前がこれを……」

「夜空から買い取ったの。一万で」

　意味がわからず頭に「？」を浮かべる俺に、星奈はさらりと、

「『臥が薪しん嘗しよう胆たん』っていう言葉があるでしょ？」

「え？　あ、ああ」

　昔中国の二人の王が、恨みを忘れないように毎日薪の上で寝たり苦い胆を嘗なめて生活を送り復ふく讐しゆうを果たしたという故事から生まれた言葉で、たしか「成功のために苦痛を耐え忍ぶ」といった意味だ。

「つまりそういうことよ」

　どういうことだよ。

「毎晩寝るときに夜空のバカ面を見ながら夜空のかぶったカツラの臭いをかぐことであいつに味わわされた屈くつ辱じよくを思い返して、いつかあのバカをとっちめてやるって気持ちを奮ふるい立たせてるの」

　あたしって立派でしょ、と言わんばかりの雰囲気。

　に、臭いをかぐときましたか……。

　数ある星奈の残念な行動の中でもぶっちぎりでトップを獲得できるほどの奇行に、俺は恐怖すら覚えた。

　初めて女子の部屋に入ったトキメキとかそんなものは完全に吹っ飛んだ。

　柏かしわ崎ざき星せ奈な……いろんな意味で恐ろしい女だった。

「んふふ、いつかあのバカをぎゃふんと言わせてやるわ！」

　夜よ空ぞらの写真を見上げながら決意を表明する星奈だった。





　　






　はじめの一歩で軽くトラウマを植え付けられつつも、俺おれと星奈は予定通り試験勉強を開始した。

　部屋の真ん中に用意された丸テーブルに二人して教科書やノートを広げて勉強。

　まずは一番の目的だった、一年の頃ころの試験問題を見せてもらい、問題の難易度的にはこれまで通ってきた高校とそんなに変わらないことを確認して安あん堵どする。

　ミッションスクールだけあって倫理や世界史は普通の高校では出てこないような問題が多いが、それは普段の授業から考えて想定の範囲内だった。

　そんなわけであとは普通に勉強開始。

　学年トップの星奈がいるというのは心強い……………………………………………………………………………………………………………そう思っていた時期が俺にもありました。

　努力しなくても優秀なやつにありがちなことに、星奈は他人に教えるということが致命的に下へ手ただった。

　俺が数学の難問について教えてもらおうとすると、正解だけはサクッと出してくれるのだが、どうしてそういう答えになるのか星奈の説明ではさっぱりわからない。

　あげくの果てには「なんでこんなのもわかんないのよバッカじゃないの!?」などと罵ののしられる始末。

　もちろん俺にとってそれが愉快であるはずもなく、俺は星奈になにか尋ねるのをやめ、わからない箇所があっても全部自力で頑張るようになった。

　しかし星奈はそれはそれで面白くないようで、俺が悩んでいると「教えたげよっか!?　学年トップの女神が直々に教えたげよっか!?」と嬉き々きとして下手くそな解説をしてくる。そして最後には結局毎回「小こ鷹だかのバァァァカ！」で終わる。

　これは家で一人でやってた方がはるかにマシなのでは……。

　俺が後悔し始めた矢先、

「失礼いたします」

　澄んだ声がして、部屋に一人の女性が入ってきた。

　執事服姿の金髪の美人──柏崎家の家か令れい、ステラさんだった。

「お飲み物をお持ちいたしました」

「ん。ありがとうステラ」と星せ奈な。

　ステラさんがトレイに乗せられた紅茶とカステラをテーブルに置く。

　それから能面のような無表情で、俺おれに向けてぺこりと頭を下げた。

「お久しぶりです小こ鷹だか様」

「あ、どうも……」

「進展のほうはいかがですか？」

「進展？　……まあ、ぼちぼちです」

　本当は全然はかどってないけどな……試験勉強。

「左様ですか」

　言いながらステラさんは執事服のポケットから何かを取り出し、それをそっと俺の手に握らせた。

「宜よろしければお使い下さい」

「？」

　ステラさんに渡されたものを確認する。

　正方形の小さな袋──なんというか十八禁的な行為の際に使うゴム的なアレだった。

「ちょ、は!?　ええ!?」

「それではごゆっくり」

　慌てる俺にもう一度一礼し、ステラさんは部屋を出て行った。

「小鷹、ステラからなにもらったの？」

「な、なんでもない！」

　慌ててそれをポケットにしまい、俺は紅茶を一気に飲んだ。

「うあちっ！」

　……ステラさん、相変わらず謎なぞの人だった……。





　　






　紅茶とケーキで休憩したあと、俺たちは再び試験勉強を再開した。

　しかし星奈は今の休憩で完全に勉強する気が抜けてしまったのか、「あー、たーいーくーつー」と床にごろんと仰向けになった。

　その拍ひよう子しに短いスカートがギリギリなところまでまくれ上がり、目のやり場に困る。

「あ、そうだ！」

　むくりと起きあがり星奈が楽しそうに言う。

「ゲームしよゲームっ！」

「ゲームってお前……」

　でもまあ……気分転換にはいいか。

　そう思って、俺おれは「ちょっとだけだぞ」と頷うなずいた。

　星せ奈なが選んだのはＰＳ３の、小こ鳩ばとが愛するアニメ『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』が原作の対戦格闘ゲームの最新作だった。

　原作付きのゲームとはいえ純粋に格ゲーとしての評価がかなり高く、原作を知らずにゲームだけプレイする人も多いとか。

　うちにはＰＳ３がないのでこのゲーム自体はやったことがないが、ＰＳ２で出た前作や前々作なら小鳩に付き合ってけっこうプレイした。

　基本的なゲーム性は前作とそれほど変わってないだろうから、なんとかなるだろう。

「小鳩ちゃんこれのアニメ好きなんでしょ？　こないだブルーレイも全巻揃そろえたの。まだ見てないけど今度小鳩ちゃんがうちに来たときにふひひひひひひひ」

　気持ち悪い笑みを浮かべながら、星奈がキャラクターを選択する。

　果たして再び小鳩がこの家に来ることはあるのだろうかと思いながら（ちなみに今日小鳩に「一緒に来るか？」と聞いたら超すっぱい梅干しを食べたときのような顔で「や！」と即答された）、俺もキャラクターを選択し対戦が始まる。

　買ったばかりという話だったが例によって星奈は初心者とは思えないほど上手く、実力は俺とほぼ同じくらいだった。

　互角の相手との対戦というのはとても面白い。

　俺たちは時間が経つのも忘れて、一進一退の白熱した戦いを繰り返した。





　　






　ようやく我に返ったとき、時刻はすでに午後七時半をまわっていた。

「やらかした……！」

　試験勉強そっちのけでゲームに熱中するなんて、アホか俺は！

「んんん楽しかったーっ！　なかなかいい対戦だったわ！」

　星奈は伸びをしながら満足そうに笑った。

「……はいはい。俺も楽しかったよ」

　ちなみに戦績は最終的には星奈が勝ち越した。

　ちょっと悔しい。

　……試験勉強のほうはしょうがない……家に帰ってから頑張ろう。

「じゃあ俺はそろそろ帰──」

　と、そのとき、

「お嬢様、小こ鷹だか様、お食事の準備ができました」

　まるで計ったようなタイミングで、部屋の外からステラさんの声。

　……どうやら、まだ帰れそうにないようだった。

　小こ鳩ばとに「今日は冷凍食品かカップ麵めんでも適当に食べてくれ」とメールして、俺おれは柏かしわ崎ざき家で夕飯をごちそうになった。

　俺と星せ奈な、そして理事長の三人で食卓を囲む。

　前に来たときと同じく今日も和食がメインで、相変わらずとても美お味いしかった。

「ごちそうさまでした。じゃあ俺はそ──」

「小鷹君」

　俺の言葉を遮さえぎり厳おごそかな声で理事長が言う。

「今夜は泊まっていきなさい」

「いや、あの」

「泊まっていきなさい」

「……はい」

　そういうことになった。





　　






「はぁ～……」

　柏崎邸の大きな浴場にて。

　俺は身体を洗いながら、大きく息を吐いた。

　なんていうかこの家は……疲れる……！

　これまで誰だれかの家に泊まるどころか、友達の家に遊びに行った経験さえほとんどなかった俺にとって、いきなりこんな豪邸で丁てい重ちようにもてなされるのはアウェー感がひどくて全然気が休まらない。

　理事長もステラさんもいい人だとは思うんだけどな……。

　そんなことを考えていると、突然うしろでガラリと浴室の扉が開く音がした。

「!?」

　慌てて振り返る俺の目に飛び込んできたのは、


肉　




…………の父。



「んな……！　り、理事長……!?」

　肩にタオルを掛けただけの、全裸の柏かしわ崎ざき天馬ぺがさすがそこにいた。

　細身だが弱々しい印象は微み塵じんもない、贅ぜい肉にくのまったくついていない引き締まった体たい軀く。

　四十代とは到底思えない若々しい肌はだ艶つや。

　まるで芸術的な彫像のごとき、均整のとれた完かん璧ぺきなプロポーション。

　……どうして俺おれは全裸のおっさんの外見描写を淡々と語っているのだろうかと泣きたくなった。

「背中を流そう」

　絶句する俺に淡々と言って歩み寄ってくる理事長（フリチン）。

「け、結構です遠慮します！」

　すると理事長は感心した顔で鷹おう揚ように頷うなずく。

「うむ……相変わらず君は慎み深いな。隼はや人とならば何も気にせず石せつ鹼けんを投げて寄越してくるところだ。しかし気にすることはない」

　気にするっつーの！

　脳内でツッコんでいる間に、理事長はひょいと俺の前にあった石鹼を取り、どっかりと俺のうしろで腰を低くした。

　どうして……どうしてこうなった……！

　理事長がタライで湯船からお湯を汲くみ、タオルを濡ぬらして石鹼をつける。

　そして──ごしっ！　ごしっ！

　背中の真ん中にタオルの感触。

　うわ……正直………………気分がいい。

「どうかね」

「は、はい！　いいと思います！」

　他の人に背中を洗ってもらうなんて、父さんと一緒に風ふ呂ろに入っていた小学校低学年のとき以来だ。

　小こ鳩ばとの背中を洗うのは一年くらい前までよくやってたけど。

「……こうしていると、隼人に初めて銭せん湯とうに連れて行かれたときのことを思い出す」

　懐かしそうに理事長は言う。

　そんなことを俺に言われても困るのだった。

「ときに小こ鷹だか君」

「は、はい」

　理事長は少し間をおいて、神妙な口ぶりで言った。




「うちの星せ奈なはもしかして、学校でいじめられているのではないか？」




　…………はい？

「いや、そんなことはないと思いますけど……」

　むしろ学校では常に女王様のように振る舞っているらしいし。

　女子には嫌われてるようだが、いじめられているというわけではないだろう。

「ふむ……そうか……」

「何か気になることでも？」

　俺おれが尋ねると、理事長は言いにくそうに、

「……いや、先日……言っても信じられないかもしれないが……星奈が頭にイカ焼きやら焼きそばを乗せて帰ってきたことがあってな……」

「ぶぼっ！」

　噎むせた。

「……どうかしたかね？」

「い、いえ、なんでもありません！」

「そうか。……星奈が『これは自分に相応ふさわしい最高のヘアスタイルだ』などとたわけたことをぬかすので、あのときは厳しく叱しかってしまったのだが……冷静に考えて、あんな愚かしい髪型があるとは思えん。あれはプライドの高い娘だ……誰だれかにいじめを受けたのを誤魔化すため、強がりであんな戯たわ言ごとを言ったのかもしれんと心配になってな……」












「ソ、ソウデスカ……」

　俺おれは顔を引きつらせて言った。

「あ、あの、ところで理事長は最近星せ奈なの部屋に入ったことは……」

　おそるおそる尋ねると、

「いや、高校生になったあたりから、私が部屋に入るのを嫌がるようになってな。まあ、あの年とし頃ごろの娘なら仕方あるまい」

　教育者として、そして父親として真っ当なことを言う理事長。

　あなたの娘さん、自分をよく泣かせてる相手の隠し撮り写真を天井に貼はり付つけたり、彼女の私物の臭いを毎晩かぐという変態的行為に及んでますよ……なんて言えるわけがねえ！

「ま、まあ、いじめを受けているなんてことはないと思いますよ、多分……」

　むしろ生き生きと仕返しを考えてるし。

「ふむ……だといいが……」

　なおも心配そうな理事長に俺は、

「も、もしも星奈がいじめられているようなことがあれば、俺が絶対に守りますから！　だから安心してください」

　理事長はタライにお湯を汲くみ、俺の背中を流した。

　そして険けわしい中にも親しみの込められた声こわ音ねで俺に言う。

「そうだな……頼んだぞ小こ鷹だか君。君にならば星奈を任せられる」

「はいっ」

　と俺は返事をした。




　……自分がどんどん取り返しのつかない状況になっていることに、このときの俺はまだ気づいていなかった。
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　放課後。

　俺おれと夜よ空ぞらが部室に入ると、中には星せ奈なと幸ゆき村むら、そして一人の見知らぬ少女がいた。

　セミロングの黒髪の小柄な少女で、制服の上から白衣を着──って、

「なんだ理り科かか……」

「第一声からガッカリ台詞せりふですか!?」

　俺の呟つぶやきに、理科は抗議の声を上げた。

　ちなみに一瞬誰だれだかわからなかったのは、理科が普段はポニーテールにしている髪を下ろし、そして眼鏡を掛けていなかったからだ。

　髪を下ろしているところは夏休みにも見たことがあるのだが、眼鏡を外しているのを見るのはこれが初めてだった。

「眼鏡はどうしたんだ？」

「今日は持ってきてないです。たまには眼鏡なしもいいかなって。イメチェンというやつですね」

　さらりと言う理科。

　眼鏡を外し髪を下ろした理科は、正直なところ、かなり可愛いと思う。

　だからまあ、イメチェンとしては成功しているのだが、

「眼鏡なしもいいかなって……コンタクトにしたのか？」

　理科は軽く首を横に振り、

「理科はもともと伊だ達て眼鏡めがねだったんですよ」

「マジで？」

　衝撃の事実におののく俺。

「はい。べつに視力悪くないですし」

「マジでか……なんで伊達眼鏡なんて掛けてたんだ？」

「伊達眼鏡なんだからファッションに決まってるじゃないですか」

「……お前の口からファッションなんて言葉が飛び出すなんて思わなかったよ」

「それなら『キャラ作り』と言い換えてもいいかもしれません」

「あ、それなら納得だ」

「……それであっさり納得されると、こっちは微妙に釈然としませんケド」

　理科は不満げに唇を尖とがらせ、

「で、どうですか先輩。今の理科。うっふーん」

　悪戯いたずらっぽく笑い、片手でそっと後ろ髪を梳すいてみせる理科。

　髪を切る前の夜よ空ぞらのようにクールな雰囲気の美人というわけではなく、星せ奈なのように誰だれもが振り返る華やかさがあるわけでもないのだが、完かん璧ぺきすぎて逆に近寄りがたいところがあるこの二人とは違い、親しみやすい真っ当な可愛らしさがある。

　案外、学園一の美人とかアイドルみたいなタイプより、こういう娘この方が男子生徒にモテたりするのではないだろうか。

　元々ちょっと幼い顔立ちだった理り科かだが、眼鏡にポニーテールというオプションも取っ払われて、飾り気のない素朴な魅力が強調されている。

　たとえるなら野山に咲く一輪の花のような可か憐れんさ。

　好みか好みでないかで言えば正直、ストライクだった。

「たとえるなら野山に咲く一輪の花のような可憐さ──好みか好みでないかで言えば正直、ストライクだな……」

「!?」

　理科の顔がボッと赤くなった。

「ん？」

「い、いいいいきなりナニを言うんですか先輩っ！」

　顔を真っ赤にして抗議してくる理科。

「あれ……もしかして俺おれ、口に出してた？」

「思いっきり！」

「そ、そうなのか」

　だとしたらちょっと恥ずかしいな。

　ぐりっ！

「ぐおおっ!?」

　なぜか俺の隣にいた夜空がいきなり俺の足を思いきり踏んできた。

　超痛い。

「なにすんだよ!?」

「……べつに」

　死ぬほど不機嫌そうな顔で夜空は言った。

「……死ねばいいのに」「あにき……」

　星奈も俺に冷たい目を向け、幸ゆき村むらは泣きそうな顔になっていた。

「小こ鷹だか先輩が理科に対してそこまで性的な魅力を感じていたなんて……！　だったらいやらしいことしましょう先輩今すぐに！」

「アホか！」

「おっと、たしかに可憐な美少女としてはちょっと品がなさすぎましたね……ここは上品な日本語で……理り科かとおやらしいことおしましょう先輩？」

「……はあぁぁぁぁ……」

　俺おれは心の底から残念な気持ちになり、深々と溜ため息いきをついた。

「ちくしょう……なーんでお前が理科なんだろうなあ……お前が理科じゃなければよかったのに……クソッ、この世に神はいねえのか……！」

　繰り返すが、外見的にはストライクだ。

　だからこそ、だからこそ余計に……。

「世界を憎むかのような顔で歯ぎしりまでしつつ理科の人格を全否定ですか!?　こっちの方が泣きたくなりますよ!?」

　心外そうにふくれっ面で文句を言ってくる理科。

　まあどれだけ外見がよくても理科ならどうでもいいや……。

「ふう……んじゃ、勉強でもするか……」

「り、理科の心に傷を負わせたフォローもなし……!?　鬼き畜ちくすぎますよ先輩……でもそれが逆に……くやしい、でも感じちゃう……！」

　うなだれながらなにやら葛かつ藤とうしている理科を尻しり目めに、俺は椅い子すに座って鞄かばんから教科書やノートを取り出す。

　しかしまあ、夏服に着替えた小こ鳩ばとといい、髪を切った夜よ空ぞらといい、うちの部の連中はわりとあっさり自分の象しよう徴ちよう的な記号を捨てるよな。

「なんか今日の先輩ほんとに冷たいですね……。もーいいです。理科は二次元に逃避して傷ついた心を慰めます」

　拗すねた顔で理科が言って、自分の鞄からなにやらプラスチック製の四角いパッケージを取り出した。

　パッケージを開け、中にあったディスクを手に取る理科。

「星せ奈な先輩、テレビ使っていいですか？」

「んー、べつにいいわよ」

　星奈の許可をとると、理科はテレビのスイッチを入れ、続いてテレビに接続されているＰＳ３の電源を入れた。

　ちなみにこのＰＳ３は理科が夏祭りの射的でゲットしたものだ。

「ゲームするの？」

「アニメ見るんです。昨日ＡＭＡＺＯＮＥＳアマゾネスからブルーレイ届いたので」

　理科がブルーレイディスクをＰＳ３に挿入。

　しばらくしてテレビ画面に会社の名前のロゴなどが表示されていく。

「なんのアニメ？」

　星奈が尋ねると、




「『ホモゲ部』の劇場版です」




　ばちこん！

　理り科かが答えた瞬間、夜よ空ぞらがハエ叩たたきで頭をはたいた。

「部室でなんて破は廉れん恥ちなものを上映しようとしてるんだ貴様は！」

「知ってるのか？」と俺おれ。

「い、いやもちろん聞いたこともない作品だが、タイトルで１００％それ系だとわかるだろうが！」

　顔を真っ赤にして怒鳴る夜空に理科は力強い声で反論。

「破廉恥なものなんかじゃありません！　たしかにこのアニメはもとはＭＦソフトキラルから発売された十八禁ＢＬゲームが原作になっていますが、テレビアニメ版では過激な描写などは削られて小さなお子さんも安心して楽しめるアニメに生まれ変わったのです！　劇場版では若じやつ干かんセクシーな描写も増えましたが、エロアニメではなく一般向け作品であることに違いはありません！」

「知るかどうでもいいそんなこと！」

「どうでもよくありません！　ほらよーく見てください！　ないでしょう!?　十八禁マークないでしょう!?」

　理科がディスクの入っていたケースを夜空に突きつける。

　そこには『ホモゲ部　劇場版』というタイトルのほか、やたらとガタイのいいピンク色の髪をしたあどけない顔立ちの美少年と、これまたえらくマッチョな、緑色の髪をした（マッチョな体格には不釣り合いにもほどがある）涼しげな容よう貌ぼうの美少年が肩を組んで笑っている絵が描かれていた。

　上半身がアップになっているので正確にはわからないが、おそらく二人とも服を着ていない。

「み、見せるなバカ！　十八禁であろうとなかろうと、そんな怪しげなタイトルで怪しげなパッケージのアニメがまともなはずがない！」

「そんなふうに内容を見てもないのにパッケージの印象だけで判断するのはよくないことだと思います！」

「だ、だからそんなの近づけるなー！」

　パッケージを顔にぐいぐい押しつけてくる理科に夜空が悲鳴のような声を上げる。

　そんな二人に、




「たしかに、よく知らないものを見た目だけで判断するのはよくないと思う」




　俺おれは真剣にそう言った。

「小こ鷹だか!?」と夜よ空ぞらが驚いた顔をし、「小鷹先輩！」と理り科かが表情をぱあっと輝かせた。

　今の理科の言葉は正しいと俺は思う。

　幼い頃ころからずっと見た目の印象だけで判断され苦い人生を送ってきた俺としては、「印象だけで判断するな」という言葉を無視するわけには絶対にいかないのだ。

「否定するにしてもとりあえず中身を見てからにすべきだと俺は思う。外見だけで否定されるのはな……辛いもんだよ……」

「むー……小鷹がそう言うなら……」

　夜空が憮ぶ然ぜんとした顔で言った。

「さすがです小鷹先輩。それじゃ夜空先輩も一緒に見ましょう『ホモゲ部』。内容はテレビ版を再構築して新作カットを大量に加えたものなので、一見さんでも大丈夫だと思いますから！」

　張り切って言う理科に、夜空は渋々といった様よう子すでうなずき、理科の隣に座って映像を見始めた。

「……まったく。どうして私が……」

「まあそう言わないでくださいよ。夜空先輩だってきっと男たちの腐ふつくしい友情に心を打たれるはずですよフフフ……」

「…………うつくしい友情が……ふむ……」

　神妙な顔で夜空が呟つぶやいた。

　なんか聞き間違いがあったような気もするけど……まあいいか。

　そこでちょうど制作会社などの表示が終わり、本編が始まる。

　俺は夜空の隣に腰を下ろした。

　夜空に内容を見てから判断しろと言った手前、俺も見ないわけにはいかないだろう。

『ホモゲ部　劇場版　～これがオレとオマエの真実の未来トウルー・フオーチユン～』

　タイトルとともに、学校の映像とチャイムの音。

　話の内容はこんな感じだった。




　とある男子校に入学したばかりのごく普通の高校生、日下部くさかべ史ふみ雄お（パッケージに描かれていたピンク髪のマッチョマン）は、当初アメフト部に入るつもりだったのだが、なんとアメフト部は去年で廃部になっていた。

　仕方なく他の部活を探して歩いていると、アメフト選手のようなガタイのいい二人のマッチョが汗まみれになりながらがっぷりと組み合っているポスターを見つける。

　興味を引かれた史雄がポスターを見ていると、緑色の髪をした一人の美少年（パッケージに描かれていたもう一人のマッチョ）、藤ふじ岡おか暦こよみが声をかけてきた。

「部活をやらないか」

「うほっ」

　暦に誘われた史ふみ雄おが二つ返事で入部したのは、男同士の愛を題材にしたゲームをこよなく愛する男たちが集う部活、通称『ホモゲ部』だった。

　最初はホモゲーについて何も知らなかった史雄だが、暦や他の部員のおすすめのホモゲーをプレイしたりＢＬ漫画や小説を読んだり、部員たちとの会話をとおして、徐々にホモゲーの世界にハマっていくのだった──。




　はじめのうちは「なんつう無茶な展開だ……」とげんなりしたり「なんで文化系の部活で部員全員筋肉ムキムキなんだよ！」とか心の中でツッコみながら見ていた俺おれだったが、ホモゲ部員たちのむさくるしくも楽しい日々に徐々に引き込まれ、いつの間にか見入ってしまっていた。

　一緒にホモゲーをプレイしたり、好きなホモゲーについて真剣に語ったり、ときにそれが行き過ぎて殴り合いのケンカになってしまったり、カラオケでホモゲー主題歌を歌ったり、彼らの生活はまさにリア充そのもの。

　こんな生活、したかった……。

　ホモゲ部員たちが何度も壁に突き当たりながらも初めての同人ゲームを完成させたときは俺まで嬉うれしくなったし、そのゲームが同人イベントで一本も売れなかったときは本気で悔しくなった。

　落ち込んでいた部員たちを史雄が「また次のイベントに向けて頑張ろう」と新しいゲーム作りへと引っ張ったときは、頼りなかった史雄の成長に心から感動した。

　物語のクライマックス、ホモゲ部のことをよく思わない教師によってホモゲ部が廃部の危機にさらされ、史雄と暦が全校生徒の前で自分たちにとってホモゲーがいかに大切なものかを訴える姿には不覚にも涙が出そうになった。

　ちらっと隣の夜よ空ぞらの横顔を窺うかがうと、その瞳ひとみが潤んでいるのがわかった。

「ふふ、どうですか夜空先輩」

　夜空が涙ぐんでいるのに目ざとく気づいた理り科かがしたり顔で尋ねた。

　夜空は慌てて涙を拭ふき、

「ふ、ふん……まあまあだな……」

　画面に目を向けたまま、誤魔化すように小さく言った。

　廃部という最大の危機をどうにか乗り越え、部員たち──特に主人公史雄とその親友暦との絆きずなはさらに深まった。

　そして場面は暦の部屋に移った。

「自分の部屋に他のやつを呼んだのはオマエが初めてなんだ」

　暦こよみがちょっと照れた顔で史ふみ雄おに言う。

　そして暦は自分のことを話し始める。

　社交性があり誰だれとでもそつなく付き合う暦だが、彼には過去に悲しい出来事があり、そのせいで必要以上に他人に踏み込むことができなかったのだ。

「話してくれてありがとう、暦」

　暦の悲しい過去を聞き、史雄は涙ぐみながらも微笑ほほえんだ。

　暦も微笑む。

　二人の距離が次第に近づいていき、二人は抱擁をかわし、どちらからともなく唇を重ねる────って、えええええええええええええ！！！！！！！？？？？？？？？

　欧米人の挨拶のキスライトキスとは明らかに異なる、ねっとりとした濃厚な接吻デイープキスをかわす二人の顔がアップになり、次第に画面が暗転していく。

「ん……くちゅっ……んぱっ……ちゅぱ……んぁっ♥」

　生々しい音や喘あえぎ声と重なるように男性歌手の歌う壮大なバラードが始まり、下からスタッフロールが流れてくる。

　俺おれはしばらくぽかーんとしながら画面を見ていたが、ハッとして夜よ空ぞらと理り科かの方を向いた。

「はふぅ……あっという間の二時間でしたね……」

　理科が恍こう惚こつとした吐息を漏らした。

「よいものを見せていただきました」

　俺のうしろで幸ゆき村むらの声がした。

　気配にまったく気づかなかったが、いつの間にかこいつも一緒に見ていたらしい。

「…………」

　夜空はというと、どう反応していいか困っているようなしかめっ面で、じっと画面を睨にらんでいる。

「…………理科。一つ聞く」

　ぽつりと夜空が言った。

「なんですか先輩？」

「……最後、あれ……な、なんで史雄と暦はその……き、きすを、したのだ？」

　赤面しながら尋ねる夜空。

「キスですか？」

「あ、ああ」

「なんでって、お互いの気持ちが盛もり上あがったらそりゃあキスしますよ」

　当然のように言う理科に、夜空は慌てた様よう子すでさらに疑問を投げかける。

「だ、だが！　あの二人は友達だろう!?　それなのに……するのか？」

「しますね。テンション上がっちゃったらチュウする、それが人間というものです」

「だ、だからって友達同士であんな……あんな濃厚なのを……」

　ラストのディープキスを思い出したのか、ますます顔を赤くする夜よ空ぞら。

「むしろ友達同士だからこそ、ヤるときはとびっきり濃厚なやつをヤっちゃうのですよブチュっと！」

「そ、そんなの変だろう！」

「ちっとも変じゃありません！　ともに困難を乗り越え心が強く結ばれた二人が、次はお互いの身体を求め合うことは全然不自然なことじゃありません！　むしろ当然のことです！　友達同士だろうが男同士だろうが好きな人とはチュウしてエッチするんです！　それが自然の摂理なのです！」

　自信満々にとんでもないことを断言する理り科かだった。

　自然の摂理とまで言い切りやがったぜこいつ。

　ちらりと後ろに注意を向けると、幸ゆき村むらがすごい勢いでこくこくと頷うなずいているのがわかった。

「……つーかさらりと『男同士だろうが』とか言うんじゃねえよ……」

　ジト目で理科にツッコむも、当然のようにスルーされた。












　夜よ空ぞらはというと、なにやら思案顔。

　その唇が微かすかに動く。




「……そうか……友達同士でもキスするんだ……」




　なにごとか呟つぶやいたあと、夜空は口元をもにゅもにゅと動かし、何な故ぜか安あん堵どするかのような微かな笑みを漏らした。

　……？

「……ふん、まあいい」

　いつもの不機嫌な顔に戻って夜空。

　なにが「まあいい」のかはよくわからなかった。

「まあ、その……たしかに偏見でものを言うのはよくないようだ」

「おおっ！　ということは夜空先輩も腐の道に目覚めてくれたんですね!?」

「ばっ、べっ、べつにそういうわけではない！　ただ、『ホモゲ部』はなかなかよかった……それだけだ！」

　それから夜空は理り科かから目を逸らし、

「……他にもなにかいい作品があったら持ってくるがいい」

「はいっ！」

　理科は嬉うれしそうに頷うなずき、怪しげな笑みを浮かべてブツブツ呟く。

「くふっ、ついに念願のお仲間が……しかしここでチョイスを誤っては水の泡です落ち着くのです志し熊ぐま理科……！　次の作品は慎重に選ばねば……『俺おれのイチモツがこんなに可愛いわけがない』はガチな傑けつ作さくですが十八禁版しか出てないのがネックですね……『這はい寄よってきたよ！　ニャル男さん』もいきなり触しよく手しゆ系だと……もっとソフトで一般向けのやつ……『ワルぶるキッズ！』ならけっこう夜空先輩好みかも……」

「……あまり変なのは御免だぞ」

「ちょっとちょっと夜空！」

　非難がましい声を上げたのは、俺たちが『ホモゲ部』を鑑賞しているとき一人離れたところでパソコンでゲームをやっていた星せ奈なだった。

「なんだ肉」

「なんだじゃないわよバカ！　あんたあたしが部室でギャルゲーやってるときはキモいとか散々こき下ろしてきたくせに、理科のホモアニメはＯＫってどういうことよそんなのズルいじゃない！」

　すると夜空は「ふん」と不機嫌そうに鼻を鳴らし、

「隣りん人じん部ぶの活動目的に相応ふさわしい、男同士の崇高な友情を描いた作品と、変な女どもといかがわしいことをする変なゲームを一緒にするな馬ば鹿か肉め」

「へ、変なゲームじゃないわよ！　ギャルゲーを馬鹿にしたら許さないわよ!?」

「ふん、だったら今貴様がやっているシーンのテキストを声に出して読んでみろ」

「う……!?」

　どうでもよさげに言った夜よ空ぞらに、星せ奈なの顔が引きつる。

「ハッ。その様よう子すだと、今回もまた口にするのもはばかられるような破は廉れん恥ちな内容のようだな？」

「そ、そういうわけじゃないけど、い、今のシーンはちょうどたまたま……アレなシーンだから……」

「ちなみに私は『ホモゲ部』のいかなるシーンでも読み上げることができるぞ。なぜなら貴様がやっている破廉恥なゲームと違って『ホモゲ部』は崇高な作品だからだ！」

　胸を張って言う夜空に星奈は「ぐぬぬ……」と唸うなり、

「だ、だったらやってみなさいよ！　今度は前みたいに国語の教科書に載のってる詩とかで逃げるのはナシだからね！」

「いいだろう。では適当なシーンを再生してみろ」

　夜空はさらりと言った。

「え、ほ、ホントにいいの？」

「もちろんだ。声に出して読んでみせよう。『ホモゲ部』の台詞せりふをな」

「わ、わかったわよ。後悔しても知らないんだからねっ！」

　星奈はＰＳ３を操作し無む作さく為いに場面を選択する。

「ふん、この場面か……覚えている」

「んじゃ、再生するわよ？」

　星奈がボタンを押すとシーンが再生され登場人物が熱い台詞を吐く。

　夜空はそれに合わせて自分も声を上げた。

「『オレはたとえ世界のすべてを敵にまわそうとも、オマエを絶対に守ってみせる！』『ふっ、それはオレの台詞だ。大切なもののため、ともに戦おう！』」

「う……！　なんでこんなタイミングよくかっこいい台詞が出てくるのよ！」

　情感のこもった声こわ音ねで台詞を読み上げる夜空に、星奈は悔しげに呻うめいた。

　ちなみにこの場面は、廃部の危機に追い込まれたホモゲ部を守るため史ふみ雄おと暦こよみが戦う決意をする感動的なシーンだ。

　しかしよく一字一句間違えずに台詞を覚えてたな夜空……。

「うぐぐ……だ、だったら別の場面よ！」

　スキップを適当に何回か押し、別の場面に飛ぶ。

「『たとえ目の前にどんな障害が立ちはだかろうとも、オレの進む道を止めることなどできない！』」

「んがー！　なんかまたかっこいい台詞せりふきちゃったー！」

　星せ奈なが悲鳴を上げる。

「あーもう！　なんで『ホモゲ部』なんてタイトルのくせにそんな無駄にかっこいい台詞がいっぱいあるのよバカ！」

「まあ、熱い作品だったからな……」と俺おれ。

　なんというかこの『ホモゲ部』劇場版、テレビアニメ版を圧縮して再構成した作りということもあってか、やたらと熱い名めい台詞ぜりふやかっこいい見せ場が多く、数分に一回はいいシーンが出てくるのだ。

　もちろん全部が全部かっこいい台詞というわけではなく、日常的な会話やギャグもあるのだが、口にするのもはばかられるような変な台詞は一つもなかった気がする（強いて言えばラストシーンの喘あえぎ声くらいか）。

「『好きなものを好きだと言えないのなら、それは世界のほうが間違っているのではないだろうか！』」

　夜よ空ぞらがさらにホモゲ部部長、朝あさ倉くら美み佐さ男おの名台詞をハモりながら読み上げた。

「ぐぎゃー！　またかっこいいし！　ムサい筋肉ダルマのくせに！」

「ふっ……美佐男をなめるなよ？」

　悔しがる星奈に夜空は嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「さて、私はこれくらいでいいだろう？　そろそろ貴様にもやってもらおうか肉」

「うう……」

「どうした肉。貴様がやっているゲームに何一つ恥じるところがないのなら、今やっているシーンの台詞を大声で読み上げるがいい！　さあ！」

　たじろぐ星奈に夜空はたたみかける。

「ううう……」

「さあ！」

「ふんが────ッ!!」

　涙目になった星奈が叫び、キッと夜空を睨にらむ。

「わーったわよやってやろうじゃない！　今まさにそのホモアニメでも言ってたしね！　好きなものを好きだって言えないなら世界のほうが間違ってるって！　あたしはこのエロゲー『ある日突然金髪ツインテールの妹ができちゃってボクもうガマンできない！』の名誉を守るために世界と戦うわ！」

　……なにそのタイトル。

　星奈は決意あふれる凛り々りしい表情でパソコンに向き直り──……

「よ、読むわよ。お……おにいちゃんのあつくておっきい、お……お……」

「お？」

　星せ奈なの顔が真っ赤になり、屈くつ辱じよくで肩がぶるぶる震ふるえる。

「お、おにいちゃんの、あ、あつくておっきい……おち……」

「もっと大きな声ではっきりと情感を込めて！」

「ぐぐ……」

　夜よ空ぞらのダメ出しに星奈はギリギリと歯を食いしばる。

　そしてすう──っと大きく息を吸い、




「おにいちゃんのあつくておっきいお●んぽであたしのお●んこズンズン突いて、おにいちゃんのち●ぽミルクをあたしのなかにいっぱいどぴゅどぴゅってしてっ!!」




　い、言いおった……！

　こいつ言いおった……！

　うわあ…………。

　部員たちの戦せん慄りつの視線が星奈へと集められる。

「ふ、ふふふ……いつまでもやられっぱなしのあたしじゃないのよ！」

　禍まが々まがしい笑みを浮かべる星奈。

「……は、破は廉れん恥ちな台詞せりふが書いてあるんだろうなとは思っていたが、まさかそこまでアレな台詞だったとは……」

　顔を真っ赤にして夜空が呻うめく。

　星奈は荒い息をつきながら夜空に言う。

「ふふっ、ど、ど、どう……!?　言ってやったわよ!?　これでこのゲームがぜんっぜん恥ずかしいものなんかじゃないってわかった!?」

「え、あ、ああ……うん……私の負けでいーです参りました」

「ちゃんとこっち見て言ってよぉっ！」

　前髪をいじりながら気まずそうに顔を背そむける夜空に、星奈は半泣きで叫ぶ。

「あー……さすがに今のは理り科かでもちょっと口に出せないですねー……なんか人として大切なものが終わってしまう気がします」

「おそれいりました。星奈のあねごはちじょだったのですね」

　理り科かと幸ゆき村むらまで驚いていた。

　夜よ空ぞらは気まずそうに顔を逸らし、

「……まあ、その……お前がそのゲームを大切に思う気持ちはよくわかった……バカにしてすまなかった……」

　素直に謝る夜空に、勝ったはずの星せ奈なはぷるぷると身体を震ふるわせ、

「ふえええんっ！　夜空の変態ホモゲーマニアッ！」

　パソコンを置いたまま、星奈は大泣きしながら部室を飛び出していってしまった。

「……べつに私はマニアじゃないし変態じゃないし」

　憮ぶ然ぜんとする夜空だった。

　しかしまあ、今のはさすがにタイミングが悪すぎだったな……。

　どんなエロゲーにだって、朗読しても恥ずかしくないかっこいい台詞せりふの一つや二つくらいあるだろうに。

　そんなことを思いながらなにげなく星奈の残していったパソコンの画面を見る。

　金髪ツインテールで赤と青のオッドアイの小柄な少女が、主人公にアレなことをされているグラフィックが表示されていた。

　ぶちん。

　……つい反射的に、保存もせずＰＣの電源をＯＦＦにしてしまった。




　隣りん人じん部ぶの本日の活動の成果。

　夜空がＢＬアニメを鑑賞してなにかに目覚めてしまい、星奈が人として大切なものと引き替えに自分の大切なものを守り抜いた。

　他には理科がイメチェンしたが、それはまあどうでもいいことだろう。

　星奈がやっていたエロゲーのキャラクターの外見が小こ鳩ばとに似ていたのは、ただの偶然だったと思いたい。





シスター







　期末試験まであと三日に迫った日の放課後。

　今日から期末試験が終わるまでは原則的にすべての部活動が活動休止となり、生徒は試験勉強に集中しなければならないことになっている。

　普段好き勝手に過ごしているだけの隣りん人じん部ぶとて例外ではなく、俺おれは図書室で夕方まで勉強したあと校舎を出た。

　……ところで。

　俺のかよっている聖クロニカ学園は名前のとおりカトリック系のキリスト教学校ミツシヨンスクールであり、教会から派遣された何人かのシスターが働いている。

　神学や倫理の授業を受け持っているほか、生徒たちの悩みの相談に乗ったり、ミサなどの宗教行事をはじめ様々な仕事に関わっているらしいのだが、詳しくは知らない。

　選択科目で神学や倫理を選ばなかったし、二年生の途中から転校してきた身なので行事などにも参加したことがない俺にとって、シスターというのはたまに姿を見かけることはあっても基本的に縁のない存在だと思っていた。

　隣人部の顧問であり銀髪の幼よう女じよシスター、高たか山やまマリア以外は。

　そんな俺がなぜ急にシスターについて語り始めたかといえば、歩いていたらたまたますぐ近くにいたからだ。

　シスター──俺とは縁がないと思っていた、マリアではないシスターが。

　聖クロニカ学園の敷地はかなり広く、校舎から校門まで石畳の広い通路が延びており、その沿道には幾つかのベンチが設置され、昼休みにはいかにもリア充な感じの生徒たちがよく昼飯を食べている。

　そのベンチの一つに一人のシスターが腰掛けていた。

　ベンチの背もたれに体重を完全にあずけ、両足を大きく広げてだらんと伸ばし、ぐったりと頭を空に向けている。

　右手にはコーラの缶。

　シスターなのにだらしないなあ……と思いつつ、俺は彼女の前を通り過ぎようとした。

　そのとき、




「げっぷ」




　文字で表現するとちょっと違和感があるけど「ごぇっ」「ぇげゅっ」とか他に妥だ当とうな擬音語も思いつかず──まあつまり、字じ面づらどおりでっかいげっぷをした。

　シスターが。

　……い、いやまあ、シスターだって人間だしコーラ飲んでげっぷくらいするさ！　マリアだってポテチ食ってうんこするし！

　そうやって自分の中にある「シスター」という存在が持つ漠然とした神聖なイメージが崩れていくのを抑えつつ、ちょっと早足になる俺おれだった。

　と、そこで。




「あ～、ちょいとそこの悩める子ひつげふっじくん」




　どこかやる気のなさそうな声で、突然そのシスターが喋しやべった（「げふっ」はげっぷで、「悩める子羊」と言おうとしたのだと思う）。

　悩める子羊くんとは誰だれだろうとほんの少しだけ気になりながら、俺は歩き続けた。

「こらこら～、無視すんじゃないよ子羊くん。わたしは神に仕つかえる者ですからね～。わたしに背を向けるってことはあれだよ。神に背そむきし咎とが人びとだよ？」

　無茶苦茶なことを言う人だな……。

　そう思って彼女の方を見ると、彼女とバッチリ目があってしまった。

　こっちを見ている。












　うしろを見ても、俺おれの周囲にはいつものように誰だれもいない。

「……ええと……もしかしなくても俺ですか？」

　嫌々俺が尋ねると、

「うん、モロチン。じゃなくてモチロンねぶははっ」

　頷うなずいてから自らの下ネタで笑うシスター。

　くっ、すげえ変人オーラ（『ドラゴン坊ぼう主ず』における「気」のようなもの）だ……！

　もしかすると隣りん人じん部ぶの連中に匹敵するほどかもしれない。

　戦せん慄りつしながら彼女の姿をよく見て──うっかりそのまま見とれてしまいそうになった。

　とてつもない美少女がそこにいた。

　年はかなり若い──多分俺と同じ高校生くらいではなかろうか。

　夕陽に照らされオレンジ色に輝く銀色の髪。

　澄んだブルーの瞳ひとみ。

「可愛い」と「美人」のちょうど中間くらいの、十代の少女の理想が具現化したかのような絶妙に整った顔立ち。

　シスター服に包まれていてもはっきりとわかるすらりとした脚線美に細い腰、絶妙な大きさの胸。

　マリアと同じく北欧系の美少女──というか、マリアがあと七年ほど成長したらこんなふうになるんじゃないかという超ちよう弩ど級きゆうのミラクル美少女がそこにいた。




「あ～、どっこいしょ」




　億おつ劫くうそうにベンチから立ち上がり、俺の方へ歩いてくるシスター。

　ど……どっこいしょって、てめえ……。

　このレベルの美少女が──というかべつに美少女じゃなくても──若者が口にしていいかけ声じゃねえだろそれは！

　軽く眩暈めまいすら覚える俺だった。

「はぁ……なんか用ですか？」

「やー、なんちゅうか、悩みでもあんのかなって。自分シスターなんで、悩んでる生徒をほっとくわけにもいかないっしょ」

　ぽりぽりと片手で尻しりをかきながら（！）シスターは言った。

「悩み、ですか……そりゃまあ、なくはないですけど」

　期末試験のこととか、夜よ空ぞらのこととか、星せ奈なのこととか、幸ゆき村むらのこととか、理り科かのこととか、小こ鳩ばとのこととか、ステラさんにもらったゴムの処分のこととか、目の前に現れた変人シスターのこととか。

　友達ができないこととか。

「うんうん、わかるよ～。人生いろいろあるよね～。辛いこととか悲しいこととか。だからそんなふうにグレちゃうのも無理はないよね～」

「…………あの。髪の毛のことを言ってるなら、これは地毛ですけど」

　わかったような顔でうんうん頷うなずくおっさん系美少女シスターに俺おれは言った。

「え、地毛なん？」

「はい」

「そっかー、地毛かあ…………」

「…………」

　微妙な沈黙ののち、

「ま、人生いろいろあるよね～」

　シスターは誤魔化した。

　それからなぜか少し残念そうに溜ため息いき。

「おとなしめのお坊ちゃんお嬢ちゃんばっかのこの学校で、なかなかいい感じにロックしてんなーと思ったんだけどねー」

「地毛じゃなくて本当にヤンキーだったほうがよかったみたいな言い方ですね……」

　少し呆あきれながら俺が言うと、シスターはあっさり肯定。

「ん～。わたし従順な子羊ちゃんよりかは、ロックしてるやつのほうが若者らしくていいと思う人だからねえ」

「聖職者がそんなこと言っていいんですか？」

　微妙に苦笑が漏れる。

　すると彼女はスッと目を細め、

「ロックの基本思想は体制への反逆だよ。キリスト教も最初は旧来の権威への反逆から始まったからね～。べつにそうおかしなことでもないんよ」

「そうなんですか？」

「ん。当時のユダヤ教の主流派に対して『いやお前らの考えはおかしい』って反抗した、ナザレのイエスくん率いるユダヤ教イエス派とでも呼ぶべき宗派。それがのちにキリスト教と呼ばれるものなのでありました～」

　キリストをイエスくん呼ばわり……。

　マリア以外のシスターを知らないが、彼女がかなり型破りな人だということはなんとなくわかる。

「はじまりがそんなだから、本来のキリスト教はおとなしめのいい子ちゃん宗教ってわけでもないわけさね。むしろけっこう過激にロック。昔の時代なんて抵抗しなけりゃ一方的にやられちゃうだけだから、そりゃ過激にもなるわさ」

「へえ……」

「かの有名な『右の頰ほおをぶたれたら左の頰を差し出しなさい』ってのがあるっしょ？　あれだってもともとは『暴力はよくないです』なんてヌルい主張じゃなくて、『一方的な暴力に対して抵抗する手段がなくても、心だけは決して屈せずに「もう終わりか？　まだ左の頰があいてるぜ？」って強気にのたまうくらいの精神で敵に立ち向かいなさい』みたいなニュアンスだったらしいよん」

「イエスくんロックしてますね」

「んー、かっけーよねー」

　シスターは愉快そうに笑った。

「んまー誤解されるとアレなんでゆっとくけど、わたしは教会の神父さまが説かれるような博愛や思いやりの精神は肯定されるべき立派なものだと思うし、もちろん暴力や戦争を肯定してるわけじゃないし、やたらめったら社会に反抗するのが正しいって言ってるわけでもないよん。ただ、べつにいつもおとなしい従順な子羊ちゃんでいる必要はないよっちゅうことさね」

「……なるほど」

　神妙にうなずく俺おれ。

　呼び止められたときはどうしようかと思ったが、意外と面白い話を聞けた。

　こんな人が講義をしてくれるんなら、神学や倫理の授業を選択するのもよかったかなとちょっと思った。

　話して喉のどが渇いたのか、シスターは手にしたコーラを飲む。

「ぐびぐび………………げっふっ」

　気持ちよさそうに大きなげっぷをしたあと、

「呼び止めて悪かったね～。どうも年をとると説教くさくなっていけねぇや」

　美少女シスターはニカッと人なつっこい笑みを浮かべた。

　いくつなんだろうこの人……。

「……や、いい話が聞けてよかったです」

「そう？　まあ悩みがあったら生徒相談室に来きんさいな。わたしは基本的にそこでごろごろしてるからねー」

　そう言って校舎のほうへと歩いていくシスター。尻しりをポリポリ搔かきながら。

　なんというか、飄ひよう々ひようとした雰囲気の人だった。

　これで外見が渋いおっさんだったらさぞかしサマになっていたに違いない。

「つーか、ごろごろて」

　俺は苦笑し、

「そうだ、名前教えてもらってもいいですか先生」

　呼び止めるとシスターは振り返り、やんわりとした笑みを浮かべて言った。




「高たか山やまケイト。ケイトちゃんとかマザー・ケイトって呼ぶ子もいるね」




　……シスター、高山ケイト。

　高山…………高山？

　俺おれがその名字に引っかかりを覚えたそのとき。

「おにちゃんっ！　あははお兄ちゃんだ────っ！　お兄ちゃんがおるげあはははははっ！」

　道の横にある芝生の丘（その先には礼拝堂が見える）を脇わき目めもふらず全力疾走で突っ切って、勢いよく俺に飛びついてきた一人の小さなシスター。

　マリア──高山マリア。

「あはは今日は部活ない日の放課後なのにお兄ちゃんがおったあははは！　うおー！　なんでなんで!?　すげー！　お兄ちゃんがおるすげー！」

　よくわからないが超テンション上がっちゃってるマリアの頭を、俺はいつものように撫なでてやる。

　マリアは幸せそうな顔で俺を見上げ、

「なーなー、今日のお昼ご飯もちょう美う味まかったぞ！　卵焼き！　卵焼きがとても美お味いしかったです！　なんでなんで!?」

　ちなみに俺は学校がある日はいつも、マリアに昼の弁当を作っている。

「今回は味付けをけっこう甘めにしてみたんだが気に入ったか？」

「はいっ！　たいへんよくできておりましたーっ！　ばんざーい！　ばんざーい！　ばんざーい！」

　元気よく両手を上げて返事をするマリア。

　しかしまあ、ここまで喜んでもらえると作り手冥みよう利りに尽きるというものだ。

　今朝作った卵焼きは俺の好みからするとちょっと甘すぎたのだが、小こ鳩ばとにも好評だったしこれから弁当のやつはあの味付けにしよう。

「卵焼きを甘くできるなんて奇跡みたいだなーあはは！　もしかしてお兄ちゃんは救世主メシアなのか!?　スゲー！」

「いや、そんな大それたものでは……」

　キリストの奇跡を目の当たりにした二千年前の人々のようなキラキラした目で俺を見つめるマリアに苦笑し──、

「あ、そうだマリア。この人、」

　俺が視線を、シスター──高山ケイトに向ける。

「んー？」

　マリアはそれで初めてケイト先生の存在を認識したらしい。

「ギャ────ッ!?」

　悲鳴を上げて、ケイト先生から隠れるように俺おれの後ろに回るマリア。

「な、ななななんでババアがお兄ちゃんと一緒にいるのだ!?」

「やっぱり知り合いだったのか」

　マザー・ケイトの名前は以前マリアから聞いたことがある。

　曰いわく、「ワタシの上司のようなもので、とてもこわいババア」と。

　どう見ても十代の女の子に「ババア」はねえだろと思うものの、小さい子が中学生や高校生をジジイやババアと呼ぶのはよくある話ではある。

　しかし名字が同じ「高たか山やま」というのは……。

「だれがババアじゃだれがっ！」

「ギャアアア────ッ!?」

　ケイト先生が恐るべき瞬発力で俺の陰に隠れるマリアのさらに後ろへと回り込み、マリアの頭を両側から握にぎり拳こぶしでグリグリとやった。

　昔母さんにやられたことあるけど、あれってかなり痛いんだよな……。

「フンギャ──ッ！　痛い痛いですやめろうんこババア死ね──!!」

　シスターにあるまじき暴言を吐くマリアにケイト先生は凶暴な笑みを浮かべながら、

「だからババアじゃないだろー？　『お姉様』だろー？」

「うるせーうんこクソババア！」

「うんことクソがダブってるぞ～うんこクソマリア」

「いだ──っ！　死ね死ねうんこババア！」

　ケイト先生がさらに力を込め、マリアの悲鳴が大きくなる。

　しかしまあ二人とも、まるで妖よう精せいみたいに可か憐れんな容姿とお下品な言葉とのギャップが酷すぎるな……。

「ほれ、言ってみそ。お・ね・え・さ・ま」

「グググ……バ、ババアのうんこ！」

「わたしババアだから耳が遠くてねー。あとババアなので手加減もできねえんだ」

「ウギャ──ッ！　痛いです痛いですごめんなさいワタシが悪かったですお姉さバア」

「まーだ言うかこのガキんちょっ！」

「いいいいいたあああいいいいッ!!　許してくださいお姉様！」

　涙目になって謝ったマリアにケイト先生はようやくグリグリをやめた。

　と、そこで不意にケイト先生が俺の方に視線を向ける。

「ところでもしかして、キミは羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかくんかい？」

「あ、はいっ！」

　なんとなく緊張した声で答える俺おれ。

「そっかー。マリアからいつも聞いてるよ。うちのバカな妹が世話になってるねえ」

「あ、いえ、こちらこそマリア先生にはいつもお世話に……」

　マリア個人に世話になっているかといえばなってないけど、隣りん人じん部ぶの顧問として部室を提供してもらっているので間違いでもないだろう。

「って、妹!?」

「うん。わたしはマリアのお姉様だよ」

「ふんっ！　オマエなんてうんこババアなのだうんこババア！」

　ごつん。

　マリアのほうを振り向きもせずにゲンコツを食らわせるケイト先生。

「ふぎゃっ！」

　……マリアの姉、か。

　姓も同じ「高たか山やま」だし、銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんで異様に整った目鼻立ちもよく似ている。

　姉妹であることに疑いの余地はないが、マリアはなんとなく一人っ子という印象があったので少し驚いた。

「んっはっは、しかしなるほどねー、キミが噂うわさの小こ鷹だかお兄ちゃんだったのかい」

　愉しげに、俺を値踏みするように見るケイト先生。

「まあ見てのとおりバカな妹だけど、よろしく頼むよ小鷹くん」

「ふーんだ！　ババアなんかに頼まれなくったってお兄ちゃんはお兄ちゃんなのだクソが！」

　隙すきを見てケイト先生の手から逃れ、「あっかんべーっ！」をしてから脱だつ兎とのごとく逃げていくマリア。

「礼拝堂に戻ったらちゃんと仕事しろよー」

「やなこったーっ！」

　マリアは律儀に振り返って答え、再び走っていく。

「やれやれ……」

　尻しりをかきながらケイト先生は苦笑いを浮かべた。

　それから腰に手をあててぐいっとコーラをあおる。

「ったく、どうしてあんなバカな娘こになっちまったんだろ、げっぷ、うね？」

　お姉さんの前でマリアをバカな子供呼ばわりするわけにもいかず、俺は微かすかに首を傾かしげて愛想笑いを浮かべるしかなかった。

「でもま、キミには……キミたちには感謝してるんだよね～」

　突然お礼を言われて戸惑う。

「キミ、たち？」

「ん。『隣りん人じん部ぶ』、だっけ？　その顧問になってから、マリアは元気になったよ」

「そうですか？　あいつはもともと元気だったような……」

　マリアがまだ俺おれに懐く前のころを思い出し、俺は言った。

　ケイト先生はかぶりをふり、

「なんちゅーか、良くも悪くも子供らしくなってくれたってことさ。あのバカ、昔からお勉強がよくできたから神と父うさんたちにも期待されてて、けっこう大きくて有名な小学校に通わせてもらってたんだけどね～。お勉強しかよくできないバカだったから、思い上がってまわりの子を見下すんだよね。小学校を飛び級で卒業して自分の学力が中学どころか高校でも通じるとわかってからは、ますます増長しちゃってさ……」

　ケイト先生が遠い目をする。

「小こ鷹だかくん、プライドの高いエリート高校生ばっかりのクラスに、彼らよりも学力の高いクソ生意気で口が悪いガキを一人放り込んだらどうなると思うね？」

　……想像した。

　残念ながらあまり好ましいビジョンは浮かんでこなかった。

「まあ、どういうことになったかは概おおむねご想像のとおりさね。恥ずかしながらそうなって初めて、マリアにはお勉強より先に学ぶことがあるんじゃないかって、わたしを含め周囲の大人たちはようやく気づいたってわけさ」

　寂しそうに笑うケイト先生に、俺はなにも言えなかった。

「だからまあ、小鷹くんやキミの妹の……『うんこ吸血鬼』ちゃんでいいのかね？　あと三み日か月づき夜よ空ぞらさん。特に彼女には、どれだけ感謝しても足りないね」

「夜空？」

　不思議に思う俺。

　夜空とマリアの絡みというと、魔人明あ日す太た郎ろうやイケメンになって好き勝手にいじめている様よう子すしか思い出せない。

「過去の件でわたしたちはマリアにどう接していいのかわからずに躊躇ためらってた。三日月さんはそんなマリアを、躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやも配慮もなく、問答無用で外へと連れ出してくれたんだ。あのときのマリアにはあれが一番必要だった。マリアにとって彼女は、『勉強ができる』ってカードがまったく効きかない初めての他人だったのさ」

　意外だった。

　夜空がマリアを暴力で屈服させて強引に隣人部の顧問にしたと聞いたときはいくらなんでも無茶しすぎだろうと思ったものだが、なんとそれは結果的に正解だったらしい。

「まー、たまにやりすぎだと思うことはあるけどね～。全裸で走らせようとするのはちょっとどうかな？」

「す、すいません……注意します」

　たしなめるように言うケイト先生に、俺おれは思わず謝った。




「ま、とにかくこれからもマリアをよろしく頼むよ、お兄ちゃん」




「あ、はい……って、お兄ちゃん？」

　戸惑う俺に、ケイト先生は悪戯いたずらっぽく笑う。

「お兄ちゃんは高二っしょ？　わたしは十五歳だからね～。マリアのお兄ちゃんなら、わたしにとってもお兄ちゃんっしょ？」

「たしかに……って、えええ!?」

　困惑する俺に、「じゃ、ばいばーいお兄ちゃん」とケイト先生は手を振り、飄ひよう々ひようと歩き去っていく。




　ぶうっ！




　不意にケイト先生の後ろから響いたそんな音。

　その音の正体だけは絶対に明らかにしてはならないと俺の直感が告げていた。

「おっと、屁へが出た。あっはっは」

　……美少女としての最後の一線をあっさり越えやがった……。




　スタイルのいい美しい後ろ姿（しかし尻しりをかいている）を見送りながら、人前で屁をこくような妹は嫌だなあと俺は思った。





答え合わせ







　四日間続いた期末試験がようやく終わった。

　午前中に二～四科目の試験を受け、午後は家に帰って翌日の試験のための勉強をするという繰り返しだったので、特に語ることはない。

　試験の手応えは、まあそれなり。

　予想していたより難しい科目が多かったけど、赤点ということはないだろう。

　ともあれ俺おれは、開放的な気分で隣りん人じん部ぶの部室へと向かっていた。

　今日の日程も試験だけで科目は二科目だったから、時刻はまだ十一時前。

　隣には夜よ空ぞらがいる。

　昼になるまで部室で時間を潰つぶすと言うので、俺もそうすることにした。

　試験期間中はほとんど──というかまったく接触する機会がなかったから、こうして夜空と一緒に部室へ向かうだけでなんだか少し懐かしい。

「ときに小こ鷹だか」

　不意に夜空が俺を呼んだ。

「ん？」

「噂うわさによると友達がいる人間は、テストが終わったら『答え合わせ』というものをするらしいぞ」

「あー、一部の地方にはそんな風習もあるみたいだな」

　答え合わせ──それは一つのテストが終わるたびに見かける儀式だった。

「問２の答えって何番にした？」とか「あれの答えって●●●でいいんだよな？」とか友達同士で確認し合うのだ。

　友達と同じ答えだったら喜び、違っていたら不安な顔になったり、どっちが正解かでジュースや昼食を賭かけることになったり……。

　夜空は憮ぶ然ぜんとした顔で、

「まったくくだらん風習だな。他の生徒と自分の答えが一致していたところで、それが本当に正解かどうかわかるわけでもないのに。答案用紙を提出したらあとは採点されて返ってくるまで頭から切り離しておくのが一番だ。すでに終わってしまったテストのことを考えるより、次のテストのための勉強に移ったほうが有意義に決まっている」

「そのとおりだ！」

　もちろん今回の期末試験期間においても、俺はクラスの連中が楽しげに答え合わせをしているのを横目に、一人黙々と誰だれとも喋しやべらずに次のテストに備えて勉強をしていた。

　あれこそが正しい試験後の休み時間の過ごし方なんだ……。

　友達との答え合わせなんて意味ないんだ……。

「「はあ…………」」

　二人して深々と溜ため息いきをつく。

「……まったくリア充どもは理解しがたい……しかし小こ鷹だか」

　なぜか少し緊張した声で夜よ空ぞらが言う。

「ん？」

「将来友達ができたとき、無意味なことだとはわかっていても休み時間に答え合わせに付き合わされることがあるかもしれない」

「そうかもな」




「ん。だからそのときに備えて練習するぞ。テストの答え合わせの」




「……ああ、わかった」

　いつもの夜空の突飛な提案に、俺おれは素直に乗ることにした。

　……はい、ホントは楽しそうに答え合わせをするクラスの連中がメッチャ羨うらやましいと思ってました。

　いつか俺もあんなふうになれるだろうか……。

「よし、では数学Ⅱの四角３の問４の答え合わせだ」

　ちょっと嬉うれしそうに夜空。

「わかった。ええと、数学Ⅱの四角３の問４────」

　頭の中に問題を思い浮かべようとする俺だったが、

「…………ってどんな問題だっけ。つーかなぜに今数Ⅱ？　覚えてねえよ問題も自分の答えも」

　数Ⅱのテストがあったのは試験期間の初日で、問題番号を言われても内容なんて全然思い出せない。

　せめて問題用紙があればよかったのだが、違う日にやったテストの問題用紙なんて持ってきているわけがない。

「私が一番不安なのが数Ⅱのその問題なのだ。覚えてないのか」

「覚えてないな……どんな問題？」

「配点15点の証明問題で」

「あー、そういやうしろのほうになんかやたら難しいのがあった覚えはある。すげえ長い式になったけど合ってる自信ないな……。いやでも、たとえ俺が問題と答えをしっかり覚えてても、数学の証明問題の答え合わせを立ち話でやるのはキツくないか？　なに言ってんのかわかんなくなるぞ絶対」

　頭の中だけで数式を再生するのは俺おれには無理だ。

「ふむ……それもそうか……。たしかに数学の声で再生しにくい回答は、答え合わせではなく『あれ難しかったねー』とか『私は正解してる自信があるぞ』といった話の種にするのが妥だ当とうなのかもしれないな。……よし」

　夜よ空ぞらは神妙に頷うなずき、




「……いやあ、あの問題は難しかったなー」




　ものすごく白々しい口く調ちようでそう言った。

「……そ、そうだな。よく覚えてないけど難しかったな」

「…………」

「…………」

　そこから会話が発展しない。

「…………あの問題のことはもういい。他の問題の答え合わせをしよう」

　少し顔を赤くして夜空は言った。

「……そうだな。次は選択問題とか穴埋め問題にしようぜ。できれば今日やったやつで」

「ああ。……ではそうだな……今日のテストで少し不安がある問題というと…………日本史の四角２の11は？」

「だから覚えてねえよそんな細かい問題番号まで！　ちょっと待ってくれ」

　ツッコみつつ、俺はその場で立ち止まり鞄かばんの中を漁る。

　日本史のテストは今日だったので問題用紙も持っている。

「ええと四角２の11……」

　問題用紙を取り出して確認する。

　四角の２は穴埋め問題で、正しい文章になるよう年や人物名などを書いていく。

　11というと、




　北ほう条じよう時とき宗むねの死後、御家人の（　11　）が安あ達だち泰やす盛もりを滅ぼし実権を握った。これを（　12　）騒動という。




「あー、これは『平たいらの頼より綱つな』だな。自信ある」と俺。

「ふむ……」と夜空はなおも難しい顔をする。

　間違いないと思うんだけどな平頼綱で……。ちなみに12は『霜しも月つき』だ。

　そんなに難しい問題でもないので、夜空がこれに不安があるというのが少し驚きだった。

「なんだったら教科書出すか？」

　歴史のテストなら、教科書を調べれば答えがわかる。

「ああ、頼む」と夜よ空ぞらが頷うなずいたので、俺おれは教科書で霜しも月つき騒動のことが載のっているページを開いて確認した。

「ほらやっぱり合ってるって頼より綱つなで」

　夜空は教科書をのぞきこみ、「むむ……」と顔をしかめる。

「夜空もしかして日本史苦手なのか？」

「そうじゃない。もちろん11が『平たいらの頼綱』というのはわかる。だが…………もしかすると頼綱の『綱』という漢字を間違えて書いたかもしれない……」

「知らねえよそんなの!!」

　思わずそう言った俺に、夜空は唇を尖とがらせ、

「うーん……大丈夫かな本当に……『綱』じゃなくて『網あみ』と書いてしまった気がするぞ……どっちが『つな』でどっちが『あみ』だったか、テスト中に急に不安になってしまったのだ……」

「そんなしょうもない漢字間違いなんて……」

　俺は頭の中で『つな』という漢字を思い浮かべてみた。

　…………綱……網……綱……網……網……網…………綱……網…網綱網綱網綱綱……？

「あ、あれ？　俺もだんだんどっちがどっちだかわかんなくなってきたぞ!?」

　夜空が意地悪そうに笑う。

「ふっ……もしかして小こ鷹だかも回答欄に『平頼網』と書いているのではないか？」

「うわやっべ、あれ……綱……綱……!?」

　教科書で『綱』の文字をしっかり確認して、何度か指で空中に『綱』という字を書いてみるが、不安は拭ぬぐえない。

「うわやべえよ俺まで不安になってきたじゃねえか！　ちゃんと綱って書いたよな……下のとこ山になってるよな……」

「さて……それはどうかな……？」

「くっ……！」

　まさか答え合わせして絶対に自信あったところが不安になるとは……！

　答え合わせ恐るべし……。

「さて、それじゃあ次の問題だ」

　冷や汗を浮かべる俺を見ながら、楽しそうに夜空が言った。

「四角２の18」

「ええと……」

　問題用紙で四角２の18を確認する。




　正中元年（　18　）に後ご醍だい醐ご天てん皇のうが（略）




「あー、これは俺おれ適当に埋めた……」

　年を暗記するのって苦手なんだよな……。

　と、

「１３２４年っ！」

　いきなり俺と夜よ空ぞらの間に割り込んできて自信たっぷりに答えたのは星せ奈なだった。

「……ちっ」と夜空が露ろ骨こつに嫌そうな顔をする。

「なになに？　答え合わせってやつ!?」

「ああ」

　嬉うれしそうに言う星奈に、俺は頷うなずく。

「それならあたしもやってあげるわ！　あたしの完かん璧ぺきな解答で答え合わせができるなんて運がよかったわね！」

「貴様などいらん。消えろ」

「いいじゃない！　あたしにも答え合わさせてよ！」

　相変わらず冷たい夜空に、星奈は泣きそうな顔になった。

「ふん……じゃあ数Ⅱの四角３の（５）」

　投げやりに問題を言う夜空。

「ええと………４？」

　あっさり答えられて夜空の顔が引きつった。

　正解だったのかどうか試験問題を覚えてない俺にはわからない。

　なんでこいつら二人とも問題番号まで覚えてるんだ……。

「…………古文の四角２の問１の（３）」

「んー……サ行変格活用？」

「え？　五段活………………ちっ……」

　言いかけて二秒ほど考え、顔をしかめて舌打ちする夜空。

　どうやら自分ではなく星奈の回答の方が正解だと悟ったらしい。

　……その後も星奈は、夜空の出すいろんな科目の問いに対してことごとく正解（だと思う）していった。

　夜空が不安になるレベルの難問などそんなに多くないので、問題のストックはわりとすぐに底をついた。

「ほらほら、次の問題はー？」

「…………」

　なんか楽しそうな星奈と、イライラＭＡＸなのが傍はた目めにもわかる夜空。

「…………もういい。やはり答え合わせなど時間の無駄だな。それでテストの点数が変わるわけでもないし」

　ぽつりと拗すねたように言って、夜よ空ぞらはすたすたと歩き去っていく。

　今のはもしかして……負け惜しみ……なのか？

「え？　ちょ、ちょっと夜空ー！」

　星せ奈なは夜空のあとを追いかける。

「問題出してよ問題！　どんだけ難しいやつでもいいから！」

「うるさい黙れ肉」

「遠慮しなくてもいいわよもっと答え合わせたげるってば！」

「いい。貴様と答え合わせしても楽しくない」

「ちょっ、中二のときの隣の席の山やま本もとさんと同じこと言わないでよ！」

　やかましく言い合いながら歩いていく夜空と星奈。

「ふん、貴様と答え合わせするくらいなら私はトモちゃんとする。なあトモちゃん、生物の四角２の（７）はなんて書いた？」

「ちょっと！　わけわかんない独りごと言ってないであたしと答え合わせしなさいよ！　あ、それの答えはカルビン・ベンソン回路！」

「え？　私の答えを先に聞きたい？　そうだな、私はとりあえずカルビン・ベンソン回路と書いておいた。おお、トモちゃんもそう書いたか。これで一安心だなははは」

「聞いてよー！」

　半泣きで夜空を追いかける星奈。

　……珍しく星奈が夜空をやりこめた──勝利した──というのに、それに気づいていない星奈がとても残念だった。





姉妹







　試験期間が終わった翌日。

　平日だというのに俺おれは昼近くまで寝て、昼食を食べてからは自分の部屋で漫画を読んだり携帯ゲームをやったりとぐーたらな時間を過ごしていた。

　クロニカ学園では期末試験終了から九月終わりまでの五日間ほど、試験休みという連休がある。

　教師がテストの採点に忙しいためか、夏休みと違って宿題も出ていない。

　つまり完全に自由な休日。

　ここのところずっと試験勉強を頑張ってきたから、今日一日くらいは疲れを癒すためのんびり過ごしてもバチは当たらないだろう。

　隣りん人じん部ぶの奴らにもメールで今日はずっと家にいると伝えてある。

　ちなみにクロニカ学園中等部も高等部と同じ日程で試験休みのため、小こ鳩ばとも今日は家で過ごしている。

　ダラダラしているとあっという間に時間は過ぎ夕方になった。

　自分でのんびり過ごすと決めたはずなのに、本当に一日を無為に過ごしてしまったことに妙な罪悪感を覚える俺。

　せっかく時間があるんだからせめて夕食は気合いを入れて作ろうと思って、近所のスーパーで食材を買い込んでキッチンに立った。

　タイムサービスで鶏肉を安く買えたので今日はチキンの日にしよう。

「ククク……甘美な血の臭いがする……」

　料理をはじめてしばらくして、唐から揚あげのいい匂においに誘われたかリビングでテレビを見ていた小鳩がよだれを垂らしながらキッチンにやってきた。

「もうちょっと待ってろ。今日は美う味まいもの作る」

「ククク……我に捧ささぐ贄にえに相応ふさわしいものとなることを期待しているぞ……」

　小鳩はいつものように痛々しい含み笑いをした。

　と、そのとき。




　ぴろりろりろーん　ぴろりろりろーん




　インターフォンの音。

　どうやら誰だれか来たらしい。

「あー、小鳩出てくれ。新聞の勧誘とかだったら一言『いらないです』っつって断ればいいから。できるな？」

　火を使っていて手が離せないので小こ鳩ばとに頼む。

「ククク……我が強大な魔術をもってすればその程度、造作もなきことよククク……」

「うんまあ魔術でもなんでもいいからサクッと断ってくれ」

「ん」

　小鳩がリビングにある電話へと向かっている間に、さらに「ぴろりろりろーん」と三回連続でインターフォンが鳴らされる。

　こんなふうにやたらと鳴らしまくる人ってよくいるんだよな……。

　そんなことを思いながら料理を続けていると、

「いらないです！」

　小鳩が受話器に向かって叫んだ。

　やっぱり勧誘かな？

　しかしきっぱり断ったというのに相手はさらに食い下がってきたようで、

「いらないです！」

　小鳩はまたも叫んだ。

　こういうのは一回だけ断って切ってしまうのが一番なんだけどな……。

「いらないです！　…………。いらないです！　…………いらないですいらないです！　あんだなんかいらへんってゆっとるやろ！」

　なにやってるんだあいつは……。

　呆あきれながら怒鳴る小鳩の様よう子すを見ていると、

「あほ────ッ！」

　突然小鳩は電話口に暴言を吐いて乱暴に電話を切り、玄関のほうへと走っていってしまった。

「ちょ、ええっ!?　お、おい小鳩っ!?」

　直接出て行ったら相手の思おもう壺つぼじゃねえか！

　仕方なく俺おれは慌てて火を止め、小鳩を追って玄関へと急いだ。




「あっ！　お兄ちゃんだっ!!」




　俺が玄関に顔を出すと、マリアが制止しようとする小鳩の横をすり抜けて靴を脱ぬぎ捨て、俺に飛びついてきた。

「マリア!?」

「あははお兄ちゃん！　お兄ちゃんがおるあはは！」

　な、なんでマリアが!?

「うううあんちゃぁん……。いらないですってゆったのに！　いらないですってゆったのにこいつ入ってきた！　なんでいらへんってゆっとるのに入るんじゃばかたれ……」

　泣きそうな顔で小こ鳩ばとが言った。

　小鳩が電話口で言い争っていたのはマリアだったらしい。

「……なあマリア、どうしてお前がうちに？」

　困惑しながら俺おれが尋ねるとマリアは元気よく答えた。




「出しゆつ家けしてきた！」




　出家──俗世を捨てて仏門に入ること。

　もともと俗世を離れているキリスト教のシスターが仏教に移るときも出家って言うのだろうか……？

「つーか出家ってお前」

「あ、間違えた！　出家じゃなくて家出だったっ！」

「そこは間違えるなよ……って家出!?」

「うんっ！」

　笑顔でうなずくマリア。

「なんで家出なんて……」

「ババアが仕事しろ仕事しろってうるさいので！」

「ババア……ケイト先生のことか」

「うんっ！　あのババアにお兄ちゃんならそんなうるさく仕事しろって言わないってゆったら、『だったらお兄ちゃんちの子になっちゃいなさい！』ってゆわれたのだ！」

「……で、本当にうちに来たと」

「はいっ！」

　じつにいい返事だった。

　断られることなどまったく想定していない、俺を信頼しきったキラキラした目で見つめてくるマリア。

　しかし家出なんて受け入れるわけには……。

　と、そのとき。

　家のなかで固定電話が鳴り響いた。

「……あー、ちょっと待ってろ」

　マリアと小鳩をその場に残し、リビングへと戻る俺。

　受話器をとる。

『よう、オレだよオレ、オレオレ』

　即座に切ろうと思ったけど聞き覚えのある声だったのでやめておく。

　ちょうど今話す必要がある相手だったし。

「しょうもない冗談はやめてくださいケイト先生」

『お、ぴんぽーん。お兄ちゃんの妹、ケイトちゃんでーす。あ、べつに敬語じゃなくていいよ～。妹に対するような話し方で頼むぜい』

　電話してきたのはシスター・ケイト──マリアに『お兄ちゃんちの子になっちゃいなさい』と言った張本人。

「わかった」

　妹に対するようなというのはスルーしつつ、敬語の必要はないというのでタメ口で話すことにする。

　喋しやべり方かたがおっさんぽいけど一応年下みたいだしな。

「つーかそんなことより、なんかマリアがうちに来たんだけど」

『ん。知ってるー』

「知ってたのかよ。んで、どうすりゃいいんだ？」

　俺おれが尋ねると、

『できれば何日か泊めてやってくれるとありがたいんだけど。迷惑だったら放り出してくれてもいいよー』

「べつに迷惑ってわけじゃ……」

　ない、と言いかけたとき、玄関先で小こ鳩ばととマリアが大声でぎゃーぎゃー争う声が聞こえてきた。

『ほんとに迷惑じゃねえかい？』

　電話越しにも声は聞こえたらしい。

「……まあ、試験休みの間あずかるくらいならべつにいいよ」

『ありがとうお兄ちゃんっ！　大好きっ！』

「うるせえ」

　がちゃん。

　とにかくそういうわけで、マリアがうちに泊まることになった。





　　






　マリアがやってきてから三十分ほどで食事の準備は終わった。

「うおっ!!」

　食卓に並べられた料理を見て、マリアは目をまん丸にして歓声を上げた。

　俺おれと料理をせわしなく交互に見ながら、

「なんで!?　なんでなんでなんで!?　ええ────っ！　なんでええ!?　なーなー、なんでなんで!?　うおーっ!?」

　なにが「なんで？」なのかはよくわからないがマリアはとにかくすごく興奮している。

「……なんでなんでうるさいわあほ」

　ムスッとした顔で椅い子すに座っている小こ鳩ばとが不機嫌そうに言った。

　長方形のテーブルなのだが、三人とも同じ方の席に座っている（俺の右隣の席にマリア、左隣に小鳩）ので少し狭い。

　小鳩はいつもは俺の対面の席なのだが、マリアが俺の隣に座るとわざわざ椅子ごと俺の隣に移動してきた。

　ちなみにメニューはチキンハンバーグに唐から揚あげ、チキンライス、チキンサラダ。

　鶏肉を多く買ったので鶏肉料理メインだ。

　ハンバーグにかけるデミグラスソースは俺が数年かけて編み出した自信作で、ハンバーグにかけずにそのまま食べても十分イケるしご飯やパンにも合う。

　余ったら明日食べればいいと思ってどれも多めに作ったので、マリア一人増えても量は十分にあった。

「あはは！　なんでこんないっぱいあるのだ!?　さてはクリスマスか!?　お兄ちゃんち今日クリスマスなのか!?」

　テーブルいっぱいに並ぶ料理をきょろきょろと眺めながらマリアが言う。

「クリスマスなわけないだろ」

　たしかに普段よりは気合いが入ったメニューだが、そこまで特別なごちそうというわけでもない。

「クリスマスでもないのに!?　うわーなんでなんでなんでー!?」

「ふん……五月蠅うるさい神の手先だ……これだから下げ賤せんの輩やからは困る……」

　はしゃぐマリアを横目に小鳩は箸はしを持って料理に手をつけようとした。

「こらーっ！」

「ふぎゃ!?」

　マリアがいきなり手を伸ばして小鳩の手の甲をぱちんと叩たたいた。

「な……なにするんじゃばかたれ！」

「食べる前にちゃんとお祈りしないとだめだ！」

　マリアがシスターらしいことを言った。

「ククク……我は闇やみの血族……神になど祈りはせぬのだ……」

「小こ鳩ばと。お祈りはともかく『いただきます』はちゃんと言え」

「うー」

　俺おれが注意すると小鳩はちょっと不満そうに唇を尖とがらせ、小さく「……いただきます」と言って唐から揚あげに箸はしを伸ばした。

「うぇへ」

　唐揚げを一口食べると、それまで不機嫌そうだった小鳩の顔が一瞬にして幸せそうにほころんだ。

　あっという間に唐揚げを一個食べ終わり、新しい唐揚げに手をつける。

「あっ！　ズルいぞオマエだけ！　天にまします我らの父よ、今日もこうして糧を得られることをあなたに感謝し──」

「はむはむもぐもぐ」

　マリアが祈りの言葉を捧ささげている間にも、すごい勢いで小鳩が唐揚げをむさぼり食らっていく。

　ひょいとマリアの目の前にあった唐揚げに小鳩が箸を伸ばしたところで、

「ギャーうんこアーメンッ！」

　祈りを中断してマリアが唐揚げに箸を突き立てて口に放り込んだ。

「うほ──っ！　おいひ──っ！」

　唐揚げを口に含んだままマリアは幸せそうに叫んだ。

「あんだまだお祈り終わっとらんかったやろっ！」

　小鳩が文句を言う。

　マリアはさらに新しい唐揚げに箸を突き刺しつつ、

「い、いいのだっ！　邪悪な吸血鬼に取られる前にワタシがこの唐揚げさんを保護してあげてるのだっ！」

「ほんなんずるっこじゃ！」

「ずるくないですうー！」

　そして二人は競きそうように飯をむさぼりはじめた。

　唐揚げの数は見る間に減っていき、サラダもどんどん食われる。

　チキンライスなど取り皿に取るどころか、二人して中央の大皿に頭をつっこむようにして食っている。

　ハンバーグは一人一個ずつ皿に乗せてあるのに、なぜかお互いの皿にあるハンバーグを奪い合って食う。

　このままだと自分が食べるぶんが無くなりそうだったので、俺も慌てて「いただきます」と言って自分のぶんのチキンライスと唐揚げを皿に確保。












　と、そのときリビングの電話が鳴り響いた。

「お前らもっと行儀よく食べろよ」

　小こ鳩ばととマリアに言ってから、仕方なく席を立ち受話器を取る。

『ハァハァ……お、お兄ちゃんいま何色のぱんつはいてるの？』

「用件を言え」

　つまらない冗談に付き合っている暇はないので冷たくそう言った。

　電話の主はまたしてもシスター・ケイト。

『いやまあ、大した用じゃないんだけどねー。ご飯はもう食べてるのかい？』

「ああ、今まさに食ってるところ」

　ちらりとダイニングのほうに視線をやりながら答える。

　二匹の野獣に食い尽くされないうちに早く食卓に戻らねば。

『あー、よかったらメニューを教えてくれないかな？』

「メニュー？　ええと……唐から揚あげとハンバーグ……チキンライス、あとチキンサラダ」

『そうかい。マリアに野菜もちゃんと食べるよう伝えておいてねお兄ちゃん』

「ああ」

　そして電話は切れた。

　どうやら本当に大した用ではなかったらしい。

　……受話器を置いて俺おれが食卓に戻ると、唐から揚あげは全滅していた。

　なんと俺の取り皿に確保したぶんまでなくなっている。

「……俺の唐揚げを食ったのは誰だれだ」

「「こひつが食べた」」

　ハムスターのように口いっぱいに食べ物を詰め込んでお互いを指さす二人に、俺は嘆たん息そくするしかなかった。





　　






　食事が終わって洗い物をしている間、マリアはずっと嬉うれしそうに俺のうしろをちょこまかとついて回り、きょろきょろと台所やダイニングを見回していた。

「なあマリア、楽しいのか？」

　気になって聞いてみると、「楽しいっ！」と満面の笑顔で返事が返ってきた。

　まあ本人が楽しいならそれでいいと思い、そのまま洗い物を続ける俺。

「そういやマリア、よく俺んちの場所わかったな？　つーかどうやって来たんだ？」

　ふと疑問に思って尋ねる。

　聖クロニカ学園とうちはそれなりに距離があり、俺は電車とバスを乗り継いで通学している。十歳の少女がそう気軽に来られるところではないと思う。

「電車とバスできた！」

　マリアが元気に答えた。

「へー……よく来れたな。バス間違えたりしなかったか？」

　……ちなみに転校初日にバスを間違えて遅刻した男がここにいたりする。

「ババアに一緒についてきてもらったから大丈夫だった！」

「……それはまた斬ざん新しんな家出だな」

　家族の人についてきてもらう家出ってなんだよ……。

　と、そこでまたしても電話が鳴った。

　水を止め、リビングへと向かう。

　電話してきたのはまたしてもケイトだった。

『ご飯終わったかい？』

「ああ」

『マリアのやつ、野菜ちゃんと食べたかい？』

「もりもり食べたよ」

　サラダも肉もご飯も、俺のぶんまでな。

『そっかー。ならよかった。そんじゃねー』

　電話が切れる。

　自分でマリアを俺おれの家まで送っておきながら、こんな頻ひん繁ぱんに様よう子すを聞いてくる意味がわからなかった。

　ちなみに電話しているときもマリアは興味深そうに俺の様子を見ていた。

　台所に戻っても後ろからちょこちょこついてくる。

　なんか子犬に懐かれているようでちょっと面白いなと思いながら洗い物を終わらせる。

　と、

「ククク……我が眷けん属ぞくよ……我が戯たわむれに付き合うがいい……」

　リビングでテレビを見ていた小こ鳩ばとがこちらにやってきて言った。

　手にはゲームソフトの箱を持っている。

「なんだゲームの相手してほしいのか？」

　こくんと頷うなずく小鳩。

「ん。わかった」

　今日は他にやることもないし、久々に小鳩とゲームするのもいいだろう。

「やたっ！　……ククク……我が美び技ぎに酔いしれるがいい……」

　嬉うれしそうに小鳩がＰＳ２にディスクを入れ、ゲームを起動させる。

　ソフトは『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー　マジカルハイパーバトル３』──以前星せ奈なの部屋で遊んだ対戦格闘ゲームの前作にあたる作品だった。

「ククク……あんちゃんは２コンを使うがいい……」

　小鳩が俺にコントローラーを渡し、自分もコントローラーを構えてソファに腰掛ける。

　メーカーロゴのあと大勢の魔法少女が描かれたカラフルなタイトル画面が表示され、きゃぴきゃぴした女の子の声で『くろがねのねくろまんさー！　まじかるはいぱーばとるすりー！』とタイトルが読み上げられた。

「おー、それ知ってるぞ！　えろげーってゆうやつだ！」

　マリアがテレビとＰＳ２を見ながら言った。

「え、えろげーやないわ！」

　顔を赤くして小鳩。

「違うのか!?」とマリアが俺に尋ねる。

「まあ、これはエロくない普通のゲームだな。つーかどこでエロゲーなんて言葉……」

　その答えは明白だったので俺は質問を途中でやめた。

「星奈とか理り科かがいつも部室でやってるのとは違うのか？」

「違う。全然違う」

「ほー」

「やってみるか？　マリア」

　興きよう味み津しん々しんな様よう子すのマリアにコントローラーを差し出すと、マリアは「やるーっ！」と嬉うれしそうにそれを受け取って小こ鳩ばとの隣に腰掛けた。

「む……なんであんだがやるんじゃ」

「まあいいじゃないか。一緒に遊べば」

　不満げな小鳩に俺おれが言う。

「ふん……愚ぐ鈍どんなるニンゲンごときが我の相手になるはずもない……」

「なんだとー！　そんなんやってみないとわからないのだ！」

「ククク……ならば我が強大なる闇やみの力に恐れおののくがいいわ……」

　キャラクター選択画面で小鳩が自分の使用キャラを選ぶ。

「ふん、ワタシの聖なるパワーでオマエなんかぶっ殺してやるのだ！　お兄ちゃんこれどうやってやればいいのだ!?」

　ゲームの知識が皆無だったらしいマリアが、コントローラーをしげしげと眺めながら俺に尋ねた。





　　






　とりあえずマリアに基本的な操作方法を教え、小鳩とマリアの対戦が始まった。

「うおー！」

「ククク……」

　…………。

『Ｋ・Ｏ！　ぱーふぇくと！』

　結果はというと、当然ながらこのゲームをやり込んでいる小鳩がマリアに圧勝。

　相手はコントローラーを握ったこともない超初心者だというのに、小鳩はまったく手加減せず全力でマリアをフルボッコにした。

　おとなげないなあ……。

「ふぇ？　負けたのか？　ワタシが負けたのか？」

「ククク……これが我の力だ……」

　きょとんとするマリアに、小鳩は機嫌よさそうに笑った。

「うぐぐぐ……！　もっかいやる！」

「何度やっても同じこと……己の無力さを嘆き絶望の淵ふちに酔いしれるがいい……」

　マリアがべつのキャラを選び、小鳩は同じキャラでそれを迎え撃つのだった。

　小鳩とマリアの対戦を数試合ほど眺めて（小鳩の全勝だった）、俺はリビングを離れて風ふ呂ろの掃除をして湯を入れた。

「おーい、風呂……」

「くははは、我が必殺の一撃で永えい劫ごうの闇やみへと返還するがいい！」

「ギャーッ！　その攻撃ずるいぞ！」

　……二人の戦いは当分終わりそうになかったので、俺おれは先に風ふ呂ろに入ることにした。





　　






　俺が風呂から上がっても、二人はまだゲームをやっていた。

『ダークネス・レクイエム！』

『きゃーっ！』

　ちょうど決着がついたところのようで、小こ鳩ばとが操作する闇の魔法少女ゲルニカが放った魔法を食らい、マリアが使っていた光の女騎士キャロルが悲鳴を上げて倒れた。

「ククク……またしても我の勝ちだ……」

「むぐぐもうちょっとだったのに……」

　勝ち誇る小鳩にマリアは悔しげに呻うめく。

　対戦画面の体力ゲージを見てみると、小鳩のほうも体力が半分ほど削られていた。

　最初のうちは小鳩がほぼパーフェクトに近い勝利を繰り返していたのに、いつの間にかマリアもダメージを与えられるようになっていたらしい。

　まあそれはともかく、

「おーい、お前らもそろそろ風呂入れ。どっちが先に入る？」

　俺が言うと、マリアが目を大きく開いて振り返った。

「おふろ!?　はいはいっ！　入る！　お兄ちゃんと一緒に入る！」

「俺はもう入った」

「なーんだ……じゃあお兄ちゃんの次に入るっ」

　そう言ってコントローラーを置くマリアを小鳩が呼び止める。

「……待て……身の程をわきまえるがいい神の手先よ……先にお風呂に入るのはこの我だと決まっているのだ……」

「決まってるのか!?」

「べつに決まってないぞ」と俺。

「じゃあやっぱりワタシが先に入る！　吸血鬼より先に入る！」

「うがー！　うちのほうが先に入るんじゃばかたれ！」

「……じゃんけんで決めろじゃんけんで」

　取っ組み合いのケンカになりそうだったので俺はそう言った。

　二人は素直にじゃんけんをして、マリアが勝った。

「わーい！　お兄ちゃんちのおふろー！」

　服を脱ぬぎ捨てながら、マリアは元気よく風ふ呂ろ場ばへと走っていった。

　床に散らばったマリアのシスター服や下着を拾い、脱衣場でふと考える。

「……これ普通に洗濯機で洗えばいいのか？」

　シスター服なんて洗ったことがないからわからない。

　とりあえず洗濯かごに入れてリビングに戻る俺おれ。

　と、そこでまた電話がかかってきた。

　もしかしてまたケイトかなと思いながら受話器を取るとやっぱりそうだった。

『あ、お兄ちゃん。マリア今なにしてるー？』

「風呂に入ってるぞ」

『そっかー……一人で？』

「ああ」

『ちゃんとしっかり身体洗うように言っといて。あとパジャマはある？』

「妹のがあるから大丈夫だ」

『そうかい……』

　少し残念そうな声だった。

「そんなに心配なのか？」

『は、はあ!?　べ、べつに心配なんかしてねえっつーの！』












　ガチャン。

　露ろ骨こつに狼ろう狽ばいした声とともに、乱暴に電話が切られた。

「やれやれ……」

　嘆たん息そくしつつ、俺おれは小こ鳩ばとの予備のパジャマを持って脱衣所へ向かう。

　風ふ呂ろ場ばでマリアが「あははー♪　あははー♪」などとご機嫌そうに鼻歌を歌っているのが聞こえた。

「マリアー、着替えかごのところに置いとくからー。あとちゃんと身体洗えよー」

「わかったのだあははー！」

　元気な返事が聞こえてきて、俺はリビングに戻った。

　リビングでは小鳩がゲームの一人用モードで遊んでいたので、コントローラーを持って小鳩の相手をしてやる。

　ずっと前にやったときはそこそこ良い戦いができていた筈はずなのに、いつの間にか差をつけられていたらしく、勝負は俺の連戦連敗だった。

「……どうした我が眷けん属ぞくよ……まさかそれが貴様の本気ではあるまいな……思い出すのだ……我と共に駆け抜けた凍てついた闇やみ夜よの記憶を……」

　ちょっとがっかりした顔で小鳩が言う。

　……あとでこっそり練習しようかな。

　そう考えながら小鳩に挑いどんでは敗北を繰り返していると、

「なーなーお兄ちゃーん」

　リビングにマリアが入ってきた。

　全裸で。

　手には小鳩のパジャマを持っている。

「どうした？」

　俺が振り向くとマリアは少し困った顔をして、

「お兄ちゃん、これちょっときついぞー」

「え、きつい？」

　小鳩が今も普通に着られるパジャマのはずなのだが……。

「んー……着てみたら胸のとこが窮きゆう屈くつだったのだ。これでは気持ちよく寝れないぞ」

「だったら寝んなあほあほあほーっ！」

　いきなり小鳩が叫んだ。

「ふぐぐぐ……」

　涙目で悔しそうにぷるぷる震ふるえている。

　あー……胸かー……。

　小鳩とマリアの体格はほぼ同じくらいなので、小鳩が着られるものならマリアも普通に着られると思っていたのだが、そういえば胸はマリアのほうが大きいんだった。

　困ったな……だとするとマリアに合うサイズの服なんてうちにはないぞ。

「うーん……そんじゃとりあえず俺おれのＴシャツでいいか？」

　いつまでも裸でいて風邪をひくといけないし。

「お兄ちゃんのシャツ!?　着るーっ！」

　不満はないようなので俺は適当なＴシャツを持ってきてマリアに着せた。

　当然サイズはぶかぶかで短めのワンピースのようになってしまったのだが、

「うわーお兄ちゃんのＴシャツだあはは！　お兄ちゃんのＴシャツー！　お兄ちゃんと合体しとるげあはははは！」

　なにがそんなに嬉うれしいのかよくわからないが、まあマリアも喜んでいることだし、今夜はこれで過ごしてもらおう。

「うー……」

　小こ鳩ばとは何やら悔しげに呻うめいていた。





　　






　その後、小鳩が風ふ呂ろに入ったあと小鳩とマリアはずっと『マジカルハイパーバトル３』で遊んでいた。

　俺もマリアのために応接間に布団を敷いたあと、リビングで本を読みながらたまに対戦の様よう子すを見ていたのだが、マリアの腕前がどんどん上達していき、徐々に小鳩といい勝負をするようになった。

　しかし午後九時半をまわったあたりでマリアの動きが急にぐだぐだになり、小鳩のパーフェクト勝ちが続いた。

　見ればマリアはとろんとした目で半分以上寝ている様子だった。

「ふん……今の貴様など相手にする価値もない……」

「ＺＺＺ……」

　小鳩がＰＳ２の電源を切ると同時にマリアは崩れるようにソファの上で横になり、そのまま寝息を立て始めた。

「寝る子は育つってやつかな」

　俺が苦笑しながら言うと、小鳩はふくれっ面でマリアの胸のあたりを凝ぎよう視しし、

「うちも寝るっ！」

　そう言って自分の部屋へと行ってしまった。

　マリアを応接間の布団に運んで、俺がまったりリビングで本を読んでいると、またしても電話がかかってきた。

「……もう十時だぞ」

　げんなりしながら俺おれは電話に出る。

　掛けてきたのはやっぱりケイトで、

『夜分遅くにすまないねえお兄ちゃん。マリアはもう寝たかな？』

「寝たよ」

『そうか。ちゃんと歯は磨みがきはしたんだね？』

「あ……そういやしてなかったな……」

『なにをやっているのだお兄ちゃん！　マリアが虫歯になったらどうする！』

「明日の朝しっかり磨かせるよ……」

『ダメだ！　すぐ磨かせるんだ！』

「わーったよ……。なあ……お前ってもしかしてシスコン？」

『だ、だだだ誰だれがシスコンだ誰が！　とにかく歯磨き頼むよ！』

　電話は切れた。

「はあ……」

　溜ため息いきをつきつつ仕方なくマリアを起こし、半分寝ているマリアの歯を磨いてやって再び布団に寝かせる。

　それからほどなくケイトから、歯磨きは終わったか確認の電話がきた。

　電話を切り、ようやくのんびりできると思って読書をしていると、十一時過ぎにまたしても電話。

『歯を磨いたあとものを食べちゃいけないと伝えておいてくれ』

「もう寝てるっつーの」

　がちゃん。

　電話を切り、俺は普段は飄ひよう々ひようとしているように見えるケイトが間違いなくシスコンであることを確信した。

　その後、俺もそろそろ寝ようかと思っていた十二時あたりに電話がかかってきてマリアがちゃんと寝ているか、布団を蹴け飛とばしていないか確認するように言われ、それから十五分おきくらいに同じ内容の電話がかかってきて、午前二時半を過ぎたあたりでついに俺は電話線を引っこ抜いて寝た。

　これはさっさとマリアをケイトのもとに帰さないと大変だぞ……。





　　






「わかった帰る！　ワタシは先生でオトナだからな！」

　翌朝。

　朝食のとき俺おれがマリアに「家出なんてやめたらどうだ？」と言って、さらに小こ鳩ばとが「ククク……家出など子供のすること……」と言ったところ、マリアはあっさりと家出をやめて教会に帰ることを決めてくれた。

　ザ・素直なよい子！

「はは、マリアはえらいな」

　内心でびっくりしながら頭を撫なでてやると、マリアは「えへへ～」と嬉うれしそうにはにかんだ。

　これでシスコンシスターも落ち着くだろう。

　朝食を終えて引っこ抜いた電話線を再び差すと、いきなり電話がかかってきた。

「うおっ!?」

　驚きながら受話器をとると、

『マリアああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ～～～～～～～～～～』

　地の底に響くような悲痛な呻うめきに、俺は顔をしかめた。

「な、なんて声出すんだお前は……」

『うおっ!?　お、お兄ちゃん!?』

　我に返ったケイトが動揺の声を上げる。

「マリア家出やめて帰るってさ。だから迎えに来いよ。そんじゃな」

　用件だけ伝えて俺は電話を切った。

　それから十五分後、ケイトがタクシーに乗って家に到着した。

　早っ!?

　……心なしかタクシーの運転手さんが震ふるえているような気がする……。

「さあマリア。帰るぞー」

　家の中からマリアが出てくると、安あん堵どの表情を必死で抑えようとしている変な顔でケイトが言った。

「んー、しょうがないなあ……」

　不満そうな顔で靴を履き、玄関から出てくるマリア。

　こっちのほうはホームシックなどとは無縁で、帰らなくても全然平気そうだった。

「ほらマリア、お兄ちゃんに迷惑かけてごめんなさいしろ」

　ケイトが言った。

　迷惑だったのはマリアよりも断然お前だとツッコむのを、俺は必死で自制した。

「えー？」

　マリアが俺のほうを振り返る。

「なーお兄ちゃん、またお泊まりに来てもいい？」

　甘えるような声こわ音ねで尋ねてくるマリアに、

「ああ、いつでも来いよ」と俺おれが言って、

「二度とくんなあほーっ！」

　玄関まで出てきた小こ鳩ばとが叫んだ。

「うるさいうんこ吸血鬼！　ワタシは絶対にまた来るぞ！　ありがとうお兄ちゃんっ！　ごはんおいしかったです！」

　ぺこりと頭を下げて踵きびすを返し、ケイトと一緒にタクシーに乗り込むマリア。

　タクシーの中から「ばいばーい！」と俺に手を振るマリアを見送り、俺は小鳩と一緒に家の中に戻った。

　リビングに行くと、小鳩はすぐにテレビとＰＳ２の電源を入れた。

「おいおい、朝からゲームするのか」

　俺が言うと小鳩はコントローラーを握って「ククク……」と含み笑いをして、

「……愚かなる神の手先の襲来にそなえて、魔力を高めておくのだ……。今度来たときは圧倒的な力の前にひれ伏さしてくれるククク……」

　……今度来たとき、ね。

　二度と来るなと言いつつマリアを迎える気満々の小鳩に、俺は苦笑するのだった。





お疲れ様会







　試験休み三日目の午後。

　家にいても暇なので小鳩と一緒に部室に行くと、隣りん人じん部ぶの連中も同じように暇を持てあましていたのか、夜よ空ぞら星せ奈な幸ゆき村むら理り科かマリアの全員が揃そろっていた。

　とはいえ部室でも特になにか活動をするというわけでもなく、いつものようにそれぞれ勝手に時間を潰つぶすだけ。

　俺は携帯ゲーム、夜空と小鳩は読書、星奈と理科はＰＣゲーム、マリアはポテチ、幸村はぼーっとしている。

「しかしまあ、連休があってもやることないよなー」

　だらだらとゲームをやりながら俺。

「そうだな。普通の学生どもはどうやって暇を潰しているのだろう」

　つまらなさそうに夜空が言った。

「買い物とか遊園地とかプールとかカラオケとか……いろいろあるんじゃないか？　平日だから日曜に行くより空いてるだろうし」

「ふん……リア充どもめ……」

　不機嫌な顔で夜よ空ぞら。

「みんな試験勉強から解放されてのびのびと楽しんでるんだろうな……友達と」

「ふふん、あたしはべつに試験勉強なんてしてないわよ？」

「貴様のことなどどうでもいい」

　星せ奈なの発言に夜空は淡々と言った。

「あっ、なるほど」

　急に理り科かが得心がいったように声を上げた。

「なにがなるほどなんだ？」

「はい。なんでみんな平日の昼間から部室にいるのかなって思ったら、試験休みだからなんですね！」

「今気づいたのかよ！」

　さすが普段から理科室に引きこもり、授業も試験も関係なくマイペースに生きているだけのことはあった。

「そういえば期末試験が終わったあとみんなでカラオケに行ったりご飯を食べに行ったりするのを漫画で見たことがあります。なんかお疲れ様会っていうんでしょうか」

「試験が終わったお疲れ様会か。そういえばたまに聞くな」

　理科と俺おれが言うと、夜空は思案顔になった。

「ふむ……では試しにやってみるか……その『お疲れ様会』とやらを」

「そうだな。将来リア充になったときのための予行演習で」

　俺が賛成した。

「あたしべつに全然疲れてないけど？」

「じゃあお前は参加するな。さようなら」

　夜空が冷たく言うと星奈は焦った声で、

「い、言われてみればちょっと疲れたような気もするわ！　あー疲れたー！　期末試験超疲れたー！　もうへとへとよ！」

「そうか。そんなに疲れているなら無理せず休め。私が保健室までついていってやろう」

「い、いいわよそんなの遠慮しとくわ……」

「遠慮するな肉。私達がお疲れ様会をやっている間、ゆっくり保健室で寝ているがいい」

「休まなくても全然大丈夫よ！　あたしもお疲れ様会やるんだからね！」

「疲れてないやつはお断りだ」

　夜空はぷいと顔を背そむけた。

「あのー、そもそも理科は試験受けてないのですが参加してもいいんですかね？」

「ワタシも先生なので試験受けてないけどお疲れ様したいぞ！」

　理科とマリアが言って、「まあ好きにすればいい」と夜空。

「だったらあたしも……」

「悪いな。お疲れ様会は六人用なんだ」

「なんでそんな意地悪すんのよバカァッ！」

　涙目になって叫ぶ星せ奈なだった。

「そんでお疲れ様会って具体的にはどうすればいいんだ？」

「さあ？　適当に遊んだりすればいいんじゃないですか？」

　俺おれが尋ねると理り科かが答えた。

　夜よ空ぞらは微妙な顔をして言う。

「前もって具体的になにをするのかも決めずに適当に遊ぶって……それは一番難しいことではないか……」

　俺も同意見だった。





　　






　とりあえずパーティーっぽい演出をするために、俺たちは学校近くのコンビニで飲み物とお菓子を買ってきてテーブルの上に置いた。

　隣りん人じん部ぶの面々でテーブルを囲み、グラスにジュースを注いでそれぞれ手に持つ。

　買ってきた飲み物はコーラとオレンジジュースの２リットル入りペットボトルとミナギルンＤ（タウリン１０００mg配合の栄養ドリンク。１００）で、俺と星奈と幸ゆき村むらと小こ鳩ばととマリアがコーラ、夜空がオレンジジュース、理科がミナギルンＤ。

「ではとりあえず……乾杯でもすればいいのか？」

「いいんじゃないか？」

　首を傾かしげる夜空に俺が答える。

「ふむ……それじゃあええと……期末試験終了を祝って乾杯？」

　テンション低い声で夜空が音頭をとった。

「かんぱーいっ！」

　元気に言ったのはマリアだけで、俺を含め他の部員たちは軽くグラスを合わせたあと、普通にドリンクを飲む。

「くぅー、この生しよう薬やくっぽい感じがたまらんですのー」

　ミナギルンＤを一口で飲み干して理科が言った。

　……栄養ドリンクをグラスに入れて飲む光景を俺は初めて見た。

　というか、どう考えてもそれはパーティーで飲むようなものじゃない。

「ぁぅ……」

　グラスに口を付けた幸村が小さな声を上げて微妙に顔をしかめた。

「？　どうした幸ゆき村むら」

　幸村は少し顔を下に向け、

「お恥ずかしながら、わたくしはたんさんがあまり得意ではないのです」

「は？　じゃあなんでコーラ選んだんだよ」

「あにきがこーらをお選びになったからです。やはり真のおとこたるもの、たんさんごときに負けてはならぬのですね」

「……いやべつに飲めないなら飲めないでいいと思うけど炭酸なんて」

　そこでマリアが「けっぷ」と可愛いげっぷをした。

「あははー、コーラも飲めないなんて幸村は女々しいな！」

「む……わたくしはめめしくありません」

　微かすかに唇を尖とがらせ、幸村はコーラを一口飲み、

「けほっ、けほっ、けほっ」

　苦しそうにむせた。

「おい大丈夫か？」

「あにき……ふがいないわたくしをお許し下さい……」

　しゅんとうなだれる幸村だった。

「まあそのコーラは俺おれが飲んでやるから、お前はオレンジジュースでも飲めよ」

　幸村のグラスを取り、コーラを飲む俺。

「あ、あにき……」

　なぜか頰ほおを紅潮させ、キラキラした目で見つめてくる幸村。

　コーラ飲んでやったくらいでそこまで喜ばなくても……。

「間接キスきたああああああああああああ!!」

　理り科かが鼻息荒く叫んだ。

　間接キスてお前……子供か。

「あはは、コーラおいしいなー！　今日はコーラ飲み放題の日だー！」

「いや飲み放題じゃねえけど」

　五人がコーラを選んだのでペットボトルのコーラの残量はそれほど多くない。

「マリア。コーラを飲むと炭酸で骨が溶けるぞ」

　オレンジジュースをちびちびと飲みながら夜よ空ぞらが言うと、

「あはは、ばっかだなー！　そんなのはただの俗説なんだぞ！」

　どうやらマリアは正しい知識を持っていたらしい。

　しかし虚きよ言げんを見抜かれても夜空はこれっぽっちも動じることなく、

「馬ば鹿かはお前だマリア。炭酸を飲んでも大丈夫というのは高校生以上の話だぞ。子供の未成熟な消化器官では炭酸を分解しきれず、体中に溶け込んだ炭酸が骨をボロボロにしてしまうというのが最近の有力な学説だ」

「ええー!?」

　慌てるマリアに夜よ空ぞらは真顔でたたみかける。

「事実、アメリカでは毎年六百人以上の幼よう女じよがコーラの飲み過ぎで骨がボロボロになり死亡しているという。全米小児科医連盟が十五歳未満の子供にコーラを飲ませることに反対する声明を発表したのを知らないのか？」

「そうなのか……アメリカの幼女はコーラいっぱい飲むからよく死ぬなー……」

　完全に信じ切っている様よう子すのマリア。

「ク、ククク……わ、我は不死身の吸血鬼なので骨などすぐ再生するけん……」

　小こ鳩ばとが自分のグラスをじっと見つめながら震ふるえる声で言った。

　……お前まで夜空のデタラメを信じてるんじゃないだろうな。

　我が妹ながら心配になってきたぞ……。

「うー、やっぱりワタシはコーラ飲むのやめる……夜空飲んで？」

「え」

　マリアにコーラのグラスを差し出され、夜空は微かすかに顔を引きつらせる。

「こ、小こ鷹だかに飲んでもらえばいいだろう」

「いや俺おれは幸ゆき村むらのぶんがあるから……」

　そこでふと気づく。




「夜空、ひょっとしてまだ炭酸飲めないのか？」




　十年前──ソラと遊んでいて喉のどが渇いた俺が炭酸飲料を買ってそれをソラにも飲ませてあげたら、派手にむせたのを思い出した。

　実は炭酸が飲めないと恥ずかしそうに言ったソラの顔を思い出し、懐かしくなった。

「べ、べつに飲めないわけではない。嫌いなだけだ……」

　顔を赤くして夜空は言った。

「まだ……？」

　俺の言葉に理り科かが耳ざとく反応する。

　しまった、俺が昔夜空の友達だったことは秘密なんだった。

「ほ、ほらマリア！　コーラは理科に飲んでもらえ！　ほらコーラ飲めコーラ！」

　マリアからコーラを受け取り強引に理科に渡す。

「……怪しいですね……」

　理科は釈然としない顔だったが、それ以上追及してくることはなかった。





　　






　飲み物を飲み終えたあとはなんとなく、夜よ空ぞらと小こ鳩ばとは適当にお菓子を食べながら読書に、星せ奈なと理り科かはＰＣゲームに、幸ゆき村むらはポットの前でぼーっとするのに戻った。

　マリアだけはひたすらお菓子を食べ続けている。

「……って、これのどこがパーティーだ！」

　あっという間にいつものだらだらした空気に戻ってしまった隣りん人じん部ぶの面々に思わずツッコむ俺おれ。

「おお、そういえばお疲れ様会とやらをしている最中だったな」

　素で忘れていたらしく夜空が言った。

「とはいえパーティーって、ジュース飲んでお菓子食べたあとはなにをするのだ？　ゲームでもすればいいのか？」

「あ、ゲームといえばＰＳ３の『マジカルハイパーバトルレヴォリューション』持ってきてるんだけど……えへへ、小鳩ちゃん一緒にやらない？」

　ニヤニヤと笑いながら星奈が言って、小鳩に「や！」と短く拒絶される。

「そういえば部室にあるゲームって多人数でやるのには向いてないのばっかりなんですよねー。トランプとかウノは置いてないですし。ＰＣゲームなら『ロマ佐さ賀が』とかネトゲをいくつか持ってますけど」

　理科が言った。

「パーティーでパソコンゲームか……それ全然リア充のイメージないな」

　俺が言って、「……だな」と夜空が頷うなずいた。

「うーん……。あ、そういえば道具なしでもできるパーティーゲームっていうと、『王様ゲーム』をやるシーンなんかはよく見かけますね」

「王様ゲーム……ってなに？」と星奈。

「くじで王様を決めて、王様になった人は他の参加者になんでも言うことをきかせられるんです」

　理科の説明に星奈が目を輝かせる。

「なんでも!?　夜空にあたしの足を舐なめさせたりとかもできるの!?」

　ばちこんっ！

　夜空がハエ叩たたきで星奈の頭をはたいた。

「王様以外にもくじには番号が振られていて、名指しで直接命令するんじゃなくて『１番が２番に～する』という感じで命令を出すんです」

「じゃあ、あたしが王様で夜空が１番だったときに『１番が王様の足を舐める』って命令すれば、夜空があたしの足を舐めることになるってわけね!?」

「まあそうなりますね。王様の命令には絶対服従です」

「それいいじゃない！」

　夜よ空ぞらが再びハエ叩たたきで頭を叩いたが、気にせずに星せ奈なは言う。

「やりたい！　王様ゲームやりたい！」

「……ふん、ちょうどいい……一度この馬ば鹿か肉の精神をボキボキに折っておこうと思っていたところだ……」

　瞳ひとみの奥に凶暴な色をたたえて夜空が賛成した。

「理り科かはもちろんＯＫですよ。小こ鷹だか先輩にあんなことやこんなこと……」

　俺おれは慌てて反対する。

「いや待て反対！　やめとこう考え直せ！　お前らが王様ゲームなんてやったら絶対にろくなことにならないから！」

「んー、なんかよくわかんないけど王様になれるのか!?　ワタシ王様になりたいぞ！」とマリアが賛成してしまった。

「わたくしは反対です。わたくしのあるじはあにきただ一人ですゆえ」と幸ゆき村むら。

「ククク……我はもとより偉大なる夜の王であるぞ……」

　小こ鳩ばとは賛成なのか反対なのかよくわからない。

「どうやら賛成多数のようだな。ではやろう、『王様ゲーム』を」

　夜空が宣言する。

　クッ……このままだと絶対に誰だれも幸せにならない残念なことになる！

　俺は必死で知恵を絞り──名案を思いつく。

「だったら条件がある！」

「条件？」と部員たちが怪け訝げんな顔をする。

「王様になったやつがその場で命令を決めるんじゃなくて、前もってみんなで命令を考えて紙に書いておくんだ。王様は、くじ引きみたいな感じでその中の一つを引く。そうじゃなければ俺は参加しない」

「うーん……なんか微妙なルールだけどまあいいわよ。夜空に足を舐なめさせる命令をあたしが引けばいいだけなんだから」

　星奈が言って、他の連中からも反対意見は出なかったので俺は安あん堵どする。

「ふむ……それではまずはくじを作るぞ」

　夜空が言った。

　というわけで、隣りん人じん部ぶによる王様ゲームが幕を開けた──。





　　






「よし、全員引いたな」

　夜よ空ぞらが部員たちを見回す。

　全員、中に『王』という文字か①～⑥のいずれかの番号が書かれた七枚のくじを一枚ずつ持っている。

「ええと……お、王様だれだ！」

　ちょっと恥ずかしそうに夜空が言って、俺おれたちは他の人に見えないようにくじを開けた。

　俺のくじに書かれていたのは③の番号。

「はいはーい！　王様あたし！　やっぱりあたしこそ王様に相応ふさわしいわね！」

　嬉うれしそうに星せ奈なが名乗り出た。

「いいからさっさと命令を引け肉」

「ふふん、王様にそんな口の聞き方したら天罰がくだるわよ？」

　言いながら星奈は、テーブルの上に置かれたティッシュの空き箱に手を入れる。

　中にはみんなが命令を書いた紙が35枚（一人５枚ずつ書いた）入っている。

　王様の命令をこんなふうにくじ引き形式にさせた俺の目的は、王様になったやつが無茶な命令を出すのを阻止することにあった。

　無茶な命令を書いて入れてしまうと、自分以外の人間が王様になったときに自分がその無茶な命令をやらされる危険がある。

　だからみんな、あまり無茶なことは書けないというわけだ。

　ふふふ……我ながら策士だぜ……。

「んじゃ、命令するわよ！」

　星奈がティッシュ箱の中から紙を一枚取り、開いて中の命令を読み上げる。

　きっとそんな大した命令じゃ──




「４番が水着になるっ！」




「ぶっ！」

　噴き出す俺。

「なんだその命令は!?」

「あは、これあたしが書いたやつね！　最初から王様になって自分の命令を引くなんて、あたしってやっぱり生まれながらの王なのね！」

「……星奈お前……その命令自分が食らったらどうするつもりだったんだ……!?」

「あははっ、このあたしが自分の命令を食らうわけないじゃない！」

　戦せん慄りつして尋ねる俺に、どういう根拠があるのかさっぱりだが星奈は自信満々に胸を張って言い放った。

　しまった……星せ奈なの『考えなさ』を考えるのを忘れていた……！

「さーて４番は誰だれ!?　もう九月も終わりっていうこの時期に、みんな普通のカッコしてる中でたった一人だけ水着で過ごす、傍はた目めにはスーパーバカにしか見えない醜態をさらす羽目になる超かわいそーなサムいヤツは！」

　嬉うれしそうに星奈が部員たちを見回す。

「ふぇぇん……あんちゃぁあん……」

　……半泣きでそろそろと手を挙げたのは小こ鳩ばとだった。

　その手には④と書かれたくじが握られている。

「こ、こここ小鳩ちゅわんっ!?」

　星奈が狼狽うろたえる。

「あ、あー、ええと、あ、あたし、こ、小鳩ちゃんに意地悪するつもりなんて全然……む、無効よ無効！　この命令はナシってことで！」

「可哀相だが……一度下された王の命令には絶対遵守、だ」

　沈痛な面持ちで、非情にも夜よ空ぞらが言った。

「さようです。あるじがたびたび命令を変更していては、国が立ちゆかなくなりますゆえ」

　淡々と幸ゆき村むら。

「……小こ鷹だかの妹よ。ゲームに参加した以上、貴様もそれは覚悟の上だな？　恨むなら悪逆無道なる暴君を恨むのだ……」

　泣くのをやめて、こくんと小鳩は重々しく頷うなずいた。

「あ、あたしが悪いの!?　で、でもほら、よく考えたら水着なんてないし！　ないのはしょうがないって！」

「水着はありませんがビキニアーマーならありますよ。それで代用しましょう」

　淡々と理り科かが言って、駆け足で部室から出て行った。

　重苦しい空気の部室に戻ってきた理科が持ってきたのは、昔のファンタジー小説などで女戦士が着ているような、水着のように露出度が高いハイレグの鎧よろいを再現したコスプレ用衣い装しようだった。

　覚悟を決めた小鳩が粛々とビキニアーマーを装着する。

「……高貴なる闇やみの貴族である我が……野蛮な女戦士の装しよう束ぞくを着せられる……なんという屈くつ辱じよく…………許さへん……じぇったい許さへん……」

「ううう……ごめんなさい小鳩ちゃんごめんなさい……」

　小鳩にガチな憎悪の眼まな差ざしで睨にらまれ、星奈は涙目になった。





　　






「さて、では第二回だ」

　二度目のくじ引きを終え、夜よ空ぞらが言う。

「王様だれだ。…………ああ、私か」

　自分のくじを開いて夜空が申告した。

　俺おれの引いたくじは②。

　当たりませんようにと祈りながら夜空がティッシュ箱から命令を引くのを見守る。

　一回目で早くも無茶な命令を防ごうという俺の策は失敗に終わったことが判明したので、王様でない俺にできることは祈ることくらいしかない。

　夜空が命令の紙を広げ──ボッと顔を赤くする。

「こ、これ書いた奴はバカか……！」

「？　なんて書いてあるんだ？」

「……５番が、以下の文章を大きな声で読む……」

「以下の文章？」

「ご、５番は誰だれだ!?　この紙に書いてある文章を読め！」

「あっ、ワタシが当たったぞあはは！」

　なぜか嬉うれしそうにマリアが名乗り出て、夜空から紙を受け取る。

「んー、これを読めばいいのか？」

「あ、ああ」

　気まずそうに頷うなずく夜空。

　マリアは紙を広げ、元気いっぱいにハキハキと『以下の文章』とやらを読み上げる。

「ら、らめえええ！　い、いくう！　いくいく、いっちゃうううう！　しゅごいのお！　しゅごいのきちゃいましゅう！　きもちいいのくりゅう！　きちゃううう！　なんかしゅごくきもちいいのがきちゃううう！　らめええ！　あたしへんになっちゃうのおお！」

　夜空と星せ奈なと小こ鳩ばと（ビキニアーマー姿）が赤面して俯うつむいた。

「な、なんつう文章を読ませるんだお前は！」

　明らかにこの命令を書いた犯人である理り科かに向かって俺が言うと、

「うーん……個人的には二年生の先輩の誰かに当たって羞しゆう恥ちに悶もだえながら朗読するのを楽しみたかったんですけどね」

「なーなー、なんだったのだこのへんてこな文章は？　行くのか来るのかどっちなのかよくわからんぞー？」

　きょとんとした顔で首を傾かしげるマリアに、俺たちはなにも言えなかった。

「つーか理科、自分が食らったらどうするつもりだったんだ」

「もちろん読みますよ？　堂々と、むしろ嬉き々きとして」

「……この変態め……」

　しかし『自分がやらされても平気だけど、他の人がやることになったらダメージを受ける命令』を作る──か。

　志し熊ぐま理り科か、変態だが恐るべき策士だった。





　　






　三回目のくじで王様になったのはまたしても星せ奈なだった。

「やっぱりあたしは王になるべく生まれてきた崇高な存在のようね！　一回目はその……不幸な事故だったけど……うう睨にらまないで小こ鳩ばとちゃん……」

　ビキニアーマー姿の小鳩に冷たい眼まな差ざしを向けられてしゅんとなりながら、星奈はティッシュ箱から命令を取る。

「ええと……王様が学校前のコンビニに入って店員に自分の顔を指さして『さっきこんな顔の客が来なかったか？』と尋ね、戸惑う店員に『バカモーン！　そいつがルパンだ！』と叫んだのち店から出る。あははなにこれ最悪ねっ！　こんなバカなことやらされるなんて超かわいそう──って王様が!?」

　ぎょっとした顔で命令を凝ぎよう視しする星奈。

「くははっ！」

　夜よ空ぞらが会心の邪悪な笑みを浮かべた。

　どうやらこの命令を書いたのは夜空らしい。

「ちょ、ちょっとどういうことよ！　なんで王様がこんなことやらなきゃいけないのよこんなのは無効よ無効！」

「王の命令は絶対遵守。たとえそれが自分自身への命令であってもだ」

「さようです。王は民の規範となるべきそんざい……。法を決めた者が自ら法をやぶっては、国が立ちゆきませぬ」

　夜空と幸ゆき村むらが口々に言った。

「ううう……！　わーったわよ！　やればいいんでしょやれば！　ううう夜空のバカあああ……！」

　命令が書かれた紙を乱暴に投げ捨てて叫ぶ星奈。

　その紙を拾ってよく見ると、角の部分が三つ折りにされていた。

　俺おれはハッとする。

　こいつはおそらく、自分が王様になったときにこの命令を引かないように夜空が付けた目印だ……！

　こんなトラップを仕掛けるなんて、夜空……相変わらず恐ろしいやつ……。





　　






　そして星せ奈なはやり遂げた。

「すげえな……見直したよ……」

　見届け人として先にコンビニに入り、星奈の馬ば鹿かな芝居の一部始終を見た俺おれはちょっと感心して言った。

「うう……もうあのコンビニ行けないじゃないの……」

　がっくりとうなだれて星奈は泣いた。

　そして部室に戻って行われた四回目のくじ引き。

　王様に選ばれたのは理り科かだったが、前回でたとえ王様であっても酷い目に遭わされる可能性があることが判明したため、命令を引くその表情は緊張している。

「ドロー！　命令カード！　オープン！」

　理科が紙を開いて命令を読み上げる。




「命令オーダー！　１番がみんなの前で胸を見せるっ！　……うっわ最低……」




　理科さえもドン引きするようなアレな命令が出た。

　しかし理科のジト目はなぜか俺に向けられており、夜よ空ぞらも軽けい蔑べつするような冷たい視線を俺に向けてきた。

「さすがあにき……まじぱないです……」と尊敬の目で俺を見る幸ゆき村むら。

「たとえ自分がやることになっても痛くないローリスク＆ハイリターンの命令……これは理科でも思いつきませんでした……なかなかやりますね小こ鷹だか先輩……」

「は!?　ちょ、ちょっと待て、俺そんなの書いてねえって！」

　たしかに普通に考えると隣りん人じん部ぶ唯一の男である俺が一番疑わしいのだが、しかし誓って俺じゃない！

「あー、それ書いたのあたし」

　星奈があっさりと言った。

「お、お前……自分が当たったらホントにこれどうするつもりだったんだ!?」

　戦せん慄りつする俺たち。

　夏休み中に起きた事故──星奈の裸──を思い出し、俺は顔を赤くした。

「ふふん、そんなこと起きるわけないじゃない！」

　だからその自信はどこから出てくるんだ……。

「あのー……それで誰だれなんですか？　１番……おっぱいを見せる人は……」

　恐る恐る理科が尋ね、みんなが自分の番号を確認する。

　１番のくじを引いていたのは────俺おれだった。




　…………というわけで、俺はみんなの前で胸を見せました。

　男でも衆人環視のもとで脱ぬぐのはけっこう恥ずかしいのだと俺は知った。





　　






　熾し烈れつな戦いはまだまだ続く。




　五回目は王様が幸ゆき村むらで、王様である幸村自身がアカペラで歌をうたった。

　幸村の歌を聴いたのはカラオケに行ったとき以来だったが、まあ相変わらずなんというか素朴な……音痴というわけではないのにのっぺりした感じの歌い方だった。




　六回目は王様が小こ鳩ばとで、命令は二回目と同じようなエロ文章を声に出して読むというもので、命令を書いた本人である理り科かが指名された。

　自分で言っていたとおり、理科は堂々と、むしろ嬉き々きとして自分の書いたエロ文章を朗読した。伏せ字だらけになるので内容は省略。




　七回目は王様が夜よ空ぞらで、命令は道行くひと十人に『カレー味のうんこかうんこ味のカレー、食べるならどっち？』と尋ねるという、知らない人に話しかけるのが苦手な人間が多い隣りん人じん部ぶにとっては禁忌とも言える内容だった。

　当たったのがマリアでなければ、命令の遂行は不可能だっただろう。

　ちなみに誰だれがこんな血も涙もない命令を書いたのかと尋ねても誰も名乗り出なかったのだが、命令の紙の一部が最初から破られていたのを見ると、犯人はおそらく夜空だろう。

　……目印を付けるのはいいとして、自分が王様になる前に偶然誰かが引いてしまったらどうするつもりだったのか。




　八回目は王様が理科で、夜空とマリアがラジオ体操第二をさせられた。

　元気いっぱいのマリアと羞しゆう恥ちで頰ほおを染めた夜空が対照的だった。




　九回目は王様が俺で、星せ奈なと理科がグラウンドを三周させられた。

　星奈は難なくこなしたのだが、引きこもりの理科はかなりヤバそうだった。

「……おぇ……こ、小こ鷹だかぜんばいのドＳ……理科をいじめるなら、疲れるやり方じゃなくて痛いやり方にしてくだざい……ぐふっ……」

「俺おれが書いたわけじゃないけど……その、すまんかった……」

　……ちなみに八回目と九回目のオーソドックスだけど地味にキツい命令を書いたのは小こ鳩ばとだった。




　十回目は王様がマリアで、幸ゆき村むらがハゲカツラを被らされた。

「まるでもののふになったかのようです」と何な故ぜか喜んでいる幸村。

　武士もののふというよりは落ち武者なのだが、まあ本人が喜んでるならそれでいいか。

「……おかしいわね……書いたときはもっと面白くなるはずだったんだけどいまいち笑えないわ」

　星せ奈なが首を傾かしげていた。




　このあたりで、部員たちのノリもだんだん冷めてきた。

　そろそろやめる頃ころ合あいかな……と思っていた矢先、

「えーと、５番が面白い話をするー」

　王様の星奈がどこか投げやりな様よう子すで命令を読み上げた。

　……５番のくじを持っていたのは俺だった。

　やれやれ……せっかくテンションが落ちついてきたというのに、どうやら再び盛もり上あがることになってしまいそうだった。

　ちなみにこの命令を書いたのは俺で、俺の命令が引かれたのはこれが初めて。

　自分に当たったときダメージが少ないようにという俺の策がようやく的中した。

「それじゃ、本ほん邦ぽう初はつ公こう開かいの俺の新作笑い話をいっちょ披露してやるとしますか」

「「「えー……」」」

　不思議なことに夜よ空ぞらと星奈と理り科かが心の底から嫌そうな声を上げ、幸村と小鳩も微妙に辛そうな顔をしていた。

　きっとこれまでのしんどい罰ゲームがこたえているのだろう。

　俺が大爆笑トークでその疲れを吹っ飛ばしてやるぜ！

　………………。

　…………。

　……。

「あはははははははははは！　えええー!?　冷蔵庫っ、冷蔵庫なのにっ!?　あははおかしすぎるーっ！　お、お兄ちゃんやっぱりあははははお兄ちゃんのお話はいっつもなんでそんな面白いのだあははははははははは！　天才だー！　お兄ちゃんはお笑いの天才なのだぎゃはははははははは────っ!!」

　俺の新作笑い話『冷蔵庫を背負った男』によってマリアは腹を抱えて大爆笑した。

　……マリアだけは。

　他の部員はというと、全員顔に疲労の色を浮かべ、どんよりと濁にごった目で俺おれをじーっと見つめていた。

　なんだこの不可解な反応は……。

「はあ……なんだかどっと疲れちゃいましたし、そろそろお開きにしませんか？」

　深々と溜ため息いきをついて理り科か。

「そうだな……」と夜よ空ぞらが頷うなずく。

「おいおいお前ら、ガマンせずに楽しいときはもっと盛もり上あがっていいんだぜ？」

「……お前の笑いのセンスは……なんかもう、本当に相変わらずだな……」

　深々と溜息をつく夜空。

　その口の端が、ほんの僅わずかに吊り上がっていることに俺は気づいた。

「夜空先輩、笑ってます？」

　同じく気づいて怪け訝げんそうに言う理科に夜空は「はっ」と小こ馬ば鹿かにしたような笑声を吐き、

「あまりにも残念すぎて逆に笑えるような気がしなくもないだけだ」

「どういう意味だよ!?」

　俺の問いをスルーして夜空は告げる。

「では、疲れたし次でラスト一回にしよう」





　　






　俺としては釈然としない気持ちのまま、12回目の王様ゲームがはじまった。

　全員がくじを引き、

「王様は誰だれだ？」

　夜空のかけ声でいっせいにくじを開く。

　俺の番号は③。

「あ！　あたし！　王様あたしー！」

　星せ奈ながくじをひらひらさせながら言った。

「また肉か……」

　うんざりした声で夜空。

　これで十二回のうち四回で星奈が王様になったことになる。

「ふふん、やっぱりあたしは神に選ばれた人間なのね。『王』の文字が自分の意志であたしを選ぶのよ」

「そうだな。お前こそまさに残念王と呼ぶに相応ふさわしい」

「ざ、残念王じゃないわよ！　たしかに三回ともハズレ命令しか引いてないけど……」

　ハズレ命令とは失敬な。

　俺おれにお笑いトークをさせたのだけは楽市楽座ばりの良政策だったろうが。

「これが最後のチャンスね……絶対に夜よ空ぞらにあたしの足を舐なめさせてやるんだから！」

　気合いを入れて星せ奈なはティッシュ箱に手を突っ込んだ。

　目を閉じ、箱の中を慎重に探る。

「あたしの書いたやつはどれかしら…………ん？」

　不意に眉まゆをひそめる星奈。

「……なんか箱の奥の方に一枚引っかかってるのがあるわね…………」

「っ！」

　一瞬だけ、夜空がびくんと震ふるえたような気がした。

「……よーし、決めた！　ラストに相応ふさわしい命令はこれよ！」

　星奈は勢いよく一枚の紙を取り出し、そこに書かれていた命令を読み上げる。




「３番と王様がキスをする!!　────ってえええええええええ!?」




　星奈が悲鳴を上げた。

「キス、ですか……たしかに王様ゲームの定番ではありますが、まさかこんなベタなの書く人がいるなんて……」

　理り科かが呆あきれたような驚いたような声で言った。

「キ、キスってそんな……ええと……だ、誰だれよ３番は!?」

　顔を赤くして言う星奈。

「…………はい」

　俺は小さく言って手を挙げた。

「小こ鷹だか!?」

　星奈の顔がますます赤くなった。

　よりによって唯一の男である俺が３番のときにこの命令を引き当てるなんて……本当にこいつは残念王だな……。

「小鷹先輩と星奈先輩がキス……」「あにきがせなのあねごと……」「あんちゃん……」

　理科と幸ゆき村むらと小こ鳩ばとが複雑な表情を浮かべる。

「おおー、キスするのかー！　おっとなだなーあはは！」

　一人だけ楽しそうなマリア。

「ちっ……肉……」

　憎々しげに夜空が呻うめく。

「ほ、ほら小鷹、早くこっちきなさいよ！」

　星せ奈なが俺おれを呼んだ。

「うえ!?　ま、マジでやるのか!?」

　自分の顔が熱くなるのがわかった。

「しょ、しょうがないじゃない……王様の命令は絶対なんだから……」

「そ、そうか……そう、だな……」

　これまでみんなして何度も酷い命令をこなしてきたのだ。

　今更この命令だけやらないなんてことは許されない。

　俺は星奈に近づく。

　これはただのゲームなんだ……ちょっとチュッてやるだけだ……キスなんて母さんが生きてたころは毎日のようにされてたし、挨あい拶さつみたいなもんだ……。

「い、いくわよ……」

　星奈が緊張した面持ちで、俺の顔に自分の顔を近づけてくる。

　サラサラの金髪に色白の肌、綺き麗れいな青色の瞳ひとみに長い睫まつ毛げ、形のいい唇──。

　普段の言動のあまりにもあんまりな残念さのせいであまり意識することはないけれど、改めて間近で見ると、やっぱり星奈は抜群に可愛い少女だった。

　そんな星奈に、い、いいのか？

　ほんとに俺が、き、キスしちゃってもいいのか……!?

　もしも他の男子生徒たちに知られたら、激しく憎まれてもう絶対にそいつらとは友達にはなれないんじゃないだろうか……。

　考えている間にも、徐々に星奈の顔が近づいてくる。

　唇と唇の距離はもう二十センチもない。

　星奈が微かすかに唇を突き出して、ぎゅっと目を閉じる。

　俺も目を閉じる。

　ついに星奈の息が俺の唇にかかるほど近くなり──




「だめ──────っ!!」




　ばしっ！

　ばしっ！

　夜よ空ぞらが大きな叫び声を上げて、俺と星奈の頭を立て続けにハエ叩たたきで叩いた。

「な、なにすんのよ！」

　抗議の声を上げる星奈に夜空は顔を真っ赤にして、

「だ、ダメだそんなのはとにかく！　破は廉れん恥ちだ！」

「お、王様の命令は絶対なんだから仕方ないでしょ！」

「う、ううううるさいうるさいとにかくダメったらダメなのだ！」

　いつもは整然と星せ奈なをやりこめる夜よ空ぞらだったが、今はまるで駄々っ子のように反対している。

　しかしまあ、正直なところ俺おれもホッとしている。

　と、そこでテーブルの上に目がいった。

「そうだ……！」

　閃ひらめいた俺はテーブルに駆け寄り、すっかり温くなってしまったコーラをグラスに注いだ。

　星奈の使っていたグラスに。

　俺はそのグラスに入ったコーラを、ぐいっと一気に飲み干し、




「はいっ、任務完了！」




「「は……？」」

　星奈と夜空がきょとんとした顔で俺を見る。

「だ、だからその……間接キス、ってやつで。……だ、駄目か……？」

　恐る恐る尋ねる俺に、「全然問題ありません！」と理り科かが真っ先に力強く言った。












「ククク……まあよかろう……」「あにき……」

　小こ鳩ばとと幸ゆき村むらもホッとした顔。

　夜よ空ぞらも一瞬複雑な表情を浮かべたのち、

「よし！　これで王様ゲームは終わりだ！」

　高らかにそう宣言した。

「むー……」

　星せ奈なだけはなにやら釈然としない顔で唇の先を指で触れたりしていたが、結局は「まあ、こんなゲームでってのもアレだしね……」と小さく呟つぶやいた。




　こうして、隣りん人じん部ぶの期末試験お疲れ様会は終幕となった──……。





　　






　そして、その日の夜遅くのこと。

　小鳩が寝て、俺おれもそろそろ寝ようかなと自分の部屋のベッドに入ろうとしていたとき。

　リビングの固定電話がいきなり鳴り出して仕方なく俺は部屋を出た。

　こんな夜遅くに……またケイトか……？

　ぼんやりそんなことを考えながら受話器を取る。




　電話をかけてきたのは、今は仕事で海外にいる俺の父親──羽は瀬せ川がわ隼はや人とだった。




『おー、久しぶり』

「あー」

　よくわからない相づちを返す俺だった。

「んー、まあ元気。小鳩も」

　元気にしていたか訊きかれたのでそう答える。

『そっか』と安あん堵どの声。

「んー、そんでなんか用？」

『んー、べつに大した用でもねえんだが』

　父さんにしては珍しく歯切れの悪い喋しやべり方かた。

「ん……なに？」

『んー、さっきザキのやつから聞いたんだが』

「ザキ？」

『柏かしわ崎ざき。会ったことあるんだろ？　柏崎天馬ぺがさす』

「あー、理事長」

『おう』

　そういえば父さんは星せ奈なの父、柏かしわ崎ざき天馬ぺがさすさんのことをあだ名で「ザキ」と呼ぶ。

　かしわざきだから「ザキ」。

　わかりにくいあだ名だが、ぺがさすと呼ぶと怒るのでしょうがないのかもしれない。

「んー、そんでなに？」

　理事長がどうかしたのだろうか？

　俺おれが尋ねると、父さんは「宿題やった？」とか「今日の昼飯なんにする？」みたいなことを尋ねるときと同じような調子で言った。







『お前さあ、ザキんとこの娘こと結婚すんの？』







　…………ザキんとこの娘。


　　柏崎天馬さんの一人娘。







柏崎、星奈。

















　　「は？」










（終わり）







あとがき（このあとがきはリア充には見えません）












　……なんてアホなことを書いている僕が決してリア充には見えないことだけは確かだと思います。毎日家でパソコンに向かっているだけの僕にはあとがきに書くネタがあんまりないので、４ページもあるとこのように露ろ骨こつなページ稼かせぎに走ったりします。しかもよく考えたらこの「バカには見えません」ネタ、過去に出した本のあとがきでも使ったことがあるという残念ぶり……。

　……まあいいや。

　そんな感じでお久しぶりです、友達が少ない寂しさを日々嚙かみ締しめるようにして生きているはがない男子、平ひら坂さか読よみです。

『僕は友達が少ない』４巻、今回もどうにか出版することができました。

　楽しんでもらえたのなら幸いです。




　↑でも書きましたがあとがきに書けるようなおもしろエピソードが本当にないので、早々に宣伝に移りたいと思います。

　この４巻が発売されるのと同じ７月23日に、いたちさんの描くコミック版『僕は友達が少ない』の第１巻がついに発売です。このあとがきを本屋さんで読んでいる人は、今すぐコミック売り場の方にも足を運んでみてください。

　コミック版『はがない』は、夜よ空ぞらや星せ奈なが本当に生き生きと表情豊かに暴れ回っていて、読んでいてものすごく楽しい漫画になっています。特に夜空や星奈の変顔の破壊力はヤバすぎます。美少女のする顔じゃねえ……！　こりゃあ原作も負けてられないな……と思うと同時に、純粋に一読者としても楽しませてもらっていますので、皆さんもぜひ！

　それと、そのコミック版『はがない』が大好評連載中の７月27日発売の月刊コミックアライブ９月号には、ブリキさん描き下ろしの４巻かけかえカバーと、書き下ろし短編の小冊子が付いてきます。特にかけかえカバーは必見です。幼よう女じよ！　漫画の原作者なので見本としてアライブは編集部から貰えるのですが、保存用と使用用にあと二冊買うつもりです。幼女！　書き下ろし短編のほうは「どうせあとで文庫に収録されるんでしょ？」と思う人がいるかもしれませんが、僕が暴走したせいで文庫に入れるのは難しいアホすぎる内容になってしまったので、多分今後収録されることはありません。というわけでコミックアライブ９月号、ぜひぜひ購入していただければと思います。幼女！




　今回もギリギリな進行でブリキさんや担当さんをはじめ多くの人に御迷惑をおかけして大変申し訳ありませんでした。友達が少ない僕ですが、一緒に本を作ってくれる大勢の仲間や大勢の読者の皆さんのおかげで、こうしてどうにかやっていけています。あれ、俺おれリア充じゃね？　友達少ないのに……。ともあれ、これからもよろしくお願いします！


２０１０年６月下旬　平坂読











　著者
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　ブリキ
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